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は し が き 
 
 
 平成 29 年３⽉に告⽰された⼩学校学習指導要領が，令和２年度から全⾯実施されます。 

今回の学習指導要領では，各教科等の⽬標及び内容が，育成を⽬指す資質・能⼒の三つの柱（「知
識及び技能」，「思考⼒，判断⼒，表現⼒等」，「学びに向かう⼒，⼈間性等」）に沿って再整理され，
各教科等でどのような資質・能⼒の育成を⽬指すのかが明確化されました。これにより，教師が
「⼦供たちにどのような⼒が⾝に付いたか」という学習の成果を的確に捉え，主体的・対話的で
深い学びの視点からの授業改善を図る，いわゆる「指導と評価の⼀体化」が実現されやすくなる
ことが期待されます。 

また，⼦供たちや学校，地域の実態を適切に把握した上で教育課程を編成し，学校全体で教育
活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」についても明⽂化されました。カリキュ
ラム・マネジメントの⼀側⾯として，「教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと」
がありますが，このためには，教育課程を編成・実施し，学習評価を⾏い，学習評価を基に教育
課程の改善・充実を図るというＰＤＣＡサイクルを確⽴することが重要です。このことも，まさ
に「指導と評価の⼀体化」のための取組と⾔えます。 

このように，「指導と評価の⼀体化」の必要性は，今回の学習指導要領において，より⼀層明確
なものとなりました。そこで，国⽴教育政策研究所教育課程研究センターでは，「幼稚園，⼩学校，
中学校，⾼等学校及び特別⽀援学校の学習指導要領等の改善及び必要な⽅策等について（答申）」
（平成 28 年 12 ⽉ 21 ⽇中央教育審議会）をはじめ，「児童⽣徒の学習評価の在り⽅について（報
告）」（平成 31 年１⽉ 21 ⽇中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会）や「⼩学校，中学
校，⾼等学校及び特別⽀援学校等における児童⽣徒の学習評価及び指導要録の改善等について」
（平成 31 年３⽉ 29 ⽇付初等中等教育局⻑通知）を踏まえ，このたび「『指導と評価の⼀体化』の
ための学習評価に関する参考資料」を作成しました。 
 本資料では，学習評価の基本的な考え⽅や，各教科等における評価規準の作成及び評価の実施
等について解説しているほか，各教科等別に単元や題材に基づく学習評価について事例を紹介し
ています。各学校においては，本資料や各教育委員会等が⽰す学習評価に関する資料などを参考
としながら，学習評価を含むカリキュラム・マネジメントを円滑に進めていただくことで，「指導
と評価の⼀体化」を実現し，⼦供たちに未来の創り⼿となるために必要な資質・能⼒が育まれる
ことを期待します。 
 最後に，本資料の作成に御協⼒くださった⽅々に⼼から感謝の意を表します。 
 
  令和２年３⽉ 
 
                          国 ⽴ 教 育 政 策 研 究 所 
                          教育課程研究センター⻑ 
                               笹 井  弘 之 
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第第１１編編  総総説説  

 

本編においては，以下の資料について，それぞれ略称を用いることとする。 

 

 答申：「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善

及び必要な方策等について（答申）」 平成 28 年 12 月 21 日 中央教育審議会 

 報告：「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」 平成 31 年１月 21 日 中央教

育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 

 改善等通知：「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習

評価及び指導要録の改善等について（通知）」 平成 31 年３月 29 日 初等中等

教育局長通知 

 

 

第第１１章章  平平成成 2299 年年改改訂訂をを踏踏ままええたた学学習習評評価価のの改改善善  

１１  ははじじめめにに  

学習評価は，学校における教育活動に関し，児童生徒の学習状況を評価するものである。

答申にもあるとおり，児童生徒の学習状況を的確に捉え，教師が指導の改善を図るととも

に，児童生徒が自らの学びを振り返って次の学びに向かうことができるようにするため

には，学習評価の在り方が極めて重要である。 

各教科等の評価については，学習状況を分析的に捉える「観点別学習状況の評価」と「評

定」が学習指導要領に定める目標に準拠した評価として実施するものとされている1。観

点別学習状況の評価とは，学校における児童生徒の学習状況を，複数の観点から，それぞ

れの観点ごとに分析する評価のことである。児童生徒が各教科等での学習において，どの

観点で望ましい学習状況が認められ，どの観点に課題が認められるかを明らかにするこ

とにより，具体的な学習や指導の改善に生かすことを可能とするものである。各学校にお

いて目標に準拠した観点別学習状況の評価を行うに当たっては，観点ごとに評価規準を

定める必要がある。評価規準とは，観点別学習状況の評価を的確に行うため，学習指導要

領に示す目標の実現の状況を判断するよりどころを表現したものである。本参考資料は，

観点別学習状況の評価を実施する際に必要となる評価規準等，学習評価を行うに当たっ

て参考となる情報をまとめたものである。 

以下，文部省指導資料から，評価規準について解説した部分を参考として引用する。 

 

 
1 各教科の評価については，観点別学習状況の評価と，これらを総括的に捉える「評定」
の両⽅について実施するものとされており，観点別学習状況の評価や評定には⽰しきれな
い児童⽣徒の⼀⼈⼀⼈のよい点や可能性，進歩の状況については，「個⼈内評価」として
実施するものとされている。（P.６〜11 に後述） 
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（参考）評価規準の設定（抄） 

（⽂部省「⼩学校教育課程⼀般指導資料」（平成５年 9 ⽉）より） 
 

 新しい指導要録（平成３年改訂）では，観点別学習状況の評価が効果的に⾏われるよ
うにするために，「各観点ごとに学年ごとの評価規準を設定するなどの⼯夫を⾏うこ
と」と⽰されています。 
 これまでの指導要録においても，観点別学習状況の評価を適切に⾏うため，「観点の
趣旨を学年別に具体化することなどについて⼯夫を加えることが望ましいこと」とされ
ており，教育委員会や学校では⽬標の達成の度合いを判断するための基準や尺度などの
設定について研究が⾏われてきました。 
 しかし，それらは，ともすれば知識・理解の評価が中⼼になりがちであり，また「⽬
標を⼗分達成（＋）」，「⽬標をおおむね達成（空欄）」及び「達成が不⼗分（−）」ごと
に詳細にわたって設定され，結果としてそれを単に数量的に処理することに陥りがちで
あったとの指摘がありました。 
 今回の改訂においては，学習指導要領が⽬指す学⼒観に⽴った教育の実践に役⽴つよ
うにすることを改訂⽅針の⼀つとして掲げ，各教科の⽬標に照らしてその実現の状況を
評価する観点別学習状況を各教科の学習の評価の基本に据えることとしました。したが
って，評価の観点についても，学習指導要領に⽰す⽬標との関連を密にして設けられて
います。 
 このように，学習指導要領が⽬指す学⼒観に⽴つ教育と指導要録における評価とは⼀
体のものであるとの考え⽅に⽴って，各教科の⽬標の実現の状況を「関⼼・意欲・態
度」，「思考・判断・表現」，「技能・表現（または技能）」及び「知識・理解」の観点ご
とに適切に評価するため，「評価規準を設定する」ことを明確に⽰しているものです。 
 「評価規準」という⽤語については，先に述べたように，新しい学⼒観に⽴って⼦供
たちが⾃ら獲得し⾝に付けた資質や能⼒の質的な⾯，すなわち，学習指導要領の⽬標に
基づく幅のある資質や能⼒の育成の実現状況の評価を⽬指すという意味から⽤いたもの
です。 

  

２２  平平成成 2299 年年改改訂訂をを踏踏ままええたた学学習習評評価価のの意意義義  

（（１１））学学習習評評価価のの充充実実  

平成 29 年改訂小・中学校学習指導要領総則においては，学習評価の充実について新

たに項目が置かれた。具体的には，学習評価の目的等について以下のように示し，単元

や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら，児童生徒の主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた授業改善を行うと同時に，評価の場面や方法を工夫して，学習の過程

や成果を評価することを示し，授業の改善と評価の改善を両輪として行っていくこと

の必要性を明示した。 
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（（１１））学学習習評評価価のの充充実実  

平成 29 年改訂小・中学校学習指導要領総則においては，学習評価の充実について新

たに項目が置かれた。具体的には，学習評価の目的等について以下のように示し，単元

や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら，児童生徒の主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた授業改善を行うと同時に，評価の場面や方法を工夫して，学習の過程

や成果を評価することを示し，授業の改善と評価の改善を両輪として行っていくこと

の必要性を明示した。 

 

・児童のよい点や進歩の状況などを積極的に評価し，学習したことの意義や価値を実

感できるようにすること。また，各教科等の目標の実現に向けた学習状況を把握す

る観点から，単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方

法を工夫して，学習の過程や成果を評価し，指導の改善や学習意欲の向上を図り，

資質・能力の育成に生かすようにすること。 

・創意工夫の中で学習評価の妥当性や信頼性が高められるよう，組織的かつ計画的な

取組を推進するとともに，学年や学校段階を越えて児童の学習の成果が円滑に接続

されるように工夫すること。 

 （小学校学習指導要領第１章総則 第３教育課程の実施と学習評価 ２学習評価の充実） 

 （中学校学習指導要領にも同旨） 

 

（（２２））カカリリキキュュララムム・・ママネネジジメメンントトのの一一環環ととししててのの指指導導とと評評価価  

各学校における教育活動の多くは，学習指導要領等に従い児童生徒や地域の実態を

踏まえて編成された教育課程の下，指導計画に基づく授業（学習指導）として展開され

る。各学校では，児童生徒の学習状況を評価し，その結果を児童生徒の学習や教師によ

る指導の改善や学校全体としての教育課程の改善等に生かしており，学校全体として

組織的かつ計画的に教育活動の質の向上を図っている。このように，「学習指導」と「学

習評価」は学校の教育活動の根幹に当たり，教育課程に基づいて組織的かつ計画的に教

育活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」の中核的な役割を担っている。 

 
（（３３））主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびのの視視点点かかららのの授授業業改改善善とと評評価価  

指導と評価の一体化を図るためには，児童生徒一人一人の学習の成立を促すための

評価という視点を一層重視し，教師が自らの指導のねらいに応じて授業での児童生徒

の学びを振り返り，学習や指導の改善に生かしていくことが大切である。すなわち，平

成 29 年改訂学習指導要領で重視している「主体的・対話的で深い学び」の視点からの

授業改善を通して各教科等における資質・能力を確実に育成する上で，学習評価は重要

な役割を担っている。 

 

（（４４））学学習習評評価価のの改改善善のの基基本本的的なな方方向向性性  

   （１）～（３）で述べたとおり，学習指導要領改訂の趣旨を実現するためには，学習

評価の在り方が極めて重要であり,すなわち，学習評価を真に意味のあるものとし，指

導と評価の一体化を実現することがますます求められている。 

このため，報告では，以下のように学習評価の改善の基本的な方向性が示された。 

① 児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと 

② 教師の指導改善につながるものにしていくこと 

③ これまで慣行として行われてきたことでも，必要性・妥当性が認められないもの

は見直していくこと 
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３３  平平成成 2299 年年改改訂訂をを受受けけたた評評価価のの観観点点のの整整理理  

平成 29 年改訂学習指導要領においては，知・徳・体にわたる「生きる力」を児童生徒

に育むために「何のために学ぶのか」という各教科等を学ぶ意義を共有しながら，授業の

創意工夫や教科書等の教材の改善を引き出していくことができるようにするため，全て

の教科等の目標及び内容を「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向か

う力，人間性等」の育成を目指す資質・能力の三つの柱で再整理した（図１参照）。知・

徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育むことを目指すに当たっては，各教科等の指

導を通してどのような資質・能力の育成を目指すのかを明確にしながら教育活動の充実

を図ること，その際には，児童生徒の発達の段階や特性を踏まえ，資質・能力の三つの柱

の育成がバランスよく実現できるよう留意する必要がある。 

図図１１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点別学習状況の評価については，こうした教育目標や内容の再整理を踏まえて，小・

中・高等学校の各教科を通じて，４観点から３観点に整理された。（図２参照） 

  図図２２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［平成 20 年改訂］        ［平成 29 年改訂］ 
   

 
【参考】学校教育法第３０条第２項 

 

生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させる 

とともに，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力 

その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用 

いなければならない。 

 

関関心心・・意意欲欲・・態態度度  

思思考考・・判判断断・・表表現現  

技技能能  

知知識識・・理理解解  

知知識識・・技技能能  

思思考考・・判判断断・・表表現現  

主主体体的的にに学学習習にに  

取取りり組組むむ態態度度  
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３３  平平成成 2299 年年改改訂訂をを受受けけたた評評価価のの観観点点のの整整理理  

平成 29 年改訂学習指導要領においては，知・徳・体にわたる「生きる力」を児童生徒

に育むために「何のために学ぶのか」という各教科等を学ぶ意義を共有しながら，授業の

創意工夫や教科書等の教材の改善を引き出していくことができるようにするため，全て

の教科等の目標及び内容を「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向か

う力，人間性等」の育成を目指す資質・能力の三つの柱で再整理した（図１参照）。知・

徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育むことを目指すに当たっては，各教科等の指

導を通してどのような資質・能力の育成を目指すのかを明確にしながら教育活動の充実

を図ること，その際には，児童生徒の発達の段階や特性を踏まえ，資質・能力の三つの柱

の育成がバランスよく実現できるよう留意する必要がある。 

図図１１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点別学習状況の評価については，こうした教育目標や内容の再整理を踏まえて，小・

中・高等学校の各教科を通じて，４観点から３観点に整理された。（図２参照） 

  図図２２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［平成 20 年改訂］        ［平成 29 年改訂］ 
   

 
【参考】学校教育法第３０条第２項 

 

生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させる 

とともに，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力 

その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用 

いなければならない。 

 

関関心心・・意意欲欲・・態態度度  

思思考考・・判判断断・・表表現現  

技技能能  

知知識識・・理理解解  

知知識識・・技技能能  

思思考考・・判判断断・・表表現現  

主主体体的的にに学学習習にに  

取取りり組組むむ態態度度  

 

４４  平平成成 2299 年年改改訂訂学学習習指指導導要要領領ににおおけけるる各各教教科科のの学学習習評評価価  

各教科の学習評価においては，平成 29 年改訂においても，学習状況を分析的に捉える

「観点別学習状況の評価」と，これらを総括的に捉える「評定」の両方について，学習指

導要領に定める目標に準拠した評価として実施するものとされた。改善等通知では，以下

のように示されている。 

【小学校児童指導要録】 

［各教科の学習の記録］ 

Ⅰ 観点別学習状況 

   学習指導要領に示す各教科の目標に照らして，その実現状況を観点ごとに評価し

記入する。その際， 

    「十分満足できる」状況と判断されるもの：Ａ 

    「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：Ｂ 

    「努力を要する」状況と判断されるもの：Ｃ 

  のように区別して評価を記入する。 

 Ⅱ 評定（第３学年以上） 

   各教科の評定は，学習指導要領に示す各教科の目標に照らして，その実現状況を， 

「十分満足できる」状況と判断されるもの：３ 

    「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：２ 

    「努力を要する」状況と判断されるもの：１ 

  のように区別して評価を記入する。 

  評定は各教科の学習の状況を総括的に評価するものであり，「観点別学習状況」に

おいて掲げられた観点は，分析的な評価を行うものとして，各教科の評定を行う場合

において基本的な要素となるものであることに十分留意する。その際，評定の適切な

決定方法等については，各学校において定める。 

 

【中学校生徒指導要録】 

（学習指導要領に示す必修教科の取扱いは次のとおり） 

［各教科の学習の記録］ 

Ⅰ 観点別学習状況（小学校児童指導要録と同じ） 

   学習指導要領に示す各教科の目標に照らして，その実現状況を観点ごとに評価し

記入する。その際，  

    「十分満足できる」状況と判断されるもの：Ａ 

    「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：Ｂ 

    「努力を要する」状況と判断されるもの：Ｃ 

  のように区別して評価を記入する。 

 Ⅱ 評定 

   各教科の評定は，学習指導要領に示す各教科の目標に照らして，その実現状況を， 
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「十分満足できるもののうち，特に程度が高い」状況と判断されるもの：５ 

「十分満足できる」状況と判断されるもの：４ 

    「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：３ 

    「努力を要する」状況と判断されるもの：２ 

    「一層努力を要する」状況と判断されるもの：１ 

   のように区別して評価を記入する。 

評定は各教科の学習の状況を総括的に評価するものであり，「観点別学習状況」

において掲げられた観点は，分析的な評価を行うものとして，各教科の評定を行う

場合において基本的な要素となるものであることに十分留意する。その際，評定の

適切な決定方法等については，各学校において定める。 

 

また，観点別学習状況の評価や評定には示しきれない児童生徒一人一人のよい点や可

能性，進歩の状況については，「個人内評価」として実施するものとされている。改善等

通知においては，「観点別学習状況の評価になじまず個人内評価の対象となるものについ

ては，児童生徒が学習したことの意義や価値を実感できるよう，日々の教育活動等の中で

児童生徒に伝えることが重要であること。特に『学びに向かう力，人間性等』のうち『感

性や思いやり』など児童生徒一人一人のよい点や可能性，進歩の状況などを積極的に評価

し児童生徒に伝えることが重要であること。」と示されている。 

「３ 平成 29 年改訂を受けた評価の観点の整理」も踏まえて各教科における評価の基

本構造を図示化すると，以下のようになる。（図３参照） 

図図３３  

上記の，「各教科における評価の基本構造」を踏まえた３観点の評価それぞれについて
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「十分満足できるもののうち，特に程度が高い」状況と判断されるもの：５ 

「十分満足できる」状況と判断されるもの：４ 

    「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：３ 

    「努力を要する」状況と判断されるもの：２ 

    「一層努力を要する」状況と判断されるもの：１ 

   のように区別して評価を記入する。 

評定は各教科の学習の状況を総括的に評価するものであり，「観点別学習状況」

において掲げられた観点は，分析的な評価を行うものとして，各教科の評定を行う

場合において基本的な要素となるものであることに十分留意する。その際，評定の

適切な決定方法等については，各学校において定める。 

 

また，観点別学習状況の評価や評定には示しきれない児童生徒一人一人のよい点や可

能性，進歩の状況については，「個人内評価」として実施するものとされている。改善等

通知においては，「観点別学習状況の評価になじまず個人内評価の対象となるものについ

ては，児童生徒が学習したことの意義や価値を実感できるよう，日々の教育活動等の中で

児童生徒に伝えることが重要であること。特に『学びに向かう力，人間性等』のうち『感

性や思いやり』など児童生徒一人一人のよい点や可能性，進歩の状況などを積極的に評価

し児童生徒に伝えることが重要であること。」と示されている。 

「３ 平成 29 年改訂を受けた評価の観点の整理」も踏まえて各教科における評価の基

本構造を図示化すると，以下のようになる。（図３参照） 

図図３３  

上記の，「各教科における評価の基本構造」を踏まえた３観点の評価それぞれについて

 

 

の考え方は，以下の（１）～（３）のとおりとなる。なお，この考え方は，外国語活動（小

学校），総合的な学習の時間，特別活動においても同様に考えることができる。 

 

（１）「知識・技能」の評価について 

「知識・技能」の評価は，各教科等における学習の過程を通した知識及び技能の習得

状況について評価を行うとともに，それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用

したりする中で，他の学習や生活の場面でも活用できる程度に概念等を理解したり，技

能を習得したりしているかについても評価するものである。 

  「知識・技能」におけるこのような考え方は，従前の「知識・理解」（各教科等にお

いて習得すべき知識や重要な概念等を理解しているかを評価），「技能」（各教科等にお

いて習得すべき技能を身に付けているかを評価）においても重視してきたものである。 

  具体的な評価の方法としては，ペーパーテストにおいて，事実的な知識の習得を問う

問題と，知識の概念的な理解を問う問題とのバランスに配慮するなどの工夫改善を図

るとともに，例えば，児童生徒が文章による説明をしたり，各教科等の内容の特質に応

じて，観察・実験したり，式やグラフで表現したりするなど，実際に知識や技能を用い

る場面を設けるなど，多様な方法を適切に取り入れていくことが考えられる。 

 

（２）「思考・判断・表現」の評価について 

   「思考・判断・表現」の評価は，各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する

等のために必要な思考力，判断力，表現力等を身に付けているかを評価するものである。 

   「思考・判断・表現」におけるこのような考え方は，従前の「思考・判断・表現」の

観点においても重視してきたものである。「思考・判断・表現」を評価するためには，

教師は「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を通じ，児童生徒が思考・

判断・表現する場面を効果的に設計した上で，指導・評価することが求められる。 

   具体的な評価の方法としては，ペーパーテストのみならず，論述やレポートの作成，

発表，グループでの話合い，作品の制作や表現等の多様な活動を取り入れたり，それら

を集めたポートフォリオを活用したりするなど評価方法を工夫することが考えられる。 

 

（３）「主体的に学習に取り組む態度」の評価について 

   答申において「学びに向かう力，人間性等」には，①「主体的に学習に取り組む態度」

として観点別学習状況の評価を通じて見取ることができる部分と，②観点別学習状況

の評価や評定にはなじまず，こうした評価では示しきれないことから個人内評価を通

じて見取る部分があることに留意する必要があるとされている。すなわち，②について

は観点別学習状況の評価の対象外とする必要がある。 

   「主体的に学習に取り組む態度」の評価に際しては，単に継続的な行動や積極的な発

言を行うなど，性格や行動面の傾向を評価するということではなく，各教科等の「主体

的に学習に取り組む態度」に係る観点の趣旨に照らして，知識及び技能を習得したり，
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思考力，判断力，表現力等を身に付けたりするために，自らの学習状況を把握し，学習

の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら，学ぼうとしているか

どうかという意思的な側面を評価することが重要である。 

   従前の「関心・意欲・態度」の観点も，各教科等の学習内容に関心をもつことのみな

らず，よりよく学ぼうとする意欲をもって学習に取り組む態度を評価するという考え

方に基づいたものであり，この点を「主体的に学習に取り組む態度」として改めて強調

するものである。 

   本観点に基づく評価は，「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教科等の評価の観

点の趣旨に照らして， 

① 知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすることに

向けた粘り強い取組を行おうとしている側面 

② ①の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しようとする側面 

という二つの側面を評価することが求められる2。（図４参照） 

 ここでの評価は，児童生徒の学習の調整が「適切に行われているか」を必ずしも判断

するものではなく，学習の調整が知識及び技能の習得などに結び付いていない場合に

は，教師が学習の進め方を適切に指導することが求められる。 

   具体的な評価の方法としては，ノートやレポート等における記述，授業中の発言，教

師による行動観察や児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を，教師が評価を行

う際に考慮する材料の一つとして用いることなどが考えられる。 

図図４４  

 

  

 
2 これら①②の姿は実際の教科等の学びの中では別々ではなく相互に関わり合いながら⽴
ち現れるものと考えられることから，実際の評価の場⾯においては，双⽅の側⾯を⼀体的
に⾒取ることも想定される。例えば，⾃らの学習を全く調整しようとせず粘り強く取り組
み続ける姿や，粘り強さが全くない中で⾃らの学習を調整する姿は⼀般的ではない。 
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思考力，判断力，表現力等を身に付けたりするために，自らの学習状況を把握し，学習

の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら，学ぼうとしているか

どうかという意思的な側面を評価することが重要である。 

   従前の「関心・意欲・態度」の観点も，各教科等の学習内容に関心をもつことのみな

らず，よりよく学ぼうとする意欲をもって学習に取り組む態度を評価するという考え

方に基づいたものであり，この点を「主体的に学習に取り組む態度」として改めて強調

するものである。 

   本観点に基づく評価は，「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教科等の評価の観

点の趣旨に照らして， 

① 知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすることに

向けた粘り強い取組を行おうとしている側面 

② ①の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しようとする側面 

という二つの側面を評価することが求められる2。（図４参照） 

 ここでの評価は，児童生徒の学習の調整が「適切に行われているか」を必ずしも判断

するものではなく，学習の調整が知識及び技能の習得などに結び付いていない場合に

は，教師が学習の進め方を適切に指導することが求められる。 

   具体的な評価の方法としては，ノートやレポート等における記述，授業中の発言，教

師による行動観察や児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を，教師が評価を行

う際に考慮する材料の一つとして用いることなどが考えられる。 

図図４４  

 

  

 
2 これら①②の姿は実際の教科等の学びの中では別々ではなく相互に関わり合いながら⽴
ち現れるものと考えられることから，実際の評価の場⾯においては，双⽅の側⾯を⼀体的
に⾒取ることも想定される。例えば，⾃らの学習を全く調整しようとせず粘り強く取り組
み続ける姿や，粘り強さが全くない中で⾃らの学習を調整する姿は⼀般的ではない。 

 

 

   なお，学習指導要領の「２ 内容」に記載のない「主体的に学習に取り組む態度」

の評価については，後述する第２章１（２）を参照のこと3。 

 

 

５ 改善等通知における特別の教科 道徳，外国語活動（小学校），総合的な学習

間，特別活動の指導要録の記録 

  改善等通知においては，各教科の学習の記録とともに，以下の（１）～（４）の各教科

等の指導要録における学習の記録について以下のように示されている。 

  

（１）特別の教科 道徳について 

   小学校等については，改善等通知別紙１に，「道徳の評価については，28 文科初第 604

号「学習指導要領の一部改正に伴う小学校，中学校及び特別支援学校小学部・中学部に

おける児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」に基づき，学習活

動における児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子を個人内評価として文章で端的

に記述する」こととされている（中学校等についても別紙２に同旨）。 

 

（２）外国語活動について（小学校） 

   改善等通知には，「外国語活動の記録については，評価の観点を記入した上で，それ

らの観点に照らして，児童の学習状況に顕著な事項がある場合にその特徴を記入する

等，児童にどのような力が身に付いたかを文章で端的に記述すること」とされている。

また，「評価の観点については，設置者は，小学校学習指導要領等に示す外国語活動の

目標を踏まえ，改善等通知別紙４を参考に設定する」こととされている。 

 

（３）総合的な学習の時間について 

   小学校等については，改善等通知別紙１に，「総合的な学習の時間の記録については，

この時間に行った学習活動及び各学校が自ら定めた評価の観点を記入した上で，それ

らの観点のうち，児童の学習状況に顕著な事項がある場合などにその特徴を記入する

等，児童にどのような力が身に付いたかを文章で端的に記述すること」とされている。

また，「評価の観点については，各学校において具体的に定めた目標，内容に基づいて

別紙４を参考に定めること」とされている（中学校等についても別紙２に同旨）。 

 

 

 
3 各教科等によって，評価の対象に特性があることに留意する必要がある。例えば，体育・
保健体育科の運動に関する領域においては，公正や協力などを，育成する「態度」として学
習指導要領に位置付けており，各教科等の目標や内容に対応した学習評価が行われること
とされている。 

の時
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（（４４））特特別別活活動動ににつついいてて  

小学校等については，改善等通知別紙１に，「特別活動の記録については，各学校が

自ら定めた特別活動全体に係る評価の観点を記入した上で，各活動・学校行事ごとに，

評価の観点に照らして十分満足できる活動の状況にあると判断される場合に，○印を

記入する」とされている。また，「評価の観点については，学習指導要領等に示す特別

活動の目標を踏まえ，各学校において改善等通知別紙４を参考に定める。その際，特別

活動の特質や学校として重点化した内容を踏まえ，例えば『主体的に生活や人間関係を

よりよくしようとする態度』などのように,より具体的に定めることも考えられる。記

入に当たっては，特別活動の学習が学校や学級における集団活動や生活を対象に行わ

れるという特質に留意する」とされている（中学校等についても別紙２に同旨）。 

なお，特別活動は学級担任以外の教師が指導する活動が多いことから，評価体制を確

立し，共通理解を図って，児童生徒のよさや可能性を多面的・総合的に評価するととも

に，確実に資質・能力が育成されるよう指導の改善に生かすことが求められる。 

 

６６  障障害害ののああるる児児童童生生徒徒のの学学習習評評価価ににつついいてて  

  学習評価に関する基本的な考え方は，障害のある児童生徒の学習評価についても変わ

るものではない。 

  障害のある児童生徒については，特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ，個々の

児童生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階に応じた指導内容や指導方法の工夫

を行い，その評価を適切に行うことが必要である。また，指導内容や指導方法の工夫につ

いては，学習指導要領の各教科の「指導計画の作成と内容の取扱い」の「指導計画作成上

の配慮事項」の「障害のある児童生徒への配慮についての事項」についての学習指導要領

解説も参考となる。 

 

 

７７  評評価価のの方方針針等等のの児児童童生生徒徒やや保保護護者者へへのの共共有有ににつついいてて    

  学習評価の妥当性や信頼性を高めるとともに，児童生徒自身に学習の見通しをもたせ

るために，学習評価の方針を事前に児童生徒と共有する場面を必要に応じて設けること

が求められており，児童生徒に評価の結果をフィードバックする際にも，どのような方

針によって評価したのかを改めて児童生徒に共有することも重要である。 

  また，新学習指導要領下での学習評価の在り方や基本方針等について，様々な機会を

捉えて保護者と共通理解を図ることが非常に重要である。 
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（（４４））特特別別活活動動ににつついいてて  

小学校等については，改善等通知別紙１に，「特別活動の記録については，各学校が

自ら定めた特別活動全体に係る評価の観点を記入した上で，各活動・学校行事ごとに，

評価の観点に照らして十分満足できる活動の状況にあると判断される場合に，○印を

記入する」とされている。また，「評価の観点については，学習指導要領等に示す特別

活動の目標を踏まえ，各学校において改善等通知別紙４を参考に定める。その際，特別

活動の特質や学校として重点化した内容を踏まえ，例えば『主体的に生活や人間関係を

よりよくしようとする態度』などのように,より具体的に定めることも考えられる。記

入に当たっては，特別活動の学習が学校や学級における集団活動や生活を対象に行わ

れるという特質に留意する」とされている（中学校等についても別紙２に同旨）。 

なお，特別活動は学級担任以外の教師が指導する活動が多いことから，評価体制を確

立し，共通理解を図って，児童生徒のよさや可能性を多面的・総合的に評価するととも

に，確実に資質・能力が育成されるよう指導の改善に生かすことが求められる。 

 

６６  障障害害ののああるる児児童童生生徒徒のの学学習習評評価価ににつついいてて  

  学習評価に関する基本的な考え方は，障害のある児童生徒の学習評価についても変わ

るものではない。 

  障害のある児童生徒については，特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ，個々の

児童生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階に応じた指導内容や指導方法の工夫

を行い，その評価を適切に行うことが必要である。また，指導内容や指導方法の工夫につ

いては，学習指導要領の各教科の「指導計画の作成と内容の取扱い」の「指導計画作成上

の配慮事項」の「障害のある児童生徒への配慮についての事項」についての学習指導要領

解説も参考となる。 

 

 

７７  評評価価のの方方針針等等のの児児童童生生徒徒やや保保護護者者へへのの共共有有ににつついいてて    

  学習評価の妥当性や信頼性を高めるとともに，児童生徒自身に学習の見通しをもたせ

るために，学習評価の方針を事前に児童生徒と共有する場面を必要に応じて設けること

が求められており，児童生徒に評価の結果をフィードバックする際にも，どのような方

針によって評価したのかを改めて児童生徒に共有することも重要である。 

  また，新学習指導要領下での学習評価の在り方や基本方針等について，様々な機会を

捉えて保護者と共通理解を図ることが非常に重要である。 

 

  

 

第第２２章章  学学習習評評価価のの基基本本的的なな流流れれ  

１１  各各教教科科ににおおけけるる評評価価規規準準のの作作成成及及びび評評価価のの実実施施等等ににつついいてて 

（（１１））目目標標とと観観点点のの趣趣旨旨ととのの対対応応関関係係ににつついいてて  

   評価規準の作成に当たっては，各学校の実態に応じて目標に準拠した評価を行うた

めに，「評価の観点及びその趣旨4」が各教科等の目標を踏まえて作成されていること，

また同様に，「学年別（又は分野別）の評価の観点の趣旨5」が学年（又は分野）の目標

を踏まえて作成されていることを確認することが必要である。 

   なお，「主体的に学習に取り組む態度」の観点は，教科等及び学年（又は分野）の目

標の（3）に対応するものであるが，観点別学習状況の評価を通じて見取ることができ

る部分をその内容として整理し，示していることを確認することが必要である。（図５，

６参照） 

  

図図５５  

【【学学習習指指導導要要領領「「教教科科のの目目標標」」】】  

学学習習指指導導要要領領  各各教教科科等等のの「「第第１１  目目標標」」  

（（11））  （（22））  （（33））  

（知識及び技能に関する

目標）  

（思考力，判断力，表現

力等に関する目標）  

（学びに向かう力，人間

性等に関する目標）6  

 

 

【【改改善善等等通通知知「「評評価価のの観観点点及及びびそそのの趣趣旨旨」」】】  

改改善善等等通通知知  別別紙紙４４  評評価価のの観観点点及及びびそそのの趣趣旨旨  

観点 知知識識・・技技能能  思思考考・・判判断断・・表表現現  主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度  

趣旨 
（知識・技能の観点の趣

旨） 

（思考・判断・表現の観

点の趣旨） 

（主体的に学習に取り組む態度

の観点の趣旨） 

  

 

 

 

 
4 各教科等の学習指導要領の⽬標の規定を踏まえ，観点別学習状況の評価の対象とするも
のについて整理したものが教科等の観点の趣旨である。 
5 各学年（⼜は分野）の学習指導要領の⽬標を踏まえ，観点別学習状況の評価の対象とす
るものについて整理したものが学年別（⼜は分野別）の観点の趣旨である。 
6 学びに向かう⼒，⼈間性等に関する⽬標には，個⼈内評価として実施するものも含まれ
ている。（P.8 図３参照）※学年（⼜は分野）の⽬標についても同様である。 
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図図６６  

【【学学習習指指導導要要領領「「学学年年（（又又はは分分野野））のの目目標標」」】】  

学学習習指指導導要要領領  各各教教科科等等のの「「第第２２  各各学学年年のの目目標標及及びび内内容容」」のの学学年年ごごととのの「「１１  目目標標」」  

（（11））  （（22））  （（33））  

（知識及び技能に関する

目標）  

（思考力，判断力，表現

力等に関する目標）  

（学びに向かう力，人間

性等に関する目標）  

 

 

【【改改善善等等通通知知  別別紙紙４４「「学学年年別別（（又又はは分分野野別別））のの評評価価のの観観点点のの趣趣旨旨」」】】  

観点 知知識識・・技技能能  思思考考・・判判断断・・表表現現  主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度  

趣旨 
（知識・技能の観点の趣

旨） 

（思考・判断・表現の観

点の趣旨） 

（主体的に学習に取り組む態度

の観点の趣旨） 

  

  

（（２２））「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」ととはは 

本参考資料では，評価規準の作成等について示す。具体的には，学習指導要領の規定

から「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順を示している。ここでの「内

容のまとまり」とは，学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年の目標及び内容 

２ 内容」の項目等をそのまとまりごとに細分化したり整理したりしたものである7。平

成 29 年改訂学習指導要領においては資質・能力の三つの柱に基づく構造化が行われた

ところであり，基本的には，学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年（分野）の

目標及び内容」の「２ 内容」において8，「内容のまとまり」ごとに育成を目指す資質・

 
7 各教科等の学習指導要領の「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」１(1)に「単元（題
材）などの内容や時間のまとまり」という記載があるが，この「内容や時間のまとまり」と，
本参考資料における「内容のまとまり」は同義ではないことに注意が必要である。前者は，
主体的・対話的で深い学びを実現するため，主体的に学習に取り組めるよう学習の⾒通しを
⽴てたり学習したことを振り返ったりして⾃⾝の学びや変容を⾃覚できる場⾯をどこに設
定するか，対話によって⾃分の考えなどを広げたり深めたりする場⾯をどこに設定するか，
学びの深まりをつくりだすために，児童⽣徒が考える場⾯と教師が教える場⾯をどのよう
に組み⽴てるか，といった視点による授業改善は，１単位時間の授業ごとに考えるのではな
く，単元や題材などの⼀定程度のまとまりごとに検討されるべきであることが⽰されたも
のである。後者（本参考資料における「内容のまとまり」）については，本⽂に述べるとお
りである。 
8 ⼩学校家庭においては，「第２ 各学年の内容」，「１ 内容」，⼩学校外国語，中学校外
国語においては，「第２ 各⾔語の⽬標及び内容」，「２ 内容」である。 
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図図６６  

【【学学習習指指導導要要領領「「学学年年（（又又はは分分野野））のの目目標標」」】】  

学学習習指指導導要要領領  各各教教科科等等のの「「第第２２  各各学学年年のの目目標標及及びび内内容容」」のの学学年年ごごととのの「「１１  目目標標」」  

（（11））  （（22））  （（33））  

（知識及び技能に関する

目標）  

（思考力，判断力，表現

力等に関する目標）  

（学びに向かう力，人間

性等に関する目標）  

 

 

【【改改善善等等通通知知  別別紙紙４４「「学学年年別別（（又又はは分分野野別別））のの評評価価のの観観点点のの趣趣旨旨」」】】  

観点 知知識識・・技技能能  思思考考・・判判断断・・表表現現  主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度  

趣旨 
（知識・技能の観点の趣

旨） 

（思考・判断・表現の観

点の趣旨） 

（主体的に学習に取り組む態度

の観点の趣旨） 

  

  

（（２２））「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」ととはは 

本参考資料では，評価規準の作成等について示す。具体的には，学習指導要領の規定

から「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順を示している。ここでの「内

容のまとまり」とは，学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年の目標及び内容 

２ 内容」の項目等をそのまとまりごとに細分化したり整理したりしたものである7。平

成 29 年改訂学習指導要領においては資質・能力の三つの柱に基づく構造化が行われた

ところであり，基本的には，学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年（分野）の

目標及び内容」の「２ 内容」において8，「内容のまとまり」ごとに育成を目指す資質・

 
7 各教科等の学習指導要領の「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」１(1)に「単元（題
材）などの内容や時間のまとまり」という記載があるが，この「内容や時間のまとまり」と，
本参考資料における「内容のまとまり」は同義ではないことに注意が必要である。前者は，
主体的・対話的で深い学びを実現するため，主体的に学習に取り組めるよう学習の⾒通しを
⽴てたり学習したことを振り返ったりして⾃⾝の学びや変容を⾃覚できる場⾯をどこに設
定するか，対話によって⾃分の考えなどを広げたり深めたりする場⾯をどこに設定するか，
学びの深まりをつくりだすために，児童⽣徒が考える場⾯と教師が教える場⾯をどのよう
に組み⽴てるか，といった視点による授業改善は，１単位時間の授業ごとに考えるのではな
く，単元や題材などの⼀定程度のまとまりごとに検討されるべきであることが⽰されたも
のである。後者（本参考資料における「内容のまとまり」）については，本⽂に述べるとお
りである。 
8 ⼩学校家庭においては，「第２ 各学年の内容」，「１ 内容」，⼩学校外国語，中学校外
国語においては，「第２ 各⾔語の⽬標及び内容」，「２ 内容」である。 

 

能力が示されている。このため，「２ 内容」の記載はそのまま学習指導の目標となりう

るものである9。学習指導要領の目標に照らして観点別学習状況の評価を行うに当たり，

児童生徒が資質・能力を身に付けた状況を表すために，「２ 内容」の記載事項の文末を

「～すること」から「～している」と変換したもの等を，本参考資料において「内容の

まとまりごとの評価規準」と呼ぶこととする10。 

ただし，「主体的に学習に取り組む態度」に関しては，特に，児童生徒の学習への継

続的な取組を通して現れる性質を有すること等から11，「２ 内容」に記載がない12。そ

のため，各学年（又は分野）の「１ 目標」を参考にしつつ，必要に応じて，改善等通

知別紙４に示された学年（又は分野）別の評価の観点の趣旨のうち「主体的に学習に取

り組む態度」に関わる部分を用いて「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する必要

がある。 

なお，各学校においては，「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方を踏まえて，

学習評価を行う際の評価規準を作成する。 

 

（（３３））「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」をを作作成成すするる際際のの基基本本的的なな手手順順 

各教科における，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の基本的な手順は

以下のとおりである。 

 
9 「２ 内容」において⽰されている指導事項等を整理することで「内容のまとまり」を構
成している教科もある。この場合は，整理した資質・能⼒をもとに，構成された「内容のま
とまり」に基づいて学習指導の⽬標を設定することとなる。また，⽬標や評価規準の設定は,
教育課程を編成する主体である各学校が，学習指導要領に基づきつつ児童⽣徒や学校，地域
の実情に応じて⾏うことが必要である。 
10 ⼩学校家庭，中学校技術・家庭（家庭分野）については，学習指導要領の⽬標及び分野の
⽬標の（２）に思考⼒・判断⼒・表現⼒等の育成に係る学習過程が記載されているため，こ
れらを踏まえて「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する必要がある。 
11 各教科等の特性によって単元や題材など内容や時間のまとまりはさまざまであることか
ら，評価を⾏う際は，それぞれの実現状況が把握できる段階について検討が必要である。 
12 各教科等によって，評価の対象に特性があることに留意する必要がある。例えば，体育・
保健体育科の運動に関する領域においては，公正や協⼒などを，育成する「態度」として学
習指導要領に位置付けており，各教科等の⽬標や内容に対応した学習評価が⾏われること
とされている。 

 学習指導要領に示された教科及び学年（又は分野）の目標を踏まえて，「評価の観点

及びその趣旨」が作成されていることを理解した上で， 

① 各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。 
 

② 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 
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①，②については，第２編において詳述する。同様に，【観点ごとのポイント】につ

いても，第２編に各教科等において示している。 

 

（（４４））評評価価のの計計画画をを立立ててるるここととのの重重要要性性  

      学習指導のねらいが児童生徒の学習状況として実現されたかについて，評価規準に

照らして観察し，毎時間の授業で適宜指導を行うことは，育成を目指す資質・能力を

児童生徒に育むためには不可欠である。その上で，評価規準に照らして，観点別学習

状況の評価をするための記録を取ることになる。そのためには，いつ，どのような方

法で，児童生徒について観点別学習状況を評価するための記録を取るのかについて，

評価の計画を立てることが引き続き大切である。 

   毎時間児童生徒全員について記録をとり，総括の資料とするために蓄積することは

現実的ではないことからも，児童生徒全員の学習状況を記録に残す場面を精選し，か

つ適切に評価するための評価の計画が一層重要になる。 

  

（（５５））観観点点別別学学習習状状況況のの評評価価にに係係るる記記録録のの総総括括  

適切な評価の計画の下に得た，児童生徒の観点別学習状況の評価に係る記録の総括

の時期としては，単元（題材）末，学期末，学年末等の節目が考えられる。  

総括を行う際，観点別学習状況の評価に係る記録が，観点ごとに複数ある場合は，例

えば，次のような方法が考えられる。 

・ 評評価価結結果果ののＡＡ，，ＢＢ，，ＣＣのの数数をを基基にに総総括括すするる場場合合  

    何回か行った評価結果のＡ，Ｂ，Ｃの数が多いものが，その観点の学習の実施状況

を最もよく表現しているとする考え方に立つ総括の方法である。例えば，３回評価を

行った結果が「ＡＢＢ」ならばＢと総括することが考えられる。なお，「ＡＡＢＢ」

の総括結果をＡとするかＢとするかなど，同数の場合や三つの記号が混在する場合

の総括の仕方をあらかじめ各学校において決めておく必要がある。 

・ 評評価価結結果果ののＡＡ，，ＢＢ，，ＣＣをを数数値値にに置置きき換換ええてて総総括括すするる場場合合  

   何回か行った評価結果Ａ，Ｂ，Ｃを，例えばＡ＝３，Ｂ＝２，Ｃ＝１のように数値

によって表し，合計したり平均したりする総括の方法である。例えば，総括の結果を

Ｂとする範囲を［2.5≧平均値≧1.5］とすると，「ＡＢＢ」の平均値は，約 2.3［（３

＋２＋２）÷３］で総括の結果はＢとなる。 

   

なお，評価の各節目のうち特定の時点に重きを置いて評価を行う場合など，この例の

ような平均値による方法以外についても様々な総括の方法が考えられる。 

 

（（６６））観観点点別別学学習習状状況況のの評評価価のの評評定定へへのの総総括括  

評定は，各教科の観点別学習状況の評価を総括した数値を示すものである。評定は，

児童生徒がどの教科の学習に望ましい学習状況が認められ，どの教科の学習に課題が
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①，②については，第２編において詳述する。同様に，【観点ごとのポイント】につ

いても，第２編に各教科等において示している。 

 

（（４４））評評価価のの計計画画をを立立ててるるここととのの重重要要性性  

      学習指導のねらいが児童生徒の学習状況として実現されたかについて，評価規準に

照らして観察し，毎時間の授業で適宜指導を行うことは，育成を目指す資質・能力を

児童生徒に育むためには不可欠である。その上で，評価規準に照らして，観点別学習

状況の評価をするための記録を取ることになる。そのためには，いつ，どのような方

法で，児童生徒について観点別学習状況を評価するための記録を取るのかについて，

評価の計画を立てることが引き続き大切である。 

   毎時間児童生徒全員について記録をとり，総括の資料とするために蓄積することは

現実的ではないことからも，児童生徒全員の学習状況を記録に残す場面を精選し，か

つ適切に評価するための評価の計画が一層重要になる。 

  

（（５５））観観点点別別学学習習状状況況のの評評価価にに係係るる記記録録のの総総括括  

適切な評価の計画の下に得た，児童生徒の観点別学習状況の評価に係る記録の総括

の時期としては，単元（題材）末，学期末，学年末等の節目が考えられる。  

総括を行う際，観点別学習状況の評価に係る記録が，観点ごとに複数ある場合は，例

えば，次のような方法が考えられる。 

・ 評評価価結結果果ののＡＡ，，ＢＢ，，ＣＣのの数数をを基基にに総総括括すするる場場合合  

    何回か行った評価結果のＡ，Ｂ，Ｃの数が多いものが，その観点の学習の実施状況

を最もよく表現しているとする考え方に立つ総括の方法である。例えば，３回評価を

行った結果が「ＡＢＢ」ならばＢと総括することが考えられる。なお，「ＡＡＢＢ」

の総括結果をＡとするかＢとするかなど，同数の場合や三つの記号が混在する場合

の総括の仕方をあらかじめ各学校において決めておく必要がある。 

・ 評評価価結結果果ののＡＡ，，ＢＢ，，ＣＣをを数数値値にに置置きき換換ええてて総総括括すするる場場合合  

   何回か行った評価結果Ａ，Ｂ，Ｃを，例えばＡ＝３，Ｂ＝２，Ｃ＝１のように数値

によって表し，合計したり平均したりする総括の方法である。例えば，総括の結果を

Ｂとする範囲を［2.5≧平均値≧1.5］とすると，「ＡＢＢ」の平均値は，約 2.3［（３

＋２＋２）÷３］で総括の結果はＢとなる。 

   

なお，評価の各節目のうち特定の時点に重きを置いて評価を行う場合など，この例の

ような平均値による方法以外についても様々な総括の方法が考えられる。 

 

（（６６））観観点点別別学学習習状状況況のの評評価価のの評評定定へへのの総総括括  

評定は，各教科の観点別学習状況の評価を総括した数値を示すものである。評定は，

児童生徒がどの教科の学習に望ましい学習状況が認められ，どの教科の学習に課題が

 

認められるのかを明らかにすることにより，教育課程全体を見渡した学習状況の把握

と指導や学習の改善に生かすことを可能とするものである。 

評定への総括は，学期末や学年末などに行われることが多い。学年末に評定へ総括す

る場合には，学期末に総括した評定の結果を基にする場合と，学年末に観点ごとに総括

した結果を基にする場合が考えられる。 

観点別学習状況の評価の評定への総括は，各観点の評価結果をＡ，Ｂ，Ｃの組合せ，

又は，Ａ，Ｂ，Ｃを数値で表したものに基づいて総括し，その結果を小学校では３段階，

中学校では５段階で表す。 

Ａ，Ｂ，Ｃの組合せから評定に総括する場合，各観点とも同じ評価がそろう場合は，

小学校については，「ＢＢＢ」であれば２を基本としつつ，「ＡＡＡ」であれば３，「Ｃ

ＣＣ」であれば１とするのが適当であると考えられる。中学校については，「ＢＢＢ」

であれば３を基本としつつ，「ＡＡＡ」であれば５又は４，「ＣＣＣ」であれば２又は１

とするのが適当であると考えられる。それ以外の場合は，各観点のＡ，Ｂ，Ｃの数の組

合せから適切に評定することができるようあらかじめ各学校において決めておく必要

がある。 

なお，観点別学習状況の評価結果は，「十分満足できる」状況と判断されるものをＡ，

「おおむね満足できる」状況と判断されるものをＢ，「努力を要する」状況と判断され

るものをＣのように表されるが，そこで表された学習の実現状況には幅があるため，機

械的に評定を算出することは適当ではない場合も予想される。  

また，評定は，小学校については，小学校学習指導要領等に示す各教科の目標に照ら

して，その実現状況を「十分満足できる」状況と判断されるものを３，「おおむね満足

できる」状況と判断されるものを２，「努力を要する」状況と判断されるものを１，中

学校については，中学校学習指導要領等に示す各教科の目標に照らして，その実現状況

を「十分満足できるもののうち，特に程度が高い」状況と判断されるものを５，「十分

満足できる」状況と判断されるものを４，「おおむね満足できる」状況と判断されるも

のを３，「努力を要する」状況と判断されるものを２，「一層努力を要する」状況と判断

されるものを１という数値で表される。しかし，この数値を児童生徒の学習状況につい

て三つ（小学校）又は五つ（中学校）に分類したものとして捉えるのではなく，常にこ

の結果の背景にある児童生徒の具体的な学習の実現状況を思い描き，適切に捉えるこ

とが大切である。評定への総括に当たっては，このようなことも十分に検討する必要が

ある13。 

なお，各学校では観点別学習状況の評価の観点ごとの総括及び評定への総括の考え

 
13 改善等通知では，「評定は各教科の学習の状況を総括的に評価するものであり，『観点別
学習状況』において掲げられた観点は，分析的な評価を⾏うものとして，各教科の評定を
⾏う場合において基本的な要素となるものであることに⼗分留意する。その際，評定の適
切な決定⽅法等については，各学校において定める。」と⽰されている。（P.７，８参照） 
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方や方法について，教師間で共通理解を図り，児童生徒及び保護者に十分説明し理解を

得ることが大切である。 

   

  

２２  総総合合的的なな学学習習のの時時間間ににおおけけるる評評価価規規準準のの作作成成及及びび評評価価のの実実施施等等ににつついいてて  

（（１１））総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの「「評評価価のの観観点点」」ににつついいてて  

平成 29 年改訂学習指導要領では，各教科等の目標や内容を「知識及び技能」，「思考

力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の資質・能力の三つの柱で再整

理しているが，このことは総合的な学習の時間においても同様である。 

総合的な学習の時間においては，学習指導要領が定める目標を踏まえて各学校が目

標や内容を設定するという総合的な学習の時間の特質から，各学校が観点を設定する

という枠組みが維持されている。一方で，各学校が目標や内容を定める際には，学習指

導要領において示された以下について考慮する必要がある。 

【各学校において定める目標】 

・ 各学校において定める目標については，各学校における教育目標を踏まえ，総合

的な学習の時間を通して育成を目指す資質・能力を示すこと。  （第２の３⑴） 

総合的な学習の時間を通して育成を目指す資質・能力を示すとは，各学校における教

育目標を踏まえて，各学校において定める目標の中に，この時間を通して育成を目指す

資質・能力を，三つの柱に即して具体的に示すということである。 

【各学校において定める内容】 

・ 探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力については，次の事

項に配慮すること。 

ア 知識及び技能については，他教科等及び総合的な学習の時間で習得する知識及

び技能が相互に関連付けられ，社会の中で生きて働くものとして形成されるよう

にすること。 

イ 思考力，判断力，表現力等については，課題の設定，情報の収集，整理・分析，

まとめ・表現などの探究的な学習の過程において発揮され，未知の状況において

活用できるものとして身に付けられるようにすること。 

ウ 学びに向かう力，人間性等については，自分自身に関すること及び他者や社会

との関わりに関することの両方の視点を踏まえること。    （第２の３⑹） 

各学校において定める内容について，今回の改訂では新たに，「目標を実現するにふ

さわしい探究課題」，「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」の二

つを定めることが示された。「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能

力」とは，各学校において定める目標に記された資質・能力を，各探究課題に即して具

体的に示したものであり，教師の適切な指導の下，児童生徒が各探究課題の解決に取り

組む中で，育成することを目指す資質・能力のことである。この具体的な資質・能力も，

「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」という
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資質・能力の三つの柱に即して設定していくことになる。 

このように，各学校において定める目標と内容には，三つの柱に沿った資質・能力が

明示されることになる。 

したがって，資質・能力の三つの柱で再整理した新学習指導要領の下での指導と評価

の一体化を推進するためにも，評価の観点についてこれらの資質・能力に関わる「知識・
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ところである。 

 

（（２２））総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの「「内内容容ののままととままりり」」のの考考ええ方方  

学習指導要領の第２の２では，「各学校においては，第１の目標を踏まえ，各学校の

総合的な学習の時間の内容を定める。」とされており，各教科のようにどの学年で何を

指導するのかという内容を明示していない。これは，各学校が，学習指導要領が定める

目標の趣旨を踏まえて，地域や学校，児童生徒の実態に応じて，創意工夫を生かした内

容を定めることが期待されているからである。 

この内容の設定に際しては，前述したように「目標を実現するにふさわしい探究課

題」，「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」の二つを定めること

が示され，探究課題としてどのような対象と関わり，その探究課題の解決を通して，ど

のような資質・能力を育成するのかが内容として記述されることになる。（図７参照） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本参考資料第１編第２章の１（２）では，「内容のまとまり」について，「学習指導要

領に示す各教科等の『第２ 各学年の目標及び内容 ２ 内容』の項目等をそのまとま

りごとに細分化したり整理したりしたもので，『内容のまとまり』ごとに育成を目指す

資質・能力が示されている」と説明されている。 

したがって，総合的な学習の時間における「内容のまとまり」とは，全体計画に示し

た「目標を実現するにふさわしい探究課題」のうち，一つ一つの探究課題とその探究課

題に応じて定めた具体的な資質・能力と考えることができる。 

図図７７  
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（（３３））「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」をを作作成成すするる際際のの基基本本的的なな手手順順  

   総合的な学習の時間における，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の基

本的な手順は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

  

  

３３  特特別別活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨，，並並びびにに評評価価規規準準のの作作成成及及びび評評価価のの実実施施等等ににつついい

てて  

（（１１））特特別別活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨ににつついいてて  

特別活動においては，改善等通知において示されたように，特別活動の特質と学校の

創意工夫を生かすということから，設置者ではなく，「各学校で評価の観点を定める」

ものとしている。本参考資料では「評価の観点」とその趣旨の設定について示している。  

  

（（２２））特特別別活活動動のの「「内内容容ののままととままりり」」  

      小学校においては，学習指導要領の内容の〔学級活動〕「（１）学級や学校における生

活づくりへの参画」，「（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」，

「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」，〔児童会活動〕，〔クラブ活動〕，〔学校行

事〕（１）儀式的行事，（２）文化的行事，（３）健康安全・体育的行事，（４）遠足・集 

団宿泊的行事，（５）勤労生産・奉仕的行事を「内容のまとまり」とした。 

   中学校においては，学習指導要領の内容の〔学級活動〕「（１）学級や学校における生

活づくりへの参画」，「（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」，

「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」，〔生徒会活動〕，〔学校行事〕（１）儀式的

行事，（２）文化的行事，（３）健康安全・体育的行事，（４）旅行・集団宿泊的行事，

（５）勤労生産・奉仕的行事を「内容のまとまり」とした。 

  

（（３３））特特別別活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨，，並並びびにに「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」をを

作作成成すするる際際のの基基本本的的なな手手順順  

各学校においては，学習指導要領に示された特別活動の目標及び内容を踏まえ，自校

の実態に即し，改善等通知の例示を参考に観点を作成する。その際，例えば，特別活動

の特質や学校として重点化した内容を踏まえて，具体的な観点を設定することが考え

られる。 

① 各学校において定めた目標（第２の１）と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。 

② 各学校において定めた内容の記述（「内容のまとまり」として探究課題ごとに作成

した「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」）が，観点ごとに

どのように整理されているかを確認する。 

③【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 
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られる。 
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③【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 

 

また，学習指導要領解説では，各活動・学校行事の内容ごとに育成を目指す資質・能

力が例示されている。そこで，学習指導要領で示された「各活動・学校行事の目標」及

び学習指導要領解説で例示された「資質・能力」を確認し，各学校の実態に合わせて育

成を目指す資質・能力を重点化して設定する。 

次に，各学校で設定した，各活動・学校行事で育成を目指す資質・能力を踏まえて，

「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。その際，小学校の学級活動においては，

学習指導要領で示した「各学年段階における配慮事項」や，学習指導要領解説に示した

「発達の段階に即した指導のめやす」を踏まえて，低・中・高学年ごとに評価規準を作

成することが考えられる。基本的な手順は以下のとおりである。 

 

① 学習指導要領の「特別活動の目標」と改善等通知を確認する。 
 

② 学習指導要領の「特別活動の目標」と自校の実態を踏まえ，改善等通知の例示を参

考に，特別活動の「評価の観点」とその趣旨を設定する。  
 

③ 学習指導要領の「各活動・学校行事の目標」及び学習指導要領解説特別活動編（平

成 29 年７月）で例示した「各活動・学校行事における育成を目指す資質・能力」を

参考に，各学校において育成を目指す資質・能力を重点化して設定する。 
 

④ 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 
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（参考）平成 23 年「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」からの

変更点について 

 

今回作成した本参考資料は，平成 23 年の「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善の

ための参考資料」を踏襲するものであるが，以下のような変更点があることに留意が必要

である14。 

まず，平成 23 年の参考資料において使用していた「評価規準に盛り込むべき事項」や

「評価規準の設定例」については，報告において「現行の参考資料のように評価規準を詳

細に示すのではなく，各教科等の特質に応じて，学習指導要領の規定から評価規準を作成

する際の手順を示すことを基本とする」との指摘を受け，第２編において示すことを改

め，本参考資料の第３編における事例の中で，各教科等の事例に沿った評価規準を例示し

たり，その作成手順等を紹介したりする形に改めている。 

次に，本参考資料の第２編に示す「内容のまとまりごとの評価規準」は，平成 23 年の

「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」において示した「評価規準

に盛り込むべき事項」と作成の手順を異にする。具体的には，「評価規準に盛り込むべき

事項」は，平成 20 年改訂学習指導要領における各教科等の目標，各学年（又は分野）の

目標及び内容の記述を基に，学習評価及び指導要録の改善通知で示している各教科等の

評価の観点及びその趣旨，学年（又は分野）別の評価の観点の趣旨を踏まえて作成したも

のである。 

また，平成 23 年の参考資料では「評価規準に盛り込むべき事項」をより具体化したも

のを「評価規準の設定例」として示している。「評価規準の設定例」は，原則として，学

習指導要領の各教科等の目標，学年（又は分野）別の目標及び内容のほかに，当該部分の

学習指導要領解説（文部科学省刊行）の記述を基に作成していた。他方，本参考資料にお

ける「内容のまとまりごとの評価規準」については，平成 29 年改訂の学習指導要領の目

標及び内容が育成を目指す資質・能力に関わる記述で整理されたことから，既に確認のと

おり，そこでの「内容のまとまり」ごとの記述を，文末を変換するなどにより評価規準と

することを可能としており，学習指導要領の記載と表裏一体をなす関係にあると言える。 

さらに，「主体的に学習に取り組む態度」の「各教科等・各学年等の評価の観点の趣旨」

についてである。前述のとおり，従前の「関心・意欲・態度」の観点から「主体的に学習

に取り組む態度」の観点に改められており，「主体的に学習に取り組む態度」の観点に関

しては各学年（又は分野）の「１ 目標」を参考にしつつ，必要に応じて，改善等通知別

紙４に示された学年（又は分野）別の評価の観点の趣旨のうち「主体的に学習に取り組む

態度」に関わる部分を用いて「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する必要がある。

 
14 特別活動については，これまでも三つの観点に基づいて児童生徒の資質・能力の育成を
目指し，指導に生かしてきたところであり，上記の変更点に該当するものではないことに
留意が必要である。 

- 22 -

第１編



 

（参考）平成 23 年「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」からの

変更点について 
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評価の観点及びその趣旨，学年（又は分野）別の評価の観点の趣旨を踏まえて作成したも
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また，平成 23 年の参考資料では「評価規準に盛り込むべき事項」をより具体化したも

のを「評価規準の設定例」として示している。「評価規準の設定例」は，原則として，学

習指導要領の各教科等の目標，学年（又は分野）別の目標及び内容のほかに，当該部分の

学習指導要領解説（文部科学省刊行）の記述を基に作成していた。他方，本参考資料にお

ける「内容のまとまりごとの評価規準」については，平成 29 年改訂の学習指導要領の目

標及び内容が育成を目指す資質・能力に関わる記述で整理されたことから，既に確認のと

おり，そこでの「内容のまとまり」ごとの記述を，文末を変換するなどにより評価規準と

することを可能としており，学習指導要領の記載と表裏一体をなす関係にあると言える。 

さらに，「主体的に学習に取り組む態度」の「各教科等・各学年等の評価の観点の趣旨」

についてである。前述のとおり，従前の「関心・意欲・態度」の観点から「主体的に学習

に取り組む態度」の観点に改められており，「主体的に学習に取り組む態度」の観点に関

しては各学年（又は分野）の「１ 目標」を参考にしつつ，必要に応じて，改善等通知別

紙４に示された学年（又は分野）別の評価の観点の趣旨のうち「主体的に学習に取り組む

態度」に関わる部分を用いて「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する必要がある。

 
14 特別活動については，これまでも三つの観点に基づいて児童生徒の資質・能力の育成を
目指し，指導に生かしてきたところであり，上記の変更点に該当するものではないことに
留意が必要である。 

 

報告にあるとおり，「主体的に学習に取り組む態度」は，現行の「関心・意欲・態度」の

観点の本来の趣旨であった，各教科等の学習内容に関心をもつことのみならず，よりよく

学ぼうとする意欲をもって学習に取り組む態度を評価することを改めて強調するもので

ある。また，本観点に基づく評価としては，「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教

科等の評価の観点の趣旨に照らし， 

① 知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすること

に向けた粘り強い取組を行おうとする側面と， 

② ①の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しようとする側面， 

という二つの側面を評価することが求められるとされた15。 

以上の点から，今回の改善等通知で示した「主体的に学習に取り組む態度」の「各教科

等・各学年等の評価の観点の趣旨」は，平成 22 年通知で示した「関心・意欲・態度」の

「各教科等・各学年等の評価の観点の趣旨」から改められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
15 各教科等によって，評価の対象に特性があることに留意する必要がある。例えば，体
育・保健体育科の運動に関する領域においては，公正や協力などを，育成する「態度」と
して学習指導要領に位置付けており，各教科等の目標や内容に対応した学習評価が行われ
ることとされている。 
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「内容のまとまりごとの評価規準」 

を作成する際の手順 
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１ 特別活動における「評価の観点」とその趣旨について 

特別活動においては，改善等通知において示されたように，特別活動の特質と学校の創意工夫を

生かすということから，設置者ではなく，「各学校で評価の観点を定める」としている。このため

本章では，特別活動の学習評価が効果的に行われるようにするために，各学校において特別活動の

観点とその趣旨，並びに評価規準を作成する際の参考となるよう，「評価の観点」とその趣旨並び

に「内容のまとまりごとの評価規準」の作成の手順を説明するものである。 

 

２ 小学校特別活動の「内容のまとまり」 

小学校特別活動における「内容のまとまり」は，以下のようになっている。 

 

３ 小学校特別活動における「評価の観点」とその趣旨，並びに「内容のまとまりごと

の評価規準」作成の基本的な手順 

学習指導要領の特別活動の目標及び各学校の実態を踏まえて，特別活動の「評価の観点」を設定

する。「内容のまとまりごとの評価規準」は，学習指導要領の「特別活動の目標」と改善等通知を

踏まえ，特別活動の特質に応じた形で作成する。「評価の観点」とその趣旨，並びに「内容のまと

まりごとの評価規準」作成の具体的な手順については，次ページ以降に記載している。 

 

① 学習指導要領の「特別活動の目標」と改善等通知を確認する。 
 

② 学習指導要領の「特別活動の目標」と自校の実態を踏まえ，改善等通知の例示を参考に，

特別活動の「評価の観点」とその趣旨を設定する。  
 

③ 学習指導要領の「各活動・学校行事の目標」及び学習指導要領解説特別活動編（平成 29年

度７月）（以下学習指導要領解説）で例示した「各活動・学校行事における育成を目指す資

質・能力」を参考に，各学校において育成を目指す資質・能力を重点化して設定する。 
 

④ 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 
 

  

学級活動・・・（１）学級や学校における生活づくりへの参画 

       （２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

         （３）一人一人のキャリア形成と自己実現 

児童会活動 

クラブ活動 

学校行事・・・（１）儀式的行事，（２）文化的行事，（３）健康安全・体育的行事， 

       （４）遠足・集団宿泊的行事，（５）勤労生産・奉仕的行事  
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③ 学習指導要領の「各活動・学校行事の目標」及び学習指導要領解説特別活動編（平成 29年

度７月）（以下学習指導要領解説）で例示した「各活動・学校行事における育成を目指す資

質・能力」を参考に，各学校において育成を目指す資質・能力を重点化して設定する。 
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- 27 -

第２編



 

 
 

４ 小学校特別活動における「評価の観点」とその趣旨，並びに「内容のまとまりごと

の評価規準」の作成の具体的な手順 

 

①①  学学習習指指導導要要領領のの「「特特別別活活動動のの目目標標」」とと改改善善等等通通知知をを確確認認すするる。。  

 

【特別活動の目標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各学校における特別活動の観点の設定の仕方について】 

初等中等教育局長通知（Ｈ３１．３．２９）（改善等通知）では次のように示されている。 

（前略）評価の観点については，小学校学習指導要領等に示す特別活動の目標を踏まえ，各学校

において別紙４を参考に定める。その際，特別活動の特質や学校として重点化した内容を踏まえ，

例えば「主体的に生活や人間関係をよりよくしようとする態度」などのように，より具体的に定め

ることも考えられる。（後略） 

 
②②  学学習習指指導導要要領領のの「「特特別別活活動動のの目目標標」」とと自自校校のの実実態態をを踏踏ままええ，，改改善善等等通通知知のの例例示示をを参参考考にに，，特特別別

活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨をを設設定定すするる。。  

各学校においては，小学校学習指導要領に示された特別活動の目標及び内容を踏まえ，自校の実態

に即し，改善等通知の例示を参考に観点を作成する。その際，例えば次に示すように，特別活動の特

質や学校として重点化した内容を踏まえて，具体的な観点を設定することが考えられる。 

 

【特別活動における「評価の観点及びその趣旨」をもとにした例】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

多様な他者と協働する様々な

集団活動の意義や，活動を行う

上で必要となることについて

理解している。 

自己の生活の充実・向上や自分

所属する様々な集団や自己の

生活の充実・向上のため，問題

を発見し，解決方法について考

え，話し合い，合意形成を図っ

たり，意思決定したりして実践

生活や社会，人間関係をよりよ

く築くために，自主的に自己の

役割や責任を果たし，多様な他

者と協働して実践しようとし

ている。 

集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ，様々な集団活動に自主的，実践的に取り

組み，互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決することを通して，

次のとおり資質・能力を育成することを目指す。 

(1) 多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要になることについて理解

し，行動の仕方を身に付けるようにする。 

(2) 集団や自己の生活，人間関係の課題を見いだし，解決するために話し合い，合意形成を図っ

たり，意思決定したりすることができるようにする。 

(3) 自主的，実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして，集団や社会における生活及

び人間関係をよりよく形成するとともに，自己の生き方についての考えを深め，自己実現を図

ろうとする態度を養う。 

 

 
 

らしい生き方の実現に必要と

なることについて理解してい

る。 

よりよい生活を築くための話

合い活動の進め方，合意形成の

図り方などの技能を身に付け

ている。 

している。 

 

主体的に自己の生き方につい

ての考えを深め，自己実現を図

ろうとしている。 

 

 
＊特別活動における資質・能力の視点（「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」）をもとに重点化を

図った例 

集団や社会に参画するための 

知識・技能 

協働してよりよい生活や人間関係

を築くための思考・判断・表現 

主体的に目標を立てて共に 

よりよく生きようとする態度 

多様な他者と協働し，集団の中

で役割を果たすことの意義や，

学級・学校生活を向上する上で

必要となることを理解してい

る。 

よりよい生活づくりのための

話合いの手順や合意形成の図

り方などの技能を身に付けて

いる。 

多様な他者と協働して，よりよい

生活や人間関係を築くために，集

団や個の生活上の課題について話

し合い，合意形成を図ったり，意

思決定したりして実践している。 

学級や学校の一員としてのこ

れまでの自分を振り返り，な

りたい自分に向けて目標をも

って努力し，他者と協働して

よりよく生きていこうとして

いる。 

 
＊社会参画に重点化を図った例 

多様な他者と協働するために

必要な知識・技能 

集団や社会をよりよくするため

の思考・判断・表現 

主体的に集団活動や生活を 

よりよくしようとする態度 

学級・学校生活の充実のために

主体的に参画することの意義

や，そのための話合いの手順を

理解している。 

学級会等における合意形成の

図り方などの技能を身に付け

ている。 

学級・学校生活の充実・向上の

ために課題を考え，話し合い，

集団としての解決方法を 

合意形成を図って決定したり，

自分の実践目標を意思決定し

たりしている。 

学級・学校の生活の改善・充実 

を図るために，多様な他者のよ

さを生かし，協働して実践しよ

うとしている。 

なりたい自分を目指し，これま

での自分を振り返り，これから

の集団活動や生活に生かそう

としている。 
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らしい生き方の実現に必要と

なることについて理解してい

る。 

よりよい生活を築くための話

合い活動の進め方，合意形成の

図り方などの技能を身に付け

ている。 

している。 

 

主体的に自己の生き方につい

ての考えを深め，自己実現を図

ろうとしている。 

 

 
＊特別活動における資質・能力の視点（「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」）をもとに重点化を

図った例 

集団や社会に参画するための 

知識・技能 

協働してよりよい生活や人間関係

を築くための思考・判断・表現 

主体的に目標を立てて共に 

よりよく生きようとする態度 

多様な他者と協働し，集団の中

で役割を果たすことの意義や，

学級・学校生活を向上する上で

必要となることを理解してい

る。 

よりよい生活づくりのための

話合いの手順や合意形成の図

り方などの技能を身に付けて

いる。 

多様な他者と協働して，よりよい

生活や人間関係を築くために，集

団や個の生活上の課題について話

し合い，合意形成を図ったり，意

思決定したりして実践している。 

学級や学校の一員としてのこ

れまでの自分を振り返り，な

りたい自分に向けて目標をも

って努力し，他者と協働して

よりよく生きていこうとして

いる。 

 
＊社会参画に重点化を図った例 

多様な他者と協働するために

必要な知識・技能 

集団や社会をよりよくするため

の思考・判断・表現 

主体的に集団活動や生活を 

よりよくしようとする態度 

学級・学校生活の充実のために

主体的に参画することの意義

や，そのための話合いの手順を

理解している。 

学級会等における合意形成の

図り方などの技能を身に付け

ている。 

学級・学校生活の充実・向上の

ために課題を考え，話し合い，

集団としての解決方法を 

合意形成を図って決定したり，

自分の実践目標を意思決定し

たりしている。 

学級・学校の生活の改善・充実 

を図るために，多様な他者のよ

さを生かし，協働して実践しよ

うとしている。 

なりたい自分を目指し，これま

での自分を振り返り，これから

の集団活動や生活に生かそう

としている。 
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③③  学学習習指指導導要要領領のの「「各各活活動動・・学学校校行行事事のの目目標標」」及及びび学学習習指指導導要要領領解解説説でで例例示示ししたた「「各各活活動動・・学学校校

行行事事ににおおけけるる育育成成をを目目指指すす資資質質・・能能力力」」をを参参考考にに，，各各学学校校ににおおいいてて育育成成をを目目指指すす資資質質・・能能力力をを重重

点点化化ししてて設設定定すするる。。  

学習指導要領解説では，各活動・学校行事の内容ごとに育成を目指す資質・能力が例示されている。

そこで，学習指導要領で示された「各活動・学校行事の目標」及び学習指導要領解説で例示された「資

質・能力」を確認し，各学校の実態に合わせて育成を目指す資質・能力を重点化して設定する。 

 
 
④④  【【観観点点ごごととののポポイインントト】】をを踏踏ままええ，，「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」をを作作成成すするる。。  

特別活動の目標や各活動・学校行事の目標，各学校で設定した各活動・学校行事において育成を 

目指す資質・能力を踏まえて，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。その際，学級活動に

おいては，学習指導要領解説に示した，発達の段階に即した指導のめやすや各学年段階における配慮

事項を踏まえて評価規準を作成することが考えられる。 

＊各学校で作成した評価の観点や目指す資質・能力をもとに，学習指導要領で示された各活動・学

校行事の「内容」に即して，評価規準を作成する。 

【評価規準の作成のポイント】 

○○「「知知識識・・技技能能」」ののポポイインントト  

・「知識・技能」は，話合いや実践活動における意義の理解や基本的な知識・技能の習得として

捉え，評価規準を作成する。 

・学習指導要領解説における資質・能力の例に示されている内容の意義を確認する。 

・文末を「〜を理解している，～を身に付けている」とする。 

○○「「思思考考・・判判断断・・表表現現」」ののポポイインントト  

・「思考・判断・表現」は，話合いや実践活動における，習得した基本的な知識・技能を活用し

て課題を解決することと捉え，評価規準を作成する。 

・「表現」は，これまでと同様に言語による表現にとどまらず，行動も含んで捉えることとする。 

・文末を「〜している」とする。 

○○「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度」」ののポポイインントト  

・「主体的に学習に取り組む態度」は，自己のよさや可能性を発揮しながら，主体的に取り組も

うとする態度として捉え，評価規準を作成する。 

・身に付けた「知識及び技能」や「思考力・判断力・表現力等」を生かして，よりよい生活を 

築こうとしたり，よりよく生きていこうとしたりする態度の観点を具体的に記述する。 

・各活動・学校行事において，目標をもって粘り強く話合いや実践活動に取り組み，自らの活動

の調整を行いながら改善しようとする態度を重視することから，「見通しをもったり振り返っ

たりして」という表現を用いる。 

・文末を「〜しようとしている」とする。 
 
なお，学級活動の「内容のまとまり」は，学級活動(1)，(2)，(3)である。 

次に学級活動(1) を例に評価規準作成の手順を示す。 

 

 
 

＜＜学学級級活活動動「「((11))  学学級級やや学学校校ににおおけけるる生生活活づづくくりりへへのの参参画画」」をを例例ににししたた手手順順＞＞    

（ア）学習指導要領の「特別活動の目標」と自校の実態を踏まえて改善等通知の例示を参考に作成

した特別活動の評価の観点を確認する。 
 

（イ）「学級活動の目標」及び学習指導要領解説で例示した「学級活動(1)において育成を目指す資

質・能力」を確認し，自校として育成を目指す資質・能力を設定する。 

 
 
 
 
 
 
 

【学級活動(1)において育成することが考えられる資質・能力の例】 

学級活動(1)においては，例えば次のとおり資質・能力を育成することが考えられる。 

〇 学級や学校の生活上の諸問題を話し合って解決することや他者と協働して取り組むことの大

切さを理解し，合意形成の手順や活動の方法を身に付けるようにする。 

〇 学級や学校の生活をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し合い，多様な意

見を生かして合意形成を図り，協働して実践することができるようにする。 

〇 生活上の諸問題の解決や，協働し実践する活動を通して身に付けたことを生かし，学級や学校

における人間関係をよりよく形成し，他者と協働しながら日常生活の向上を図ろうとする態度

を養う。 

（小学校学習指導要領解説特別活動編 P48） 

 
（ウ）観点ごとの評価規準を作成する。 

学級活動については，発達の段階に即し，低・中・高学年ごとに評価規準を作成することが考えら

れる。その際，学習指導要領第 6 章第 2〔学級活動〕３（１）に示された「各学年段階における配慮

事項」（小学校学習指導要領解説特別活動編 P76）や，「学級活動(1)の発達の段階に即した指導のめ

やす」（同 P78）を参考にすることができる。 

 
【学級活動「(1) 学級や学校における生活づくりへの参画」の評価規準（例）】 

〔第 1学年及び第２学年の例〕 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

みんなで学級生活を楽しくする

ために他者と協働して取り組む

ことの意義を理解している。 

話合いの進め方に沿った意見の

発表の仕方や他者の意見の聞き

学級生活を楽しくするために，

問題を発見し，解決方法につい

て話合いの進め方に沿って合

意形成を図り，仲よく助け合っ

て実践している。 

学級生活を楽しくするために，

見通しをもったり振り返った

りしながら，自己の考えをも

ち，役割を意識して集団活動に

取り組もうとしている。 

【学級活動の目標】 

 学級や学校での生活をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し合い，合意形成

し，役割を分担して協力して実践したり，学級での話合いを生かして自己の課題の解決及び将来の

生き方を描くために意思決定して実践したりすることに，自主的，実践的に取り組むことを通して，

第１の目標に掲げる資質・能力を育成することを目指す。 
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＜＜学学級級活活動動「「((11))  学学級級やや学学校校ににおおけけるる生生活活づづくくりりへへのの参参画画」」をを例例ににししたた手手順順＞＞    

（ア）学習指導要領の「特別活動の目標」と自校の実態を踏まえて改善等通知の例示を参考に作成

した特別活動の評価の観点を確認する。 
 

（イ）「学級活動の目標」及び学習指導要領解説で例示した「学級活動(1)において育成を目指す資

質・能力」を確認し，自校として育成を目指す資質・能力を設定する。 

 
 
 
 
 
 
 

【学級活動(1)において育成することが考えられる資質・能力の例】 

学級活動(1)においては，例えば次のとおり資質・能力を育成することが考えられる。 

〇 学級や学校の生活上の諸問題を話し合って解決することや他者と協働して取り組むことの大

切さを理解し，合意形成の手順や活動の方法を身に付けるようにする。 

〇 学級や学校の生活をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し合い，多様な意

見を生かして合意形成を図り，協働して実践することができるようにする。 

〇 生活上の諸問題の解決や，協働し実践する活動を通して身に付けたことを生かし，学級や学校

における人間関係をよりよく形成し，他者と協働しながら日常生活の向上を図ろうとする態度

を養う。 

（小学校学習指導要領解説特別活動編 P48） 

 
（ウ）観点ごとの評価規準を作成する。 

学級活動については，発達の段階に即し，低・中・高学年ごとに評価規準を作成することが考えら

れる。その際，学習指導要領第 6章第 2〔学級活動〕３（１）に示された「各学年段階における配慮

事項」（小学校学習指導要領解説特別活動編 P76）や，「学級活動(1)の発達の段階に即した指導のめ

やす」（同 P78）を参考にすることができる。 

 
【学級活動「(1) 学級や学校における生活づくりへの参画」の評価規準（例）】 

〔第 1学年及び第２学年の例〕 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

みんなで学級生活を楽しくする

ために他者と協働して取り組む

ことの意義を理解している。 

話合いの進め方に沿った意見の

発表の仕方や他者の意見の聞き

学級生活を楽しくするために，

問題を発見し，解決方法につい

て話合いの進め方に沿って合

意形成を図り，仲よく助け合っ

て実践している。 

学級生活を楽しくするために，

見通しをもったり振り返った

りしながら，自己の考えをも

ち，役割を意識して集団活動に

取り組もうとしている。 

【学級活動の目標】 

 学級や学校での生活をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し合い，合意形成

し，役割を分担して協力して実践したり，学級での話合いを生かして自己の課題の解決及び将来の

生き方を描くために意思決定して実践したりすることに，自主的，実践的に取り組むことを通して，

第１の目標に掲げる資質・能力を育成することを目指す。 
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方を理解し，活動の方法を身に

付けている。 

 
〔第３学年及び第４学年の例〕 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

みんなで楽しい学級生活をつく

るために他者と協働して取り組

むことの意義を理解している。 

意見の比べ方やまとめ方を理解

し，活動の方法を身に付けてい

る。 

楽しい学級生活をつくるため

に，問題を発見し，解決方法に

ついて理由などを比べ合いな

がら合意形成を図り，協力し合

って実践している。 

楽しい学級生活をつくるため

に，見通しをもったり振り返っ

たりしながら，自己の考えを生

かし，役割を果たして集団活動

に取り組もうとしている。 

 
〔第５学年及び第６学年の例〕 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

みんなで楽しく豊かな学級や学

校の生活をつくるために他者と

協働して取り組むことの意義を

理解している。 

合意形成の手順や深まりのある

話合いの進め方を理解し，活動

の方法を身に付けている。 

楽しく豊かな学級や学校の生

活をつくるために，問題を発見

し，解決方法について多様な意

見のよさを生かして合意形成

を図り，信頼し支え合って実践

している。 

楽しく豊かな学級や学校の生

活をつくるために，見通しをも

ったり振り返ったりしながら，

自己のよさを発揮し，役割や責

任を果たして集団活動に取り

組もうとしている。 

 

 

【学級活動「(2) 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」の評価規準（例）】 

〔第 1 学年及び第２学年の例〕  

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

自己の身の回りの諸課題の改

善に向けて取り組むことの意

義を理解し，基本的な生活を送

るための知識や行動の仕方を

身に付けている。 

自己の身の回りの諸課題を知

り，解決方法などについて話し

合い，自分に合ったよりよい解

決方法を意思決定して実践し

ている。 

 

自己の生活をよりよくするた

めに，見通しをもったり振り返

ったりしながら，進んで課題解

決に取り組み，他者と仲よくし

てよりよい人間関係を形成し

ようとしている。 

 

 
 

 

 
 

〔第３学年及び第４学年の例〕 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

日常生活への自己の適応に関

する諸課題の改善に向けて取

り組むことの意義を理解し，よ

りよい生活を送るための知識

や行動の仕方を身に付けてい

る。 

日常生活への自己の適応に関

する諸課題に気付き，解決方法

などについて話し合い，自分に

合ったよりよい解決方法を意

思決定して実践している。 

自己の生活をよりよくするた

めに，見通しをもったり振り返

ったりしながら，意欲的に課題

解決に取り組み，他者と協力し

合ってよりよい人間関係を形

成しようとしている。 

 

 
〔第５学年及び第６学年の例〕 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

日常生活への自己の適応に関

する諸課題の改善に向けて取

り組むことの意義を理解し,健

全な生活を送るための知識や

行動の仕方を身に付けている。 

日常生活への自己の適応に関

する諸課題を認識し，解決方法

などについて話し合い，自分に

合ったよりよい解決方法を意

思決定して実践している。 

 

自己の生活をよりよくするた

めに，見通しをもったり振り返

ったりしながら，自主的に課題

解決に取り組み，他者と信頼し

合ってよりよい人間関係を形

成しようとしている。 

 
 
【学級活動「(3) 一人一人のキャリア形成と自己実現」の評価規準（例）】 

〔第 1 学年及び第２学年の例〕 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

希望や目標をもつこと，働くこ

とや学ぶことの意義を理解し,

自己実現を図るために必要な

知識や行動の仕方を身に付け

ている。 

希望や目標をもつこと，働くこ

とや学ぶことについての課題

を知り，解決方法などについて

話し合い，自分に合った解決方

法を意思決定して実践してい

る。 

現在及び将来にわたってより

よく生活するために，見通しを

もったり振り返ったりしなが

ら，自己のよさを生かし，他者

と協働して，自己実現に向けて

進んで行動しようとしている。 

 
〔第３学年及び第４学年の例〕 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

希望や目標をもつこと，働くこ

とや学ぶことの意義を理解し,

希望や目標をもつこと，働くこ

とや学ぶことについて,よりよ

現在及び将来にわたってより

よく生きるために，見通しをも
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〔第３学年及び第４学年の例〕 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

日常生活への自己の適応に関

する諸課題の改善に向けて取

り組むことの意義を理解し，よ

りよい生活を送るための知識

や行動の仕方を身に付けてい

る。 

日常生活への自己の適応に関

する諸課題に気付き，解決方法

などについて話し合い，自分に

合ったよりよい解決方法を意

思決定して実践している。 

自己の生活をよりよくするた

めに，見通しをもったり振り返

ったりしながら，意欲的に課題

解決に取り組み，他者と協力し

合ってよりよい人間関係を形

成しようとしている。 

 

 
〔第５学年及び第６学年の例〕 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

日常生活への自己の適応に関

する諸課題の改善に向けて取

り組むことの意義を理解し,健

全な生活を送るための知識や

行動の仕方を身に付けている。 

日常生活への自己の適応に関

する諸課題を認識し，解決方法

などについて話し合い，自分に

合ったよりよい解決方法を意

思決定して実践している。 

 

自己の生活をよりよくするた

めに，見通しをもったり振り返

ったりしながら，自主的に課題

解決に取り組み，他者と信頼し

合ってよりよい人間関係を形

成しようとしている。 

 
 
【学級活動「(3) 一人一人のキャリア形成と自己実現」の評価規準（例）】 

〔第 1 学年及び第２学年の例〕 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

希望や目標をもつこと，働くこ

とや学ぶことの意義を理解し,

自己実現を図るために必要な

知識や行動の仕方を身に付け

ている。 

希望や目標をもつこと，働くこ

とや学ぶことについての課題

を知り，解決方法などについて

話し合い，自分に合った解決方

法を意思決定して実践してい

る。 

現在及び将来にわたってより

よく生活するために，見通しを

もったり振り返ったりしなが

ら，自己のよさを生かし，他者

と協働して，自己実現に向けて

進んで行動しようとしている。 

 
〔第３学年及び第４学年の例〕 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

希望や目標をもつこと，働くこ

とや学ぶことの意義を理解し,

希望や目標をもつこと，働くこ

とや学ぶことについて,よりよ

現在及び将来にわたってより

よく生きるために，見通しをも
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将来への見通しをもち, 自己

実現を図るために必要な知識

や行動の仕方を身に付けてい

る。 

く生活するための課題に気付

き，解決方法などについて話し

合い，自分に合った解決方法を

意思決定して実践している。 

ったり振り返ったりしながら，

自己のよさを生かし，他者と協

働して，自己実現に向けて意欲

的に行動しようとしている。 

 
〔第５学年及び第６学年の例〕 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

希望や目標をもつこと，働くこ

とや学ぶことの意義を理解し,

自己のよさを生かしながら将

来への見通しをもち， 自己実

現を図るために必要な知識や

行動の仕方を身に付けている。 

希望や目標をもつこと，働くこ

とや学ぶことについて,よりよ

く生きるための課題を認識し，

解決方法などについて話し合

い，自分に合った解決方法を意

思決定して実践している。 

現在及び将来にわたってより

よく生きるために，見通しをも

ったり振り返ったりしながら，

自己のよさを生かし，他者と協

働して，自己実現に向けて自主

的に行動しようとしている。 

 

 

【児童会活動の評価規準（例）】 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

楽しく豊かな学校生活をつくる

児童会活動の意義について理解

するとともに，活動の計画や運

営の方法，異年齢集団による交

流の仕方などを身に付けてい

る。 

児童会の一員として，学校生活

の充実と向上を図るための課

題を見いだし，解決するために

話し合い，合意形成を図った

り，意思決定したり，人間関係

をよりよく形成したりして主

体的に実践している。 

楽しく豊かな学校生活をつく

るために，見通しをもったり振

り返ったりしながら、多様な他

者と互いのよさを生かして協

働し，児童会の活動に積極的に

取り組もうとしている。 

 

 
 
【クラブ活動の評価規準（例）】  

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

同好の仲間で行う集団活動を通

して興味・関心を追求すること

のよさや意義について理解する

とともに，活動を計画する方法

や創意工夫を生かした活動の進

め方などを身に付けている。 

クラブの一員として，よりよい

クラブ活動にするために，諸問

題を見いだしたり，解決するた

めに話し合い，合意形成を図っ

たり，意思決定したり，人間関

係をよりよく形成したりしな

がら実践している。 

共通の興味・関心を追求するた

めに，見通しをもったり振り返

ったりしながら，他者と協働

し，自分のよさを生かしてクラ

ブの活動に積極的に取り組も

うとしている。 

 

 
 

【学校行事(1) 儀式的行事の評価規準（例）】 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

儀式的行事の意義や，その場に

ふさわしい参加の仕方について

理解し，厳粛な場におけるマナ

ー等の規律，気品のある行動の

仕方などを身に付けている。 

学校や学年の一員として，より

よい学校生活にするために，新

しい生活への希望をもって，集

団の場において規則正しく行

動している。 

厳粛で清新な気分を味わい，儀

式的行事を節目として，見通し

をもったり振り返ったりしな

がら，これからの生活への希望

や意欲を高め，儀式的行事に積

極的に取り組もうとしている。 

 

【学校行事(2) 文化的行事の評価規準（例）】 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

文化的行事の意義や日ごろの学

習成果を発表する方法，鑑賞の

仕方について理解し，互いに発

表したり，鑑賞し合ったりする

活動に必要な知識や技能，マナ

ーなどを身に付けている。 

学校や学年の一員として，楽し

く豊かな学校生活にするため

に，多様な文化や芸術について

自他のよさについて考えたり，

学習の成果を発表し合ったり

して，互いのよさを認め合いな

がら実践している。 

多様な文化や芸術に親しむとと

もに，自他のよさを見付け合

い，自己を伸長し，見通しをも

ったり振り返ったりしながら，

文化的行事に積極的に取り組

もうとしている。 

 

【学校行事(3) 健康安全・体育的行事の評価規準（例）】 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

心身の健全な発達や健康の保持

増進，事件や事故，災害等の非

常時から身を守ることなどにつ

いてその意義を理解し，必要な

行動の仕方など身に付けてい

る。 

体育的な集団活動の意義を理解

し，規律ある集団行動の仕方な

どを身に付けている。 

学校や学年の一員として，健全

な生活にするために，自己の健

康や安全についての課題や解

決策について考えたり，運動す

ることのよさについて考えた

りし，適切に判断し実践してい

る。 

心身の健全な発達や健康の保持

増進に努め安全に関心をもつ

とともに，運動に親しみ体力を

向上するために，見通しをもっ

たり振り返ったりしながら，健

康安全・体育的行事に積極的に

取り組もうとしている。 
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【学校行事(1) 儀式的行事の評価規準（例）】 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

儀式的行事の意義や，その場に

ふさわしい参加の仕方について

理解し，厳粛な場におけるマナ

ー等の規律，気品のある行動の

仕方などを身に付けている。 

学校や学年の一員として，より

よい学校生活にするために，新

しい生活への希望をもって，集

団の場において規則正しく行

動している。 

厳粛で清新な気分を味わい，儀

式的行事を節目として，見通し

をもったり振り返ったりしな

がら，これからの生活への希望

や意欲を高め，儀式的行事に積

極的に取り組もうとしている。 

 

【学校行事(2) 文化的行事の評価規準（例）】 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

文化的行事の意義や日ごろの学

習成果を発表する方法，鑑賞の

仕方について理解し，互いに発

表したり，鑑賞し合ったりする

活動に必要な知識や技能，マナ

ーなどを身に付けている。 

学校や学年の一員として，楽し

く豊かな学校生活にするため

に，多様な文化や芸術について

自他のよさについて考えたり，

学習の成果を発表し合ったり

して，互いのよさを認め合いな

がら実践している。 

多様な文化や芸術に親しむとと

もに，自他のよさを見付け合

い，自己を伸長し，見通しをも

ったり振り返ったりしながら，

文化的行事に積極的に取り組

もうとしている。 

 

【学校行事(3) 健康安全・体育的行事の評価規準（例）】 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

心身の健全な発達や健康の保持

増進，事件や事故，災害等の非

常時から身を守ることなどにつ

いてその意義を理解し，必要な

行動の仕方など身に付けてい

る。 

体育的な集団活動の意義を理解

し，規律ある集団行動の仕方な

どを身に付けている。 

学校や学年の一員として，健全

な生活にするために，自己の健

康や安全についての課題や解

決策について考えたり，運動す

ることのよさについて考えた

りし，適切に判断し実践してい

る。 

心身の健全な発達や健康の保持

増進に努め安全に関心をもつ

とともに，運動に親しみ体力を

向上するために，見通しをもっ

たり振り返ったりしながら，健

康安全・体育的行事に積極的に

取り組もうとしている。 
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【学校行事(4) 遠足・集団宿泊的行事の評価規準（例）】 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

遠足・集団宿泊的行事の意義や

校外における集団生活の在り方，

公衆道徳などについて理解し，

必要な行動の仕方を身に付けて

いる。 

 

学校や学年の一員として，より

よい集団活動にするために，平

素とは異なる生活環境の中で

の集団生活の在り方ついて考

えたり，共に協力し合ったりし

ながら実践している。 

日常とは異なる環境や集団生

活において，自然や文化などに

関心をもち，見通しをもったり

振り返ったりしながら，遠足・

集団宿泊的行事に積極的に取

り組もうとしている。 

 

【学校行事(5) 勤労生産・奉仕的行事の評価規準（例）】 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

勤労や生産の喜び，ボランティ

ア活動などの社会奉仕の精神を

養う意義について理解し，活動

の仕方について必要な知識や技

能を身に付けている。 

 

学校や学年の一員として，より

よい学校・社会にするために，

自他のよさを生かし，よりよい

勤労や生産の在り方，働くこと

の意義や社会奉仕について考

え，実践している。 

学校や地域社会のために役立

つことや働くこと、生産するこ

と，他者に奉仕することに関心

をもち，見通しをもったり振り

返ったりしながら，勤労生産・

奉仕的行事に積極的に取り組

もうとしている。 
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学習評価について 

（事例） 
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第第１１章章  特特別別活活動動のの学学習習評評価価をを行行ううにに当当たたっっててのの基基本本的的なな考考ええ方方  

    

特別活動においては，第２編でも示したように，学習指導要領の目標及び特別活動の特質と学校の

創意工夫を生かすということから，設置者ではなく，各学校が評価の観点を定めることとしている。 

特別活動は，全校又は学年を単位として行う活動があり，学級担任以外の教師が指導することも多

いことから，各学校には評価体制を確立し共通理解を図って，児童のよさや可能性を多面的・総合的

に評価できるようにすることも求められる。 

また，評価を通じて，教師が自己の指導の内容や方法，指導過程等を振り返り，より効果的な指導

が行えるような工夫改善を図ることが求められる。 

各学校においては，特別活動の特質を踏まえ，次のような評価の手順や留意点を参考にして，適切

に評価を進めることが大切である。 

 

１１  評評価価のの手手順順  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２２  評評価価体体制制のの確確立立  

特別活動の全体計画及び各活動・学校行事ごとの指導と評価の計画を基に多くの教師

による評価を反映させるなど，学校としての評価体制を確立することが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④評価体制の改善 

①指導と評価の計画の作成 

②評価のための基礎資料の収集 

③評価の実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※必要に応じて評価した結果を全教師で共有し，指導に生かすことができるようにする。 

学級活動において 

児童会活動，クラブ活動，学校行事において 

 

学級担任以外の教師 

主として学級担任が事前から事後の振り返りまでの児童の活動の

様子から，積極的によさや可能性を見取るようにする。 

学 級 担 任 ※個々の児童の活動状況

について，学級担任と

担当する教師との間で

情報交換を密にする。 
 

※評価に必要な資料を収集す

る方法を工夫するとともに，
それらが学級担任の手元に

届き，活用されるようにす

る。 

・特別活動の全体計画及び各活動・学校行事ごとの指導と

評価の計画を作成する。 

・計画に基づいて，評価のための基礎資料を収集する。 

・収集した資料を各学校で定めた所定の手続きにしたがっ

て多面的・総合的に判断し，評価を行う。 

・評価結果を各学校における指導や評価体制の改善に生か

す。 



 

  

第第１１章章  特特別別活活動動のの学学習習評評価価をを行行ううにに当当たたっっててのの基基本本的的なな考考ええ方方  

    

特別活動においては，第２編でも示したように，学習指導要領の目標及び特別活動の特質と学校の

創意工夫を生かすということから，設置者ではなく，各学校が評価の観点を定めることとしている。 

特別活動は，全校又は学年を単位として行う活動があり，学級担任以外の教師が指導することも多

いことから，各学校には評価体制を確立し共通理解を図って，児童のよさや可能性を多面的・総合的

に評価できるようにすることも求められる。 

また，評価を通じて，教師が自己の指導の内容や方法，指導過程等を振り返り，より効果的な指導

が行えるような工夫改善を図ることが求められる。 

各学校においては，特別活動の特質を踏まえ，次のような評価の手順や留意点を参考にして，適切

に評価を進めることが大切である。 

 

１１  評評価価のの手手順順  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２２  評評価価体体制制のの確確立立  

特別活動の全体計画及び各活動・学校行事ごとの指導と評価の計画を基に多くの教師

による評価を反映させるなど，学校としての評価体制を確立することが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④評価体制の改善 

①指導と評価の計画の作成 

②評価のための基礎資料の収集 

③評価の実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※必要に応じて評価した結果を全教師で共有し，指導に生かすことができるようにする。 

学級活動において 

児童会活動，クラブ活動，学校行事において 

 

学級担任以外の教師 

主として学級担任が事前から事後の振り返りまでの児童の活動の

様子から，積極的によさや可能性を見取るようにする。 

学 級 担 任 ※個々の児童の活動状況

について，学級担任と

担当する教師との間で

情報交換を密にする。 
 

※評価に必要な資料を収集す

る方法を工夫するとともに，
それらが学級担任の手元に

届き，活用されるようにす

る。 

・特別活動の全体計画及び各活動・学校行事ごとの指導と

評価の計画を作成する。 

・計画に基づいて，評価のための基礎資料を収集する。 

・収集した資料を各学校で定めた所定の手続きにしたがっ

て多面的・総合的に判断し，評価を行う。 

・評価結果を各学校における指導や評価体制の改善に生か

す。 
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３３  指指導導とと評評価価のの計計画画のの作作成成  

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

各学校においては，各活動・学校行事ごとに指導と評価を適切に位置付けた計画を作成することが

大切である。「学習指導要領第１章総則編第２ ３(2) イ」において， 

 

 

 

と示されたことを受け，それぞれの目標やねらいが十分達成できるように，よく検討して適切に授業

時数を充てるようにする。 

 

４４  多多面面的的・・総総合合的的なな評評価価のの工工夫夫  

特別活動においては，児童が自己の活動を振り返り，新たな目標や課題がもてるようにする  

評価を進めるため，活動の結果だけでなく，活動の過程における児童の努力や意欲などを積極的に

認めたり，児童のよさを多面的・総合的に評価したりすることが大切である。 

児童一人一人を評価する方法としては，教師による観察が中心となるが，チェックリストや児童自

身の各種記録の活用など，評価方法の特質を生かして評価するようにする。特に，児童が「活動に見

通しをもって取り組み，活動を振り返って次の課題解決につなげたり，改善したりする」等，自主的，

実践的に取り組むことができるようにするために，児童の学習活動として，自己評価や相互評価を行

うことも多い。したがって，観察による教師の評価と併せて，児童自身による評価を参考にすること

も考えられるが，児童の評価をそのまま教師の評価とすることのないよう配慮する必要がある。 

また，児童一人一人のよさや可能性を生かし伸ばす点から，児童のよりよい姿が見られた際には，

随時，当該児童に伝えたり，学級や学年，学校全体に紹介したりすることが考えられる。 

 

５５  評評価価機機会会のの工工夫夫  

特別活動は，活動の積み重ねにより年間を通して児童の資質・能力の育成を図るものである。すべ

ての評価の観点について，事前・本時・事後の一連の学習過程の中で評価できるようにしたり，各活

動・学校行事における顕著な事項は補助簿を活用して記録したりしておき，一定期間に実施した活動

や学校行事を評価規準に基づき，まとめて評価するなど，効果的で効率的な評価となるよう配慮する

必要がある。例えば学校行事において，５年生では宿泊学習については全員が振り返りを書くととも

各活動・学校行事ごとの

評価規準の作成 

「目指す児童の姿」の 

設定 

・各学校で評価規準を設定する際には，第２編を活用し，学

級活動(1)(2)(3)の低・中・高学年の発達の段階，児童会

活動，クラブ活動，各学校行事について，観点ごとに設定

することが考えられる。 

 

・１単位時間の指導計画においては，各活動・学校行事ごと

に設定した評価規準に即して，事前・本時・事後における

「目指す児童の姿」を，具体的に設定することが考えられ

る。その際，評価場面の重点化を図ることも考えられる。 

特別活動の授業のうち，児童会活動，クラブ活動及び学校行事については，それらの内容に応

じ，年間，学期ごと，月ごとなどに適切な授業時数を充てるものとする。 

に活動の状況を評価するというように，１年間の学校行事を見通して重点化を図ることも考えられ

る。その際，一人一人の児童が振り返りをカードに記録したり，教師が補助簿に記載したりするなど，

記録に残し，評価に生かすようにする。 

 

６６  小小学学校校児児童童指指導導要要録録ににおおけけるる特特別別活活動動のの記記録録 

各学校で定めた評価の観点を指導要録に記入した上で，各活動・学校行事ごとに，十分満足できる

活動の状況にあると判断される場合に，○印を記入する。学習指導要領に示す特別活動の目標や学校

として重点化した内容を踏まえ，下の記入例のように，より具体的に評価の観点を示すことが考えら

れる。 

なお，「キャリア・パスポート」の活用については，「キャリア・パスポート」を書くためだけに時

間を使うのではなく，学校行事へ向けためあてと振り返りを表と裏に記述することができる学習カ

ードを用いるなど，特別活動の実践の中で使用した学習カードを「キャリア・パスポート」とするこ

とも考えられる。 

 

【小学校児童指導要録（参考様式）様式２（第５学年）の記入例】 

特 別 活 動 の 記 録 

内  容 観 点  学 年 1 2 3 4 5 6 

学級活動 
よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者として

の思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 
 

 

  

      

児童会活動  

 

    

クラブ活動   
 

   

学校行事     
 

 

 

 

 
 
 
 

十分満足できる活動の状況について 

指導と評価に当たっては，各学校で「十分満足できる活動の状況」とは児童のどのような姿を指す

のかを検討し，共通理解を図ってその取組を進めることが求められる。そのうえで，「目指す児童の

姿」に照らして，十分満足できる活動の状況がみられた場合に指導要録に○を付ける。 

なお，特別活動における十分満足できる活動の状況の評価に当たっては，特別活動の特質を踏まえ，

児童のよさや可能性を積極的に評価することが大切である。 

  

  

全学年で共

通した,各学

校で定めた評

価の観点を記

入する。 

余白 

評価の観点

の変更がある

場合を想定し

て,余白をと

っておく。 
これはクラブ

活動を第４学年

から実施してい

る学校の例であ

る。学校規模等

により下学年か

ら実施する場合

は実施しない学

年について斜線

を引く。 

例えば，児童指導要録の「総合所見及び指導上参考となる諸事項」の欄に

「自然の教室」で，めあてに向かって自分の役割を責任をもって行うととも

に，友達と協力して野外活動に取り組んでいた。」と記入するなど，○を付け

た根拠を示すようにする。 

児童会活動は

第１学年から第

６学年までの全

児童で組織する

児童会による異

年齢集団活動で

あることから，

低学年において

も活動の状況を

適切に評価す

る。 
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に活動の状況を評価するというように，１年間の学校行事を見通して重点化を図ることも考えられ

る。その際，一人一人の児童が振り返りをカードに記録したり，教師が補助簿に記載したりするなど，

記録に残し，評価に生かすようにする。 

 

６６  小小学学校校児児童童指指導導要要録録ににおおけけるる特特別別活活動動のの記記録録 

各学校で定めた評価の観点を指導要録に記入した上で，各活動・学校行事ごとに，十分満足できる

活動の状況にあると判断される場合に，○印を記入する。学習指導要領に示す特別活動の目標や学校

として重点化した内容を踏まえ，下の記入例のように，より具体的に評価の観点を示すことが考えら

れる。 

なお，「キャリア・パスポート」の活用については，「キャリア・パスポート」を書くためだけに時

間を使うのではなく，学校行事へ向けためあてと振り返りを表と裏に記述することができる学習カ

ードを用いるなど，特別活動の実践の中で使用した学習カードを「キャリア・パスポート」とするこ

とも考えられる。 

 

【小学校児童指導要録（参考様式）様式２（第５学年）の記入例】 

特 別 活 動 の 記 録 

内  容 観 点  学 年 1 2 3 4 5 6 

学級活動 
よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者として

の思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 
 

 

  

      

児童会活動  

 

    

クラブ活動   
 

   

学校行事     
 

 

 

 

 
 
 
 

十分満足できる活動の状況について 

指導と評価に当たっては，各学校で「十分満足できる活動の状況」とは児童のどのような姿を指す

のかを検討し，共通理解を図ってその取組を進めることが求められる。そのうえで，「目指す児童の

姿」に照らして，十分満足できる活動の状況がみられた場合に指導要録に○を付ける。 

なお，特別活動における十分満足できる活動の状況の評価に当たっては，特別活動の特質を踏まえ，

児童のよさや可能性を積極的に評価することが大切である。 

  

  

全学年で共

通した,各学

校で定めた評

価の観点を記

入する。 

余白 

評価の観点

の変更がある

場合を想定し

て,余白をと

っておく。 
これはクラブ

活動を第４学年

から実施してい

る学校の例であ

る。学校規模等

により下学年か

ら実施する場合

は実施しない学

年について斜線

を引く。 

例えば，児童指導要録の「総合所見及び指導上参考となる諸事項」の欄に

「自然の教室」で，めあてに向かって自分の役割を責任をもって行うととも

に，友達と協力して野外活動に取り組んでいた。」と記入するなど，○を付け

た根拠を示すようにする。 

児童会活動は

第１学年から第

６学年までの全

児童で組織する

児童会による異

年齢集団活動で

あることから，

低学年において

も活動の状況を

適切に評価す

る。 
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第第２２章章  学学習習評評価価にに関関すするる事事例例ににつついいてて  

１１  事事例例のの特特徴徴  

第１編第１章２(4)で言及した学習評価の改善の基本的な方向性を踏まえつつ，平成 29 年改訂

学習指導要領の趣旨・内容の徹底に資する評価の事例を示せるよう，本参考資料（特別活動編）に

おける各活動・学校行事の事例は，原則として以下のような方針を踏まえたものとしている。 

特別活動は，全校又は学年を単位として行う活動があり，また，学級担任以外の教師が指導する

こともある。このため，本参考資料（特別活動編）においては，学習指導要領に示された各活動・

学校行事ごとに工夫例を交えながら評価の進め方や留意点等について記述している。 

 
○ １単位時間や年間の指導と評価の計画を示している 

本参考資料で提示する事例は，いずれも，各活動・学校行事における議題や題材，活動の一つ

を例にとり，１単位時間の指導計画を示すとともに，「内容のまとまりごとの評価規準」に即し

て，本時における「目指す児童の姿」の例を具体的に示した。 

 また，評価結果を児童の学習や教師の指導の改善に生かすまでの一連の学習評価の流れを念

頭において，事前から事後までの一連の学習過程を指導案の形で表し，「目指す児童の姿」を具

体的に示している。 

 

○  評価方法の工夫を示している 

各活動・学校行事において，学級会ノートやワークシート，活動の振り返りなどを活用した

評価方法や補助簿を活用した評価方法などを資料として提示するなど，特別活動の特質を踏ま

え，評価方法の多様な工夫について示している。 

また，特別活動は，全校又は学年を単位として行う活動があり，また，学級担任以外の教師が

指導することもある。そこで，学級担任と担当する教師との連携の在り方についても示している。 

 

○ 総括する評価について示している 

特別活動は，各教科のように観点ごとの評価（ABC）や評定はなく，指導要録において，観点

を踏まえて，各活動・学校行事ごとに児童の取組を総括的に評価するものである。 

学級活動については，学級活動(1)(2)(3)の各活動における評価を総括する仕方など，評価を

総括する例を示すとともに，学習カードを活用した評価の工夫例や，年間を通じて評価結果を蓄

積する工夫例についても示している。 

 

２２  各各事事例例概概要要一一覧覧とと事事例例  
 

事例１ 学級活動(1) の指導と評価の計画から評価の総括まで  

「がんばったね集会をしよう」（ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決）（第５学年）  

事例１は，学級活動「(1)学級や学校における生活づくりへの参画」の指導の計画と評価の事例で

ある。第５学年の集会活動を議題とした話合い活動や実践活動について１単位時間の指導計画例を

示すとともに，学級会ノートを評価の参考とした工夫例を示した。また，年間を通じて評価結果を蓄

積する工夫例についても示した。 

 

事例２ 学級活動(2) の指導と評価の計画から評価の総括まで 

「見直そう ゲームの時間」（ア 基本的な生活習慣の形成）（第４学年） 

 事例２は学級活動「(2)日常生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」の指導の計画と評価

の事例である。第４学年「見直そう ゲームの時間」を題材として，１単位時間の指導計画を示すと

ともに，学習カードを評価の参考とした工夫例や，年間を通じて評価結果を蓄積する工夫例を示した。 

 
事例３ 学級活動(3) の指導と評価の計画から評価の総括まで 
「６年生に向けて」（ア 現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成）（第５学年） 

 事例３は学級活動「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」の指導の計画と評価の事例である。 

第５学年「６年生に向けて」を題材として，１単位時間の指導計画を示すとともに，学習カードや事

前のアンケートを評価の参考とした工夫例や，年間を通じて評価結果を蓄積する工夫例を示した。 

 

◇「学級活動の(1)(2)(3)の評価を総括して児童指導要録に○をつける工夫例」 

 学級活動(1)(2)(3)を総括して児童指導要録に○を付けるための工夫例を示した。 

 

事例４ 児童会活動の指導と評価の計画から評価の総括まで 

「保健委員会」 

 事例４は，児童会活動の事例である。保健委員会の指導と評価の年間計画例と児童会集会活動の指

導計画例や，担当する教師の補助簿や児童の活動記録を評価に活用する工夫例，担当する教師から学

級担任へ伝える工夫例について示した。 

 
事例５ クラブ活動の指導と評価の計画から評価の総括まで 

「ダンスクラブ」 

 事例５は，クラブ活動の事例である。ダンスクラブを例に，指導と評価の年間指導計画，クラブを

楽しむ活動及びクラブ発表会の活動の流れと目指す児童の姿や，教師の補助簿やクラブ活動ノート

を活用した指導と評価の工夫例，担当する教師から学級担任へ伝える工夫例について示した。 

 
事例６ 学校行事の指導と評価の計画から評価の総括まで 

「宿泊学習（遠足・集団宿泊的行事）」 

 事例６は，学校行事の事例である。学校行事の指導と評価の計画例を示すとともに，遠足・集団宿

泊的行事の「宿泊学習」の指導計画例と，学習カードを活用した評価の工夫例を示した。 

 

資料（参考） 

◇ 学級活動年間指導計画例 

◇ 係活動の評価の工夫例 

◇ 学級活動(1)における発達の段階に即した活動形態別の評価規準例 

◇ 学習過程の活動に即して評価の観点を重点化した例 

◇ 指導に生かす評価 

◇ キャリア教育の充実を図る特別活動の実践 
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事例２ 学級活動(2) の指導と評価の計画から評価の総括まで 

「見直そう ゲームの時間」（ア 基本的な生活習慣の形成）（第４学年） 

 事例２は学級活動「(2)日常生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」の指導の計画と評価

の事例である。第４学年「見直そう ゲームの時間」を題材として，１単位時間の指導計画を示すと

ともに，学習カードを評価の参考とした工夫例や，年間を通じて評価結果を蓄積する工夫例を示した。 

 
事例３ 学級活動(3) の指導と評価の計画から評価の総括まで 
「６年生に向けて」（ア 現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成）（第５学年） 

 事例３は学級活動「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」の指導の計画と評価の事例である。 

第５学年「６年生に向けて」を題材として，１単位時間の指導計画を示すとともに，学習カードや事

前のアンケートを評価の参考とした工夫例や，年間を通じて評価結果を蓄積する工夫例を示した。 

 

◇「学級活動の(1)(2)(3)の評価を総括して児童指導要録に○をつける工夫例」 

 学級活動(1)(2)(3)を総括して児童指導要録に○を付けるための工夫例を示した。 

 

事例４ 児童会活動の指導と評価の計画から評価の総括まで 

「保健委員会」 

 事例４は，児童会活動の事例である。保健委員会の指導と評価の年間計画例と児童会集会活動の指

導計画例や，担当する教師の補助簿や児童の活動記録を評価に活用する工夫例，担当する教師から学

級担任へ伝える工夫例について示した。 

 
事例５ クラブ活動の指導と評価の計画から評価の総括まで 

「ダンスクラブ」 

 事例５は，クラブ活動の事例である。ダンスクラブを例に，指導と評価の年間指導計画，クラブを

楽しむ活動及びクラブ発表会の活動の流れと目指す児童の姿や，教師の補助簿やクラブ活動ノート

を活用した指導と評価の工夫例，担当する教師から学級担任へ伝える工夫例について示した。 

 
事例６ 学校行事の指導と評価の計画から評価の総括まで 

「宿泊学習（遠足・集団宿泊的行事）」 

 事例６は，学校行事の事例である。学校行事の指導と評価の計画例を示すとともに，遠足・集団宿

泊的行事の「宿泊学習」の指導計画例と，学習カードを活用した評価の工夫例を示した。 

 

資料（参考） 

◇ 学級活動年間指導計画例 

◇ 係活動の評価の工夫例 

◇ 学級活動(1)における発達の段階に即した活動形態別の評価規準例 

◇ 学習過程の活動に即して評価の観点を重点化した例 

◇ 指導に生かす評価 

◇ キャリア教育の充実を図る特別活動の実践 
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特別活動  事例１ 

キーワード 学級活動(1)の指導と評価の計画から評価の総括まで 

 

議題  内容のまとまり 

第５学年「がんばったね集会をしよう」 
 
 

学級活動「(1)学級や学校における生活づくりへの参画」 

 
１ 学級活動(1)で育成を目指す資質・能力  

○ 学級や学校の生活上の諸問題を話し合って解決することや他者と協働して取り組むことの大

切さを理解し，合意形成の手順や活動の方法を身に付けるようにする。  

○ 学級や学校の生活をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し合い，多様な

意見を生かして合意形成を図り，協働して実践することができるようにする。  

○ 生活上の諸問題の解決や，協働し実践する活動を通して身に付けたことを生かし，学級や学

校における人間関係をよりよく形成し，他者と協働しながら日常生活の向上を図ろうとする態

度を養う。  
 
２ 第５学年及び第６学年の評価規準  

よりよい生活を 

築くための知識・技能 
集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 
主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 
みんなで楽しく豊かな学級や学

校の生活をつくるために他者と

協働して取り組むことの意義を

理解している。 

合意形成の手順や深まりのある

話合いの進め方を理解し，活動の

方法を身に付けている。 

楽しく豊かな学級や学校の生活

をつくるために，問題を発見し，

解決方法について多様な意見の

よさを生かして合意形成を図り，

信頼し支え合って実践している。 

楽しく豊かな学級や学校の生活

をつくるために，見通しをもっ

たり振り返ったりしながら，自

己のよさを発揮し，役割や責任

を果たして集団活動に取り組も

うとしている。 

 
３ 指導と評価の計画（１時間）  

児童が，学級や学校における生活の充実・向上を図るために，学級や学校での生活をよりよくする

ための課題を見いだし，「学級会」等で話し合い，合意形成を図り実践し，振り返ることができるよ

うにすることが大切である。各学校は，このことを踏まえて指導計画を作成することになる。評価の

方法としては，児童の行動や変容など，教師の観察による方法が中心となるが，学級会ノートを活用

した方法なども考えられる。ここでは，評価の視点を記載した学級会ノートを活用した例と補助簿を

活用した例を紹介する。 

次は，第５学年の議題「がんばったね集会をしよう」の１単位時間の指導計画例である。 

  

第５学年○組 学級活動(１)指導案 

                          〇年○月○日（○）第○校時 

指導者  教諭 ○○ ○○ 

１ 議題 「がんばったね集会をしよう」 

     学級活動(1) ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決 

２ 議題について  

 (１) 児童の実態（略） 

・児童の学級生活における実態  ・これまでの学級活動の取組  

・高学年の評価規準からみた話合い活動における課題や目指す方向 

 (２) 議題選定の理由（略） 

・議題が選定された背景や教師の指導観 ・評価との関わりについて 

３ 第５学年及び第６学年の評価規準（略） 

４ 事前の活動  

日時 児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

○月○日 

（ ） 

業間休み 

・提案ポストの議題案を確

認し，選定する。 

（計画委員会） 

・議題選びの視点を念頭において

選定することを指導する。 

 

○月○日 

（ ） 

帰りの会 

・議題を決定する。 

（学級全員） 

・計画委員会で選定した議題案を

もとに，学級全員で決定する。 

 

○月○日 

（ ） 

 

 

 

 

 

昼休みなど 

・活動計画を作成する。（提

案理由，話合いのめあて，

話し合うこと，決まって

いること等を確認する） 

・学級会の進行の仕方を確

認する。 

・学級活動コーナーに掲示

する。（計画委員会） 

・実態を踏まえ，日時や場所など

の条件を「決まっていること」

として教師が設定する。 

・提案者の思いや願いを学級全体

の共同の問題になるように，提

案理由をしっかりと深めるよう

にする。 

 

◎がんばったね集会への

見通しをもち，意欲的

に取り組もうとしてい

る。 

【主体的態度】 

〈学級会ノート〉 

◎友達のがんばりを認め

合うことができる集会

の内容を学級会ノート

に書いている。 

【思考・判断・表現】

〈観察・学級会ノート〉 

○月○日 

（ ） 

 

 

帰りの会 

・学級会ノートに自分の考

えを記入する。 

（学級全員） 

・話し合うことや決まっているこ

とが，共通理解できるように必

要に応じて助言する。 

・提案理由を踏まえた自分の考え

を記入できるようにする。 

○月○日 

（ ） 

 

 

 

昼休み 

・学級会ノートに目を通

し，書かれた意見を整理

する。（計画委員会） 

・出された意見から話合いの見通

しがもてるように助言する。必

要に応じて短冊に記入する。 

・学級会ノートに励ましの言葉等

を記入し，話合いの意欲を高め

る。 

 

短冊を分類・整理する児童 

５ 本時の展開  

（１） 本時のねらい 

１年間の互いのがんばりを認め合う楽しい「がんばったね集会」をするために，集会の内容

を考えることができるようにする。 

（２） 児童の活動計画（資料④） 
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２ 議題について  

 (１) 児童の実態（略） 

・児童の学級生活における実態  ・これまでの学級活動の取組  

・高学年の評価規準からみた話合い活動における課題や目指す方向 

 (２) 議題選定の理由（略） 

・議題が選定された背景や教師の指導観 ・評価との関わりについて 

３ 第５学年及び第６学年の評価規準（略） 

４ 事前の活動  

日時 児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

○月○日 

（ ） 

業間休み 

・提案ポストの議題案を確

認し，選定する。 

（計画委員会） 

・議題選びの視点を念頭において

選定することを指導する。 

 

○月○日 

（ ） 

帰りの会 

・議題を決定する。 

（学級全員） 

・計画委員会で選定した議題案を

もとに，学級全員で決定する。 

 

○月○日 

（ ） 

 

 

 

 

 

昼休みなど 

・活動計画を作成する。（提

案理由，話合いのめあて，

話し合うこと，決まって

いること等を確認する） 

・学級会の進行の仕方を確

認する。 

・学級活動コーナーに掲示

する。（計画委員会） 

・実態を踏まえ，日時や場所など

の条件を「決まっていること」

として教師が設定する。 

・提案者の思いや願いを学級全体

の共同の問題になるように，提

案理由をしっかりと深めるよう

にする。 

 

◎がんばったね集会への

見通しをもち，意欲的

に取り組もうとしてい

る。 

【主体的態度】 

〈学級会ノート〉 

◎友達のがんばりを認め

合うことができる集会

の内容を学級会ノート

に書いている。 

【思考・判断・表現】

〈観察・学級会ノート〉 

○月○日 

（ ） 

 

 

帰りの会 

・学級会ノートに自分の考

えを記入する。 

（学級全員） 

・話し合うことや決まっているこ

とが，共通理解できるように必

要に応じて助言する。 

・提案理由を踏まえた自分の考え

を記入できるようにする。 

○月○日 

（ ） 

 

 

 

昼休み 

・学級会ノートに目を通

し，書かれた意見を整理

する。（計画委員会） 

・出された意見から話合いの見通

しがもてるように助言する。必

要に応じて短冊に記入する。 

・学級会ノートに励ましの言葉等

を記入し，話合いの意欲を高め

る。 

 

短冊を分類・整理する児童 

５ 本時の展開  

（１） 本時のねらい 

１年間の互いのがんばりを認め合う楽しい「がんばったね集会」をするために，集会の内容

を考えることができるようにする。 

（２） 児童の活動計画（資料④） 
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（３） 教師の指導計画 

話合いの順序 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

１ はじめの言葉 

２ 計画委員の自己紹介 

３ 議題の確認 

４ 提案理由や話合いの 

めあての確認  

 

 

５ 決まっていることの 

確認 

 

・めあてをもって自分の役割に臨めるように

する。 

・提案者の思いや願いを全員が理解し，学級

全員の問題であることを確認する。 

話合いのめあて 

「がんばったことを振り返ることができる 

集会の内容と工夫を考えよう。」 

・決まっていることを確認する。 

①日時…○月○日○時間目 ②場所…教室  

③ゲームで１つ，それ以外で１つ 

 

６ 話合い 

話し合うこと① 

「何をするか。」 

 

話し合うこと② 

「がんばりを認め合う工

夫はどうするか。」 

 

話し合うこと③ 

「どんな係が必要か。」 

・司会が進行に困った時は方向性を示唆し，

児童の合意形成を方向付けるような助言は

しない。 

・自治的活動の範囲を超えそうな場合は，適

切に助言する。 

・必要に応じて，自分の意見に固執せず，納

得したうえで考えを変えるなど，折り合い

をつけて合意形成を図ることの大切さにつ

いて助言する。 

・これまでの集会の経験をもとに必要な係に

ついては事前に短冊を用意しておき，今回

新たに必要な係について話し合う。 

◎これまでの集会活動の

経験を生かしたり，友達

の意見のよさを生かし

たりして，がんばったね

集会の内容や工夫につ

いて考えている。 

◎みんなでがんばったこ

とを認め合う内容はど

れがよいか根拠を明確

にしながら発言したり，

友達の意見と比べて聞

いたりしている。 

【思考・判断・表現】 

〈発言・観察〉 

７ 決まったことの発表 

 

８ 話合いの振り返り 

９ 先生の話 

 

 

 

 

 

話合いを振り返る様子 

 

10 おわりの言葉 

・よかった点や課題について自己評価し，友

達のよかった点などについて相互評価でき

るように助言する。 

・終末の助言では，「①前回の話合いと比べ

てよかった点，合意形成したことへの価値

付けや称賛，②今後の課題，③計画委員へ

のねぎらい，④今後の見通しや実践に向け

ての意欲付け等」について簡潔に述べる。 

・提案理由を意識した発言や建設的な発言，

意欲的に参加していた児童を称賛する。 

・実践への見通しをもち，意欲が高まるよう

に言葉掛けを行う。 

 

 

 

 

 

話合いの様子 

提案理由・話合いの
めあて・決まっている
ことについて，児童の
活動計画に具体的に書
かれている場合は，教
師の指導計画には省略
することも考えられ
る。 

 十分満足できる活

動の状況を的確に見

取るため,具体的な児

童の姿をいくつか想

定して記述する。 

プログラムを示すこと
も考えられる。 

 

６ 事後の活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

○月○日 

（ ） 

 

 

帰りの会 

・決まったことを学級活動

コーナーに掲示する。 

・役割分担が決まっていな

ければ，係の役割分担を

する。 

・学級会で決まったことの要点を

まとめて書くよう計画委員に助

言する。 

 

◎がんばったね集会の

めあてを意識して，

友達と協力して取り

組んでいる。 

【思考・判断・表現】 

〈学級会ノート〉 

 

 

 

○月○日 

（ ）～ 

○月○日 

（ ） 

休み時間等 

・係ごとに計画を立てて，

協力して準備をする。 

・帰りの会などで係ごとに 

経過報告を行ったり，お 

知らせを伝えたりする。 

・係は必ず複数名で担当し，全員

で協力して活動できるようにす

る。 

・準備の進捗状況を途中で確認し

活動意欲の継続化を図る。 

○月○日 

（ ） 

〇校時 

・「がんばったね集会」を

行う。 

 

集会で司会進行する児童 

・集会のねらいを確認し，協力し

て実践できるようにする。 

・協力したり工夫して活動したり

している児童を称賛する。 

○月○日 

（ ） 

・一連の活動を振り返る。 

 

集会を終え振り返りを書く児童 

・自分の態度を振り返るとともに

めあてに基づいた振り返りを行

い，自分の役割を果たすことや

友達のよかったところについて

も認められるように助言する。 

◎がんばったね集会の

成果と課題を振り返

り，自他のがんばり

に気付いたり，次の

活動に生かそうとし

たりしている。 

【主体的態度】 

〈学級会ノート・観察〉 
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６ 事後の活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

○月○日 

（ ） 

 

 

帰りの会 

・決まったことを学級活動

コーナーに掲示する。 

・役割分担が決まっていな

ければ，係の役割分担を

する。 

・学級会で決まったことの要点を

まとめて書くよう計画委員に助

言する。 

 

◎がんばったね集会の

めあてを意識して，

友達と協力して取り

組んでいる。 

【思考・判断・表現】 

〈学級会ノート〉 

 

 

 

○月○日 

（ ）～ 

○月○日 

（ ） 

休み時間等 

・係ごとに計画を立てて，

協力して準備をする。 

・帰りの会などで係ごとに 

経過報告を行ったり，お 

知らせを伝えたりする。 

・係は必ず複数名で担当し，全員

で協力して活動できるようにす

る。 

・準備の進捗状況を途中で確認し

活動意欲の継続化を図る。 

○月○日 

（ ） 

〇校時 

・「がんばったね集会」を

行う。 

 

集会で司会進行する児童 

・集会のねらいを確認し，協力し

て実践できるようにする。 

・協力したり工夫して活動したり

している児童を称賛する。 

○月○日 

（ ） 

・一連の活動を振り返る。 

 

集会を終え振り返りを書く児童 

・自分の態度を振り返るとともに

めあてに基づいた振り返りを行

い，自分の役割を果たすことや

友達のよかったところについて

も認められるように助言する。 

◎がんばったね集会の

成果と課題を振り返

り，自他のがんばり

に気付いたり，次の

活動に生かそうとし

たりしている。 

【主体的態度】 

〈学級会ノート・観察〉 
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 ４ 観点別学習状況の評価の進め方 

◇学級活動における児童のノートを活用した評価の工夫例 

学級活動(1)の評価については，話合いのめあてや提案理由に沿って考え，発表し合っているかな

ど，児童の活動の様子を観察して見取ることが中心となるが，学級会ノートの記述も評価の参考にす

ることができる。〈資料①②〉のような学級会ノート（両面Ａ４）を使って，話合い活動だけではな

く，実践までの一連の活動を振り返ることができるようにする方法もある。学級会ノートを活用し，

一連の活動の振り返りを行うことで，成長の実感や新たな課題の発見につなげることができる。 

  〈資料① 学級会ノート（表）〉 

 

【知識・技能】 

提案理由の「がん

ばりを認め合う」と

いう活動の意義を理

解し，その達成のため

に意見を考えている

様子から，十分満足

できる活動の状況で

あると考えられる。 

【思考・判断・表現】 

解決方法について

多様な意見のよさを

生かして合意形成を

図ろうとしている様

子から，十分満足で

きる活動の状況であ

ると考えられる。 

話合い活動の振

り返りとして，３

段階で振り返るこ

とで，児童自身の

自己評価の力を高

めたり，【思考・

判断・表現】の評

価の参考にしたり

する。 

  

〈資料② 実践の見通し・振り返り（裏）〉 

 

集会のプログラム 「思い出すごろく」に取り組む児童 賞状を作り，表彰する児童 

日付 〇月〇日（〇） 

名前 〇〇〇 〇〇〇 

【主体的態度】 

自他の取組や実践を振り返り，自己のよさを発揮し,役割や責任を果たして取り組もうとしている様子や

友達と協力して準備や活動に取り組んでいる様子から，十分満足できる活動の状況であると考えられる。 
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〈資料② 実践の見通し・振り返り（裏）〉 

 

集会のプログラム 「思い出すごろく」に取り組む児童 賞状を作り，表彰する児童 

日付 〇月〇日（〇） 

名前 〇〇〇 〇〇〇 

【主体的態度】 

自他の取組や実践を振り返り，自己のよさを発揮し,役割や責任を果たして取り組もうとしている様子や

友達と協力して準備や活動に取り組んでいる様子から，十分満足できる活動の状況であると考えられる。 
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５ 観点別学習状況の評価の総括  

次に示した〈資料③〉は，どの議題にも共通する項目を定めて評価し，機会を捉えて，顕著な事項

を見取って記録した結果が，学期や年間を通して一覧で見られるようにした評価補助簿の例である。

学級会ノートにおける事前の意見や実践後の振り返り等の記述を参考にしたり，話合いや実践の様

子を観察したりしながら，機会を捉えて評価する。その際，十分満足できる活動の状況について学校

で共通理解を図ることが求められる。そのためには，次のような評価補助簿を活用して評価すること

が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  知・技 思・判・表 主体的態度 メモ 総括 
 名
前 

・
話
合
い
の
進
め
方
、
ま
と
め
方

を
理
解
し
て
い
る
。 

・
意
見
の
よ
さ
を
生
か
し
た
り
、

創
意
工
夫
し
た
り
し
て
、
発
言

し
た
り
し
て
い
る
。 

・
決
定
し
た
こ
と
や
自
分
の
役
割

を
友
達
と
協
働
し
、
意
欲
的
に

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。 

  

1 A 
〇 〇 〇〇 7/16 集会の準備を休み時間に一生

懸命行い，全員分のメダルを作って

いた。  〇 

2 B 
○ 〇 〇 9/17 学級会では，みんなが納得する

アイデアを改善策として発表して

いた。 
〇 

3 C 
 

 

   

 

4 D 
 

 

 ○   

5 E 
〇〇 ○○ 

○ 

○○ 6/15 準備をしたりクイズを考えたりと
主体的に活動し，みんなを楽しませた。 
9/17司会を務め，出された意見を生かし
て合意形成を図ろうとしていた。 

〇 

一
連
の
学
習
過
程
を
通
し
て
、
児
童
の
様
子
の
観
察
や
ノ
ー
ト

の
記
述
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
機
会
を
捉
え
て
評
価
す
る
。 

十
分
満
足
で
き
る
活
動
の
状
況
の
場
合
、
そ
の
都
度
、
〇
を
付

け
た
り
、
メ
モ
欄
に
そ
の
様
子
の
記
述
に
日
付
を
加
え
て
メ
モ
を

書
い
た
り
す
る
。 

〈資料③ 学級活動⑴における評価補助簿の例〉 

 

どのような姿を見取るの

かを補助簿に具体的に示し

ておくことも考えられる。 

知識・技能の評価 

学級会ノートの記述から提案理

由を理解しているかや，計画委員

会の活動から話合いの進め方を理

解し身に付けているか等を見取る。

 

主体的態度の評価 

実践の様子から，自分のよさ

を生かし役割に取り組んだり，

友達と協働して取り組んだり

し活動しているか等を見取る。 

思考・判断・表現の評価 

話合いの様子から，出され

た意見のよさを生かしたり，

改善策を考えたり，組み合わ

せたりして考えているか等を

見取る。 

 
〇やメモの記述がない児童に

ついて、児童のよさを積極的に

見取るために、機会を捉え重点

的に評価したり、課題を把握し

個別の指導を図ったりし、評価

を指導に生かすことが重要である。 

〈資料④ 計画委員会ノートの作成の留意点と評価の工夫例〉 

児童による活動計画の作成に当たっては，児童によって計画し，一連の活動を見通して，自分たち

の力で実行できるようにすることが重要である。全体を以下のような計画委員会ノートを作成し，円

滑な学級会の進め方や合意形成の仕方等について計画委員と確認することが重要である。 

記載する内容については，議題に沿ったものにし，学級会を進めていく上で必要な内容や合意形成

を図るために必要な内容等について書くようにする。 
 

第第    回回    計計画画委委員員会会ノノーートト  ○月 ○日（  ）〇校時 
              ○年 ○組 ○番 名前  ○○○ ○○○  
議議題題  ５年生がんばったね集会をしよう 

提提案案理理由由  
  

５年○組のみんなで４月からがんばってきました。１年間のがん 
ばりをみんなで認め合いながら，楽しめる会をすることで，さらに 
みんなが仲良くなり，これからもがんばろうという気持ちになると 
思って提案しました。  

決決ままっってていいるるこことと  日時・・○月○日の○時間目 
場所・・教室  ゲームは１つ それ以外 1 つ  

司司会会ググルルーーププ  
司会 

○○さん 
 

○○さん 
⿊板記録 

○○さん 
 

○○さん 
ノート記録 

○○さん 
話話合合いいののめめああてて  がんばったことを振り返ることができる会の内容と工夫を考えよう。 

自自分分ののめめああてて  わかりやすいように線でまとめたりつなげたり工夫して黒板にかく。 

話話合合いいのの順順序序  気をつけること  準備  
１ はじめのことば 

２ 司会グループの紹介 

３ 議題の確認 

４ 提案理由の説明 

５ 決まっていることの確認 

６ 話合いのめあての確認 

 

・自分のめあてをはっきり言う。 

 

・他に確認したいことはないか聞く。 

・ノート 

  

７ 話合い 

話し合うこと① 

「何をするか」 

(1０分間) 

話し合うこと② 

「がんばりを認め合う

工夫はどうするか」 

(15 分間) 

話し合うこと③ 

「どんな役割が必要か」 

(５分間) 

 

８ 決まったことの発表 

９ 振り返り 

10  先生のお話 

11  おわりのことば 

・がんばったことを振り返られるようながんばった
ね集会にしようとみんなに考えてもらう。 

・反対意見がでたら，解決するアイデアがあるか聞
く。 

・ゲームのやり方がわからないときは，じっさいにや
ってもらう。 

・すごろくのひとマスの大きさはじっさいに見せて
もらう。 

・みんなのがんばりが認められるゲームなのか考え
る。 

・時間に気を付けて話し合うようにする。 
・「ゲームの工夫」と「会の工夫」に分け黒板に書く。 
・工夫はいくつあってもよいけど，できるかどうかみ

んなに考えてもらって，意見をまとめる。 
・みんなが学級会ノートに書いた役わりを先に 

はっておき,他に必要な役わりはないか聞く。 
・学級会ノートに振り返りをかいてもらう。 
（時間があったら発表する。なかったら帰りの会で
する。） 

  
・・短短冊冊  
  
  

  

【主体的態度】 

自分の役割や責任
を果たして学級会に
取り組もうとしてい
る様子から，十分満足
できる活動の状況で
あると考えられる。 

 

意見の分類の仕方について，計画委員

会で確認する。 

事前に学級会ノート

に目を通し，出ている

意見をまとめておくと

効率的な話合いになる。 

話合いを進め

る際の留意点，合

意形成に向けた

意見のまとめ方

等について計画

委員会で話し合

い，記述してお

く。 

【知識・技能】 

計画委員会の役割
や準備など，効率的な
進め方を理解してい
る様子から，十分満足
できる活動の状況で
あると考えられる。 

司 会 グ ル ー

プの自分の役

割について具

体的なめあて

を立てること

ができるよう

にし，主体的に

取り組むこと

ができるよう

にする。 
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〈資料④ 計画委員会ノートの作成の留意点と評価の工夫例〉 

児童による活動計画の作成に当たっては，児童によって計画し，一連の活動を見通して，自分たち

の力で実行できるようにすることが重要である。全体を以下のような計画委員会ノートを作成し，円

滑な学級会の進め方や合意形成の仕方等について計画委員と確認することが重要である。 

記載する内容については，議題に沿ったものにし，学級会を進めていく上で必要な内容や合意形成

を図るために必要な内容等について書くようにする。 
 

第第    回回    計計画画委委員員会会ノノーートト  ○月 ○日（  ）〇校時 
              ○年 ○組 ○番 名前  ○○○ ○○○  
議議題題  ５年生がんばったね集会をしよう 

提提案案理理由由  
  

５年○組のみんなで４月からがんばってきました。１年間のがん 
ばりをみんなで認め合いながら，楽しめる会をすることで，さらに 
みんなが仲良くなり，これからもがんばろうという気持ちになると 
思って提案しました。  

決決ままっってていいるるこことと  日時・・○月○日の○時間目 
場所・・教室  ゲームは１つ それ以外 1 つ  

司司会会ググルルーーププ  
司会 

○○さん 
 

○○さん 
⿊板記録 

○○さん 
 

○○さん 
ノート記録 

○○さん 
話話合合いいののめめああてて  がんばったことを振り返ることができる会の内容と工夫を考えよう。 

自自分分ののめめああてて  わかりやすいように線でまとめたりつなげたり工夫して黒板にかく。 

話話合合いいのの順順序序  気をつけること  準備  
１ はじめのことば 

２ 司会グループの紹介 

３ 議題の確認 

４ 提案理由の説明 

５ 決まっていることの確認 

６ 話合いのめあての確認 

 

・自分のめあてをはっきり言う。 

 

・他に確認したいことはないか聞く。 

・ノート 

  

７ 話合い 

話し合うこと① 

「何をするか」 

(1０分間) 

話し合うこと② 

「がんばりを認め合う

工夫はどうするか」 

(15 分間) 

話し合うこと③ 

「どんな役割が必要か」 

(５分間) 

 

８ 決まったことの発表 

９ 振り返り 

10  先生のお話 

11  おわりのことば 

・がんばったことを振り返られるようながんばった
ね集会にしようとみんなに考えてもらう。 

・反対意見がでたら，解決するアイデアがあるか聞
く。 

・ゲームのやり方がわからないときは，じっさいにや
ってもらう。 

・すごろくのひとマスの大きさはじっさいに見せて
もらう。 

・みんなのがんばりが認められるゲームなのか考え
る。 

・時間に気を付けて話し合うようにする。 
・「ゲームの工夫」と「会の工夫」に分け黒板に書く。 
・工夫はいくつあってもよいけど，できるかどうかみ

んなに考えてもらって，意見をまとめる。 
・みんなが学級会ノートに書いた役わりを先に 

はっておき,他に必要な役わりはないか聞く。 
・学級会ノートに振り返りをかいてもらう。 
（時間があったら発表する。なかったら帰りの会で
する。） 

  
・・短短冊冊  
  
  

  

【主体的態度】 

自分の役割や責任
を果たして学級会に
取り組もうとしてい
る様子から，十分満足
できる活動の状況で
あると考えられる。 

 

意見の分類の仕方について，計画委員

会で確認する。 

事前に学級会ノート

に目を通し，出ている

意見をまとめておくと

効率的な話合いになる。 

話合いを進め

る際の留意点，合

意形成に向けた

意見のまとめ方

等について計画

委員会で話し合

い，記述してお

く。 

【知識・技能】 

計画委員会の役割
や準備など，効率的な
進め方を理解してい
る様子から，十分満足
できる活動の状況で
あると考えられる。 

司 会 グ ル ー

プの自分の役

割について具

体的なめあて

を立てること

ができるよう

にし，主体的に

取り組むこと

ができるよう

にする。 
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特別活動  事例２ 

キーワード 学級活動(2)の指導と評価の計画から評価の総括まで 

 

題材  内容のまとまり 

第４学年「見直そう ゲームの時間」 
 
 

学級活動「(2)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」 

 
１ 学級活動(2)で育成を目指す資質・能力  

○ 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全といった,自己の生活上の課題の改善に向け

て取り組むことの意義を理解するとともに,そのために必要な知識や行動の仕方を身に付けるように

する。  

○ 自己の生活上の課題に気付き,多様な意見を基に,自ら解決方法を意思決定することができるよう

にする。  

○ 自己の生活をよりよくするために,他者と協働して自己の生活上の課題の解決に向けて粘り強く取

り組んだり,他者を尊重してよりよい人間関係を形成しようとしたりする態度を養う。 

 
２ 第３学年及び第４学年の評価規準  

よりよい生活を 

築くための知識・技能 
集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 
主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 
日常生活への自己の適応に関す

る諸課題の改善に向けて取り組

むことの意義を理解し，よりよい

生活を送るための知識や行動の

仕方を身に付けている。 

日常生活への自己の適応に関す

る諸課題に気付き，解決方法など

について話し合い，自分に合った

よりよい解決方法を意思決定し

て実践している。 

自己の生活をよりよくするため

に，見通しをもったり振り返っ

たりしながら，意欲的に課題解

決に取り組み，他者と協力し合

ってよりよい人間関係を形成し

ようとしている。 
 
３ 指導と評価の計画 

 学級活動「(2)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」においては，粘り強く自己

の課題解決に向け取り組めるようにし，児童一人一人に自己指導能力を育成することをねらいとし

ている。ねらいに迫るためには現在の自分の課題を見つめ，自己の成長のために学級全体で話し合い，

自分に合った具体的な解決方法や目標を意思決定し，主体的に実行できるようにする一連の活動が

大切である。評価の方法としては，児童の行動や変容など，教師の観察による方法が中心となるが，

学習カードを活用した方法なども考えられる。ここでは，評価の視点を記載した補助簿を活用した例

と学習カードを活用した例を紹介する。 

 第４学年○組 学級活動（２）指導案 
 ○月○日（○）第○校時 

指導者 教諭   ○○ ○○ 
養護教諭 ○○ ○○ 

１  題材 「見直そう ゲームの時間」 

学級活動(2) ア 基本的な生活習慣の形成 

 

２  題材について（略） 

（１）児童の実態（略）   

・本題材に関わるアンケートの結果を踏まえた児童の実態 

・これまでの学級活動の取組・中学年の評価規準からみた実態と目指す方向 

    
（２）題材設定の理由（略） 

・本題材設定の理由 

・本題材における指導の工夫と評価との関わり 

 

３ 第３学年及び第４学年の評価規準（略） 

 

４ 事前の指導 

児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

アンケートに記入する。 ・ゲームに費やす時間やゲームの

やりすぎで困った経験などを調

査し，表やグラフにまとめる。 

・これまでの生活を振り返る時間

を設け，課題への意識を高めら

れるようにする。 

◎ゲームに関する自己の生活を進

んで振り返ろうとしている。 

【主体的態度】〈アンケート〉 

 

５ 本時のねらい 

ゲームに集中しすぎてしまうことが学校生活に影響を与えることを知り,けじめをつけて利用す

ることができるようにする。 

 
６ 本時の展開  

 

児童の活動 
指導上の留意点 

資料 
◎目指す児童の姿 
【観点】〈評価方法〉 T１（学級担任） T２（養護教諭） 

 

導

入 

 

つ

か

む 

１ 事前のアンケー

トを見て気付いた

ことを話し合う。 

 

２ ゲームのやりす

ぎによる問題点を

考える。 

 

 

・ゲームに関する学

級全体の課題を確

認し,課題解決へ

の必要感を高め

る。 

・スライドでアンケ 

 ート結果を表示す 

 る。 

集計結果 

 

 

 

展

開 

 

さ

ぐ

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ゲームをやめら

れない原因を考え

る。 

 

 

４ ゲームのやり過

ぎによる体への影

響を知る。 

 

 

 
 

・自分の意志の弱さ

でやめられない

以外にも,ゲーム

には,集中させる

仕組みがあるこ

とを知る。 
 

 

・ルールを守ってゲ

ームを利用する

ことの大切さを

説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・視力の低下や睡眠

不足が学力にも影

響することなどを

説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
体への影響

に関する掲

示資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T１・T２の役割を明確にして，と

もに授業を考えるようにすることが

大切である。 

ゲームの時間を守れるようにするためにどのようにし

たらよいか考えよう 

題材を児童に分かる言葉に置き換え

て，本時のめあてとして提示した例 

(５) 

(15) 
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（２）題材設定の理由（略） 

・本題材設定の理由 

・本題材における指導の工夫と評価との関わり 

 

３ 第３学年及び第４学年の評価規準（略） 

 

４ 事前の指導 

児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

アンケートに記入する。 ・ゲームに費やす時間やゲームの

やりすぎで困った経験などを調

査し，表やグラフにまとめる。 

・これまでの生活を振り返る時間

を設け，課題への意識を高めら

れるようにする。 

◎ゲームに関する自己の生活を進

んで振り返ろうとしている。 

【主体的態度】〈アンケート〉 

 

５ 本時のねらい 

ゲームに集中しすぎてしまうことが学校生活に影響を与えることを知り,けじめをつけて利用す

ることができるようにする。 

 
６ 本時の展開  

 

児童の活動 
指導上の留意点 

資料 
◎目指す児童の姿 
【観点】〈評価方法〉 T１（学級担任） T２（養護教諭） 

 

導

入 

 

つ

か

む 

１ 事前のアンケー

トを見て気付いた

ことを話し合う。 

 

２ ゲームのやりす

ぎによる問題点を

考える。 

 

 

・ゲームに関する学

級全体の課題を確

認し,課題解決へ

の必要感を高め

る。 

・スライドでアンケ 

 ート結果を表示す 

 る。 

集計結果 

 

 

 

展

開 

 

さ

ぐ

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ゲームをやめら

れない原因を考え

る。 

 

 

４ ゲームのやり過

ぎによる体への影

響を知る。 

 

 

 
 

・自分の意志の弱さ

でやめられない

以外にも,ゲーム

には,集中させる

仕組みがあるこ

とを知る。 
 

 

・ルールを守ってゲ

ームを利用する

ことの大切さを

説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・視力の低下や睡眠

不足が学力にも影

響することなどを

説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
体への影響

に関する掲

示資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T１・T２の役割を明確にして，と

もに授業を考えるようにすることが

大切である。 

ゲームの時間を守れるようにするためにどのようにし

たらよいか考えよう 

題材を児童に分かる言葉に置き換え

て，本時のめあてとして提示した例 

(５) 

(15) 
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見

つ

け

る 

 

５ ゲームのやり過

ぎを改善する方法

について話し合

う。 

 
 

・やり過ぎないよう

にするにはどの

ようにすればよ

いか,自分の経験

を想起したり，友

達の工夫を聞い

たりして,具体的

な方法を考えら

れるようにする。 

 
◎どうしたらゲー

ムのやり過ぎを

改善できるのか

を考えている。 

【思考・判断・表現】 

〈観察〉 

 

 

 

 

 

◎自分の課題に合

った具体的な目

標を決めている。 

【思考・判断・表現】 

〈めあてカード〉 

 

終

末 

 

決

め

る 

 

 

６ 話し合ったこと

を参考にしてこれ

からの生活におけ

るゲームの約束に

ついて，個人目標

（内容や方法な

ど）を決める。 

 

・話合いの結果を参

考に,自分の課題

に合った具体的な

目標になるよう，

助言する。 

・数名に発表しても

らい，目標の修正

や実践の参考にで

きるようにする。 

 

・机間指導を行い必

要に応じて具体性

のある目標が立て

られるよう助言す

る。 

 

学習カード 

 

７ 事後の指導 

児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

自分の立てた目標や取組

について振り返る。 

 

友達同士で取組を確認し

合う。 

・事後に振り返る機会を設定し，

実践化に向けて継続した取組に

なるように助言する。 

・帰りの会などを利用して，友達

同士で取組を確認し合う場を設

け，お互いのがんばりを励まし

合うことにより，実践の継続を

図るようにする。 

◎今後の生活におけるゲームの使

い方への見通しをもち,自己の課

題を改善しようとしている。 

【主体的態度】〈めあてカード〉 

 

８ 板書計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

(15) 
 「十分満足できる活動の状況」を的確に見

取るため,評価規準をもとに具体的な児童の

姿を想定していくつか記述する。 

話合いをする児童の様子 

（10） 

【努力を要する活動の状況と判断される場合】 

 児童の家庭での様子を聞きながら，板書

に掲示してある具体的な方法や友達の発表

を参考に目標を設定するよう助言する。 

99//1155  見見直直そそううゲゲーームムのの時時間間  

 つつかかむむ  

ゲゲーームムををししてていいるる時時間間（（平平日日））  

・・ゲゲーームムををややっってていいるる

人人がが多多いい  

・・２２時時間間以以上上ゲゲーームムをを

ししてていいるる人人がが多多いい  

・・ねねぼぼううししたた。。  

・・ししゅゅくくだだいいををややれれななかかっったた。。  

・・おお家家のの人人ににししかからられれたた。。  

・・目目ががいいたたくくななっったた。。  

・・ねねむむれれななくくななっったた。。  

ここままっったたここととははあありりまますすかか  

ささぐぐるる  

ゲゲーームムををややりりすすぎぎててししままうう原原いいんんはは？？  

見見つつけけるる  

決決めめるる  

ゲゲーームムのの時時間間をを守守れれるるよよううににすするるたためめににどどののよよううににししたたららよよいいかか考考ええよようう  

・・おおももししろろいいかからら    

・・つつづづききがが気気ににななるるかからら  

・・強強くくななりりたたいいかからら  

ゲゲーームムのの時時間間はは毎毎日日１１時時間間以以内内ににすするる。。  

時時間間ががすすぎぎたたらら家家のの人人ににああずずかかっっててももららうう。。  

ゲゲーームムののゆゆううわわくく  

・・時時間間ががすすぎぎたたらら，，家家のの人人ににわわたたすす。。  

・・タタイイママーーををセセッットトししてて，，時時間間をを忘忘れれなないいよよううにに  

  すするる。。  

・・ゲゲーームムががででききるる時時間間をを家家のの人人ににせせっってていいししてて  

  ももららうう。。  

・・ししゅゅくくだだいいををややっっててかかららゲゲーームムををすするる。。  

・・読読書書ををししたたりり絵絵ををかかいいたたりりすするる。。  

  

ゲゲーームムのの時時間間はは平平日日はは4400分分，，土土日日はは１１時時間間ににすするる。。

タタイイママーーををセセッットトししててわわすすれれなないいよよううににすするる。。  

すすいいみみんん不不足足・・視視力力ののてていい下下  

学学校校生生活活ににももええいいききょょうう  

 

４ 評価方法の工夫例 

（１）学習カードを活用した評価の工夫例 

 次の資料①は，本時の活動から【思考・判断・表現】，事後の活動から【主体的態度】を見取るた

めの評価カードの工夫例である。 

〈資料①学習カード〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

（２）目標の修正について 

 次の資料は，目標の修正に取り組み，達成に向けた手立てを再設定した例である。学習カードを活

用し，最後まで実践しようとする意欲を高めることが大切である。 

※自己の取組を振り返るとともに，目標達成に向けての手立てを

再度，考える機会を設けることも考えられる。（資料②） 

【思考・判断・表現】 

課題解決に向け「なに

を」「どのように」といった

視点で，めあてを書くこと

で,実現可能な具体的な目

標になっているかを見取

る。この児童の場合,時間

や方法などを具体的に決

めることができているこ

とから十分満足できる活

動の状況であると考えら

れる。 

※【知識・技能】について,

指導すべき知識・技能が明

確な場合は,学習カードに

評価項目を設けて見取る

ことも考えられる。 

自己評価  

日常生活の様子を加味

しながら,児童の自己評価

をもとに取組を称賛した

り，指導に生かしたりす

る。 

【主体的態度】 

取組を振り返り，次の生活に生かそうとしているかを見取る。ゲーム以外の楽しみを見付ける

ことができたと書いてあることから，十分満足できる活動の状況であると考えられる。 
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４ 評価方法の工夫例 

（１）学習カードを活用した評価の工夫例 

 次の資料①は，本時の活動から【思考・判断・表現】，事後の活動から【主体的態度】を見取るた

めの評価カードの工夫例である。 

〈資料①学習カード〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

（２）目標の修正について 

 次の資料は，目標の修正に取り組み，達成に向けた手立てを再設定した例である。学習カードを活

用し，最後まで実践しようとする意欲を高めることが大切である。 

※自己の取組を振り返るとともに，目標達成に向けての手立てを

再度，考える機会を設けることも考えられる。（資料②） 

【思考・判断・表現】 

課題解決に向け「なに

を」「どのように」といった

視点で，めあてを書くこと

で,実現可能な具体的な目

標になっているかを見取

る。この児童の場合,時間

や方法などを具体的に決

めることができているこ

とから十分満足できる活

動の状況であると考えら

れる。 

※【知識・技能】について,

指導すべき知識・技能が明

確な場合は,学習カードに

評価項目を設けて見取る

ことも考えられる。 

自己評価  

日常生活の様子を加味

しながら,児童の自己評価

をもとに取組を称賛した

り，指導に生かしたりす

る。 

【主体的態度】 

取組を振り返り，次の生活に生かそうとしているかを見取る。ゲーム以外の楽しみを見付ける

ことができたと書いてあることから，十分満足できる活動の状況であると考えられる。 
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山路を登りながら

〈資料②目標を修正した学習カードの例１〉 

 

 

 

 

〈資料②目標を修正した学習カードの例２〉 

 

 

 

 

（３）年間を通じて評価結果を蓄積する工夫例 

 次の資料は，教師の観察や学習カードの記入を参考に，機会を捉えながら評価し,それを記録する

ためのものである。ここでは,学級活動(2)，(3)においては，「現在の生活上の課題」「現在及び将来

を見通した生活や学習の課題」という違いはあるが，基本的な学習過程が同じであることを踏まえ，

同じ補助簿を用いて，評価結果を蓄積していく例である。 

 

〈資料③ 補助簿の例〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

この児童の場合,目標の修正をす

るとともに達成に向けて保護者に支

援してもらう手立てを考えている。 

この児童の場合,実践していく中

で，ゲーム以外に何ができるかを具

体的に考え，目標を追加している。

【メモによる評価の蓄積】 

○を付けて評価した児童の姿を記録し

ておくことも考えられる。メモを蓄積す

ることで，総合所見及び指導上参考とな

る諸事項に書く際に生かすことができる。 

 

知識・技能の評価 
学習カードの記述や実践の様子か

ら生活や学習に必要な知識・技能を

身に付けているか等を見取る。 

思考・判断・表現の評価 

話合いで出された考えを踏まえ,

自分の課題に合った具体的なめあて

を立てているか等を見取る。 

学級活動(2)「見直そう ゲーム

の時間」において，自分の課題に

合った具体的なめあてを設定する

など,十分満足できる活動の状況

だったため○が付いている。 

【学級活動(2)(3)の総括について】 

総括して○を付ける際には，学校で統一した方法を予

め設定しておくことが必要である。  例えば，  上記の表のよ

うに知識・技能に○が付いていなくても， 思考・判断・表現，

主体的態度において，複数○が付いている場合，総括にお

いても○を付けることも考えられる。 

主体的態度の評価 
実践の様子や実践後の様子から,

見通しをもって活動しようとして

いるか粘り強く活動しようとして

いるか等を見取る。 

特別活動   事例３ 

キーワード 学級活動(3)の指導と評価の計画から評価の総括まで 

 

題材  内容のまとまり 

第５学年「６年生に向けて」 
 
 

学級活動「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」 

 

１ 学級活動(3)で育成を目指す資質・能力 

○ 働くことや学ぶことの意義を理解するとともに，自己のよさを生かしながら将来への見通し 

をもち，自己実現を図るために必要なことを理解し，行動の在り方を身に付けるようにする。  

○ 自己の生活や学習の課題について考え，自己への理解を深め，よりよく生きるための課題を

見いだし，解決のために話し合って意思決定し，自己のよさを生かしたり，他者と協力したり

して，主体的に活動することができるようにする。 

○ 現在及び将来にわたってよりよく生きるために，自分に合った目標を立て，自己のよさを生

かし，他者と協働して目標の達成を目指しながら主体的に行動しようとする態度を養う。 

 

２ 第５学年及び第６学年の評価規準  

よりよい生活を 
築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 
思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 
よりよくしようとする態度 

希望や目標をもつこと，働くこ
とや学ぶことの意義を理解し,
自己のよさを生かしながら将来
への見通しをもち, 自己実現を
図るために必要な知識や行動の
仕方を身に付けている。 

希望や目標をもつこと，働くこと
や学ぶことについて,よりよく生
きるための課題を認識し，解決方
法などについて話し合い，自分に
合った解決方法を意思決定して
実践している。 

現在及び将来にわたってよりよ
く生きるために，見通しをもった
り振り返ったりしながら，自己の
よさを生かし，他者と協働して，
自己実現に向けて自主的に行動
しようとしている。 

 

３ 指導と評価の計画 

学級活動「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」は，児童が，将来に向けた自己実現を目指し

てよりよく生活するための課題に気付き，解決方法などについて話し合い，自分に合った解決方法を

意思決定して実践していくことができるようにすることが大切である。 

次は，第５学年 学級活動(3)「６年生に向けて」（ア現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲

や態度の形成）の例である。 

 
第５学年○組 学級活動（３）指導案 

○年１月○日（○）第○校時 

指導者  教諭 ○○ ○○ 

１ 題材 「６年生に向けて」  

学級活動(3) ア 現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成 

 

２ 題材について  

（１）児童の実態（略） 

  ・児童の学級生活における実態 ・これまでの学級活動の取組 

  ・高学年の評価規準からみた実態と目指す方向 

（２）題材設定の理由（略） 

・題材設定理由 
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特別活動   事例３ 

キーワード 学級活動(3)の指導と評価の計画から評価の総括まで 

 

題材  内容のまとまり 

第５学年「６年生に向けて」 
 
 

学級活動「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」 

 

１ 学級活動(3)で育成を目指す資質・能力 

○ 働くことや学ぶことの意義を理解するとともに，自己のよさを生かしながら将来への見通し 

をもち，自己実現を図るために必要なことを理解し，行動の在り方を身に付けるようにする。  

○ 自己の生活や学習の課題について考え，自己への理解を深め，よりよく生きるための課題を

見いだし，解決のために話し合って意思決定し，自己のよさを生かしたり，他者と協力したり

して，主体的に活動することができるようにする。 

○ 現在及び将来にわたってよりよく生きるために，自分に合った目標を立て，自己のよさを生

かし，他者と協働して目標の達成を目指しながら主体的に行動しようとする態度を養う。 

 

２ 第５学年及び第６学年の評価規準  

よりよい生活を 
築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 
思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 
よりよくしようとする態度 

希望や目標をもつこと，働くこ
とや学ぶことの意義を理解し,
自己のよさを生かしながら将来
への見通しをもち, 自己実現を
図るために必要な知識や行動の
仕方を身に付けている。 

希望や目標をもつこと，働くこと
や学ぶことについて,よりよく生
きるための課題を認識し，解決方
法などについて話し合い，自分に
合った解決方法を意思決定して
実践している。 

現在及び将来にわたってよりよ
く生きるために，見通しをもった
り振り返ったりしながら，自己の
よさを生かし，他者と協働して，
自己実現に向けて自主的に行動
しようとしている。 

 

３ 指導と評価の計画 

学級活動「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」は，児童が，将来に向けた自己実現を目指し

てよりよく生活するための課題に気付き，解決方法などについて話し合い，自分に合った解決方法を

意思決定して実践していくことができるようにすることが大切である。 

次は，第５学年 学級活動(3)「６年生に向けて」（ア現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲

や態度の形成）の例である。 

 
第５学年○組 学級活動（３）指導案 

○年１月○日（○）第○校時 

指導者  教諭 ○○ ○○ 

１ 題材 「６年生に向けて」  

学級活動(3) ア 現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成 

 

２ 題材について  

（１）児童の実態（略） 

  ・児童の学級生活における実態 ・これまでの学級活動の取組 

  ・高学年の評価規準からみた実態と目指す方向 

（２）題材設定の理由（略） 

・題材設定理由 
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・本題材における指導の工夫と評価との関わり 
 

３ 第５学年及び第６学年の評価規準 （略） 
 

４ 事前の指導 

児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 
５年生のこれまでを振り

返ったり，６年生へ向けた
期待感を想起したりするア
ンケートに記入する。 

・「６年生に向けて」のアンケートを
用意し，５年生の生活を振り返った
上で，６年生に向けての期待感を想
起できるようにする。 

・「キャリア・パスポート」等を活用
し，これまでの自分の成長に気付け
るようにする。 

◎アンケートに答えること
で，５年生の生活を振り返
ったり，６年生に向けての
期待感を抱いたりして，学
習への見通しをもとうとし
ている。 

【主体的態度】〈アンケート〉 

 

５ 本時のねらい 

最高学年になっていくための見通しをもち，そのために必要なことについて話し合い，自分に合っ
ためあてを立てて実践できるようにする。 

 

６ 本時の展開 

 

児童の活動 指導上の留意点 資料 
◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

導
入 

つ
か
む 

⑸ 

１ アンケート結
果から，６年生に
なるに当たって
の自分たちの思
いについて話し
合う。 

 
 
 

・アンケート結果をもとにし
て，６年生に向けて期待感
を抱いていることに気付け
るようにする。 

・「キャリア・パスポート」を
もとに自分たちの成長を想
起できるようにする。 

・アンケート
結果の表 

 
 
・「キャリア・
パ ス ポ ー
ト」 

 

展
開 
さ
ぐ
る 

 

⑽ 
 
 
 
 
  
  
 
 

見
つ
け
る 

 

⒇ 

 
２ ６年生になっ

たら，どんなこと
をがんばってい
きたいのかにつ
いて話し合う。 
・委員会活動  

・クラブ活動 

・運動会 

・歴史の学習 

・更に成長したい 

・友達を増やす 

・１年生のお手伝

い      

 
３ ６年生からの

メッセージ映像
を見る。 

 
 
 
 
 
 
 

 
・６年生が活躍していた場面
などの写真を活用し，最高
学年として自覚と責任をも
って行動する場面が増える
ことに気付けるようにす
る。 

 
 
 
 
 
 
 
・６年生からのメッセージ映
像を用意し，「６年生として
の心構え」や「自分たちが努
力してきたこと」，「励まし
のメッセージ」などについ
て語ってもらうことで，５
年生が６年生へと成長して
いくために必要なことに気
付くことができるようにす
る。 

 
・６年生が活
動する様子
の写真 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・６年生から
のメッセー
ジ映像 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なりたい 6 年生に向けて，自分が実践することを決めよう 

メッセージ映像を見る児童の様子 

 

 

４ どんな６年生
になりたいか，そ
のためにどんな
ことが必要かを
話し合う。 

・学習カードを用意し，一人
一人が考えた上で話し合
うことができるようにす
る。 

・学習カード  
 
 
 
 
◎なりたい６年生の姿

を明確にし，そのた
めに必要なことに
ついて考え，前向き
に話し合っている。 

◎話し合ったことを生
かして，自分が実践
することを意思決定
している。 
【思考・判断・表現】

〈観察・学習カード〉 
 

終
末
決
め
る 

 

⑽ 

５ これから６年
生になるまでに
自分が実践する
ことを決め，伝え
合う。 

・ここまでの話合いで出され
た意見などを生かして，自
分に合っためあてを学習
カードに記入するよう伝
える。 

・学習カード 

 
７ 事後の指導 

児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

意思決定しためあてを意識し
て実践する。 

・一人一人のめあてを掲示する
などして，実践への意欲付けと
なるようにする。 

◎意思決定したことを実践し
ている。 

【思考・判断・表現】 
〈観察〉 

実践について振り返る。 
（年度末までの各月末の帰りの
会など） 

・振り返りを行う機会を設定し，
継続した実践になるようにし
たり，必要に応じて新たにめあ
てを立てて取り組んだりでき
るようにする。 

◎実践を振り返り，現在及び
将来に向けての学校生活
や日常生活に生かそうと
している。 

【主体的態度】〈学習カード〉 

 
８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要に応じてグループで付箋などを
使って考えを出し合った上で，全体で
話し合うなどの方法も考えられる。 

６年生に向けて 

がんばりたいこと アンケート結果 

・・笑笑顔顔ででああいいささつつ  

・・映映像像のの６６年年生生ののよよううにに  
自自分分のの思思いいをを語語るるここととががででききるる  

・・けけじじめめををつつけけるる  

・・時時間間をを守守るる  
・・ルルーールルをを守守るる  
・・ももっっとと自自分分たたちちでで，，ささららにに楽楽ししいい

活活動動ををつつくくっってていいくく！！  
・・話話のの聞聞きき方方にに気気ををつつけけるる  

→→目目をを見見ててししっっかかりり話話をを聞聞くく  

気付いたこと 

めあてを立てよう！ 

 
 
 
・とても楽しみ １７人 
・楽しみ    １９人 
・あまり…    ０人 
・ぜんぜん…   0 人 

・・下下級級生生ににややささししくく・・けけじじめめ  

・・時時間間意意識識        ・・ろろうう下下歩歩行行      

・・下下級級生生ののおお手手本本にに・・人人前前でで話話すす力力  

・・笑笑顔顔ででああいいささつつ  ・・責責任任感感  

何が必要だろう？ 

けけ６６年年生生ななるるののがが楽楽ししみみ  

なりたい６年生になるために，自分が実践することを決めよう 

・・委委員員会会活活動動  ・・ククララブブ活活動動  
・・運運動動会会→→応応援援団団長長，，リリレレーー  
・・新新ししいい学学習習→→歴歴史史  
・・１１年年生生ののおお世世話話  
・・６６年年ののククララススもも楽楽ししいいククララススにに    

６年生からのメッセージ 

 
・・楽楽ししみみににししてていいるる人人がが多多いい  
・・最最高高学学年年ととししてて成成長長ししたたいいとと  
  多多くくのの人人がが思思っってていいるる  

つかむ さぐる 見つける 

決める 

めあてを書く児童の様子 

話合いをする児童の様子 
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４ どんな６年生
になりたいか，そ
のためにどんな
ことが必要かを
話し合う。 

・学習カードを用意し，一人
一人が考えた上で話し合
うことができるようにす
る。 

・学習カード  
 
 
 
 
◎なりたい６年生の姿

を明確にし，そのた
めに必要なことに
ついて考え，前向き
に話し合っている。 

◎話し合ったことを生
かして，自分が実践
することを意思決定
している。 
【思考・判断・表現】

〈観察・学習カード〉 
 

終
末
決
め
る 

 

⑽ 

５ これから６年
生になるまでに
自分が実践する
ことを決め，伝え
合う。 

・ここまでの話合いで出され
た意見などを生かして，自
分に合っためあてを学習
カードに記入するよう伝
える。 

・学習カード 

 
７ 事後の指導 

児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

意思決定しためあてを意識し
て実践する。 

・一人一人のめあてを掲示する
などして，実践への意欲付けと
なるようにする。 

◎意思決定したことを実践し
ている。 

【思考・判断・表現】 
〈観察〉 

実践について振り返る。 
（年度末までの各月末の帰りの
会など） 

・振り返りを行う機会を設定し，
継続した実践になるようにし
たり，必要に応じて新たにめあ
てを立てて取り組んだりでき
るようにする。 

◎実践を振り返り，現在及び
将来に向けての学校生活
や日常生活に生かそうと
している。 

【主体的態度】〈学習カード〉 

 
８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要に応じてグループで付箋などを
使って考えを出し合った上で，全体で
話し合うなどの方法も考えられる。 

６年生に向けて 

がんばりたいこと アンケート結果 

・・笑笑顔顔ででああいいささつつ  

・・映映像像のの６６年年生生ののよよううにに  
自自分分のの思思いいをを語語るるここととががででききるる  

・・けけじじめめををつつけけるる  

・・時時間間をを守守るる  
・・ルルーールルをを守守るる  
・・ももっっとと自自分分たたちちでで，，ささららにに楽楽ししいい

活活動動ををつつくくっってていいくく！！  
・・話話のの聞聞きき方方にに気気ををつつけけるる  

→→目目をを見見ててししっっかかりり話話をを聞聞くく  

気付いたこと 

めあてを立てよう！ 

 
 
 
・とても楽しみ １７人 
・楽しみ    １９人 
・あまり…    ０人 
・ぜんぜん…   0 人 

・・下下級級生生ににややささししくく・・けけじじめめ  

・・時時間間意意識識        ・・ろろうう下下歩歩行行      

・・下下級級生生ののおお手手本本にに・・人人前前でで話話すす力力  

・・笑笑顔顔ででああいいささつつ  ・・責責任任感感  

何が必要だろう？ 

けけ６６年年生生ななるるののがが楽楽ししみみ  

なりたい６年生になるために，自分が実践することを決めよう 

・・委委員員会会活活動動  ・・ククララブブ活活動動  
・・運運動動会会→→応応援援団団長長，，リリレレーー  
・・新新ししいい学学習習→→歴歴史史  
・・１１年年生生ののおお世世話話  
・・６６年年ののククララススもも楽楽ししいいククララススにに    

６年生からのメッセージ 

 
・・楽楽ししみみににししてていいるる人人がが多多いい  
・・最最高高学学年年ととししてて成成長長ししたたいいとと  
  多多くくのの人人がが思思っってていいるる  

つかむ さぐる 見つける 

決める 

めあてを書く児童の様子 

話合いをする児童の様子 
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４ 評価方法の工夫例 

（１）実際の児童の活動の様子から評価した例 

ここでは，本実践における実際の児童の姿から評価し，十分満足できる活動の状況と考えられる例

を示す。 

 ① 本時の展開における評価例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 事後の活動における評価例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行する 意思決定しためあてを意識して実践する。 

決める これから６年生になるまでに自分が実践することを決め，伝え合う。 

ぼくは，今がんばっている「発
言すること」を続けることが大事
だと思います。そうやって身に付
けたことは，将来にもつながる
し，そうやって成長していくこと
が大事だと思うからです。 

【思考・判断・表現】  
今の努力が将来につながることを記

述した上で，自分の行動目標を意思決
定し，事後においても意識して行動し
ていたことから，十分満足できる活動
の状況であると考えられる。  

見つける どんな６年生になりたいか，そのためにどんなことが必要か話し合う。 

なりたい６年生像について話し合う様子 

自分のめあてを書く児童 

自分のめあてを発表する児童 

振り返る 実践について振り返る。 

振り返りを発表する児童 

意思決定しためあてを実践している様子 

転んでしまっ
たのね。痛かった
ね。大丈夫だよ。
一緒に保健室に
行こうね。 

【思考・判断・表現】  
この児童は，下級生との関わりを増やすことをめ

あてにしていたが，休み時間に転んでしまった１年
生に自分から話しかけ，保健室へ連れて行くととも
に，１年の担任に報告にも行っていたことから，十
分満足できる活動の状況であると考えられる。 

ぼくは，あたり前のことを，あたり
前にできる６年生になれたらいいと
思います。例えば，今年の６年生は，
昇降口の掃除をいつもきれいにやっ
ていました。あたり前と言えば，あた
り前ですが，それが結構難しいと思い
ます。だからこそ，あたり前を大切に
していくことが必要だと思います。 

ぼくのめあては，「誰にでもや
さしい声かけをする」です。メッ
セージで６年生が言っていたよ
うに，６年生になったら，１年生
のお世話などで，やさしい声かけ
をしていくから，今のうちから誰
に対してもやさしい言葉をかけ
られる人になりたいと思います。 

ぼくのめあては，「楽しい学校生活
にしていくために，友達と協力して
進んで行動する」でした。係活動や集
会活動でも自分たちで協力して，自
分から動けたと思います。こうした
経験を，６年生になっても生かして
成長していきたいです。 

【主体的態度】  
自己の実践を振り返り，自身でも

めあてを実践できたことを実感して
おり，その経験を６年生になった際
にも生かして成長していこうとして
いることから，十分満足できる活動
の状況であると考えられる。 

【思考・判断・表現】  
６年生からの「やさしい声かけが大

切」というメッセージから考えたこと
をもとに，自分のめあてを立て，事後
において意欲的に実践していたことか
ら，十分満足できる活動の状況である
と考えられる。 

【思考・判断・表現】  
なりたい自分の姿を，今年の

６年生の姿から明確にし，自分
たちに必要なことを考えて話し
合い，意思決定につなげていた
ことから，十分満足できる活動
の状況であると考えられる。 

（２）学習カードを活用した評価例 

  次のような学習カードを活用して評価の参考にすることも考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別活動の評価は，「指導に生かす評
価」が大切である。そこで，担任のコメ
ント欄を設けるなど，児童のよさを認め，
伸ばすようにすると効果的である。 

また，家庭からのコメント欄を設けて，
家庭の理解や協力を得て，児童の励みに
なるようにすることも考えられる。 
 

知識・技能の評価を
する場合は，「自分た
ちに必要なこと」の記
述から，よりよい自分
へ向けて努力してい
く意義の理解等を見
取ることも考えられ
る。 

この学習カードを
「キャリア・パスポ
ート」とすることも
考えられる。 

〈資料① 「６年生に向けて」学習カード〉 

【思考・判断・表現】 
「自分から進んであ

いさつをする」と，具体
的な行動目標を意思決
定することができてい
ると考えられる。また，
下級生と積極的に関わ
るための方法として笑
顔であいさつをするこ
とが大切であると考え
ていることから，十分
満足できる活動の状況
であると考えられる。 

【思考・判断・表現】 
学級活動(3)のアに

おいては，実践期間が
比較的長くなることも
考えられる。そこで，
月ごとに振り返りの場
面を設定し，簡単に記
述することも効果的で
ある。この児童は，３
月の段階で，あいさつ
の喜びも感じ取ってい
ることから，十分満足
できる活動の状況であ
ると考えられる。 

【主体的態度】 
「実践を振り返って」で，

自分が１年生だったときの
思いを想起しながら，こうい
う人になりたいという思い
を抱き，自分のめあてを実践
しようとしていることから，
十分満足できる活動の状況
であると考えられる。 
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（２）学習カードを活用した評価例 

  次のような学習カードを活用して評価の参考にすることも考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別活動の評価は，「指導に生かす評
価」が大切である。そこで，担任のコメ
ント欄を設けるなど，児童のよさを認め，
伸ばすようにすると効果的である。 

また，家庭からのコメント欄を設けて，
家庭の理解や協力を得て，児童の励みに
なるようにすることも考えられる。 
 

知識・技能の評価を
する場合は，「自分た
ちに必要なこと」の記
述から，よりよい自分
へ向けて努力してい
く意義の理解等を見
取ることも考えられ
る。 

この学習カードを
「キャリア・パスポ
ート」とすることも
考えられる。 

〈資料① 「６年生に向けて」学習カード〉 

【思考・判断・表現】 
「自分から進んであ

いさつをする」と，具体
的な行動目標を意思決
定することができてい
ると考えられる。また，
下級生と積極的に関わ
るための方法として笑
顔であいさつをするこ
とが大切であると考え
ていることから，十分
満足できる活動の状況
であると考えられる。 

【思考・判断・表現】 
学級活動(3)のアに

おいては，実践期間が
比較的長くなることも
考えられる。そこで，
月ごとに振り返りの場
面を設定し，簡単に記
述することも効果的で
ある。この児童は，３
月の段階で，あいさつ
の喜びも感じ取ってい
ることから，十分満足
できる活動の状況であ
ると考えられる。 

【主体的態度】 
「実践を振り返って」で，

自分が１年生だったときの
思いを想起しながら，こうい
う人になりたいという思い
を抱き，自分のめあてを実践
しようとしていることから，
十分満足できる活動の状況
であると考えられる。 
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（３）事前のアンケートを活用して【主体的に生活や人間関係をよりよくしようとする態度】の評価

を行う場合の例 

   

【主体的に生活や人間関係をよりよくしようとする態度】の評価においては，見通しをもって学習

や実践に取り組むとともに，振り返りを通して次へ生かそうとしているかどうかを評価することが

考えられる。 

アンケートを評価に活用する場合は，アンケートに記述欄を設けるなどして，本題材に照らして自

分の生活を振り返り，改善へ向けての見通しをもっているかを見取ることが考えられる。その際，ア

ンケートのみで評価をするのではなく，実践の様子や，実践後の振り返りと合わせて総合的に評価す

ることも大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈資料② 「６年生に向けて」アンケート〉 

【主体的態度】   
この児童は６年生になるに当たっての期待感を抱いているとともに，今年の６年生のように運動会

でリーダーシップを発揮し，よりよい運動会をつくっていきたいと，今後の学校生活に向けて意欲を
もって取り組もうとする姿勢が見られることから，十分満足できる活動の状況であると考えられる。 

（４）年間を通じて蓄積した評価結果を総括する工夫例 

次の資料は，一人一人の活動の状況を適切に見取り，児童指導要録の評価に学校として一貫性をも

たせるために，学級活動の内容ごとに作成した補助簿の例である。ここでは，学級活動(3)の補助簿

の例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総括して○を付ける際に
は，例えば「観点別の○の数
が３個以上で付ける」など
といった，校内で統一した
考え方を予め設定しておく
ことも考えられる。 

毎回，全ての観点について
全員を見取ることは困難
であることから，本題材で
見取る児童を予め決めて
おくことも考えられる。 

どのような姿を見
取るのかを補助簿
に具体的に示して
おくことも考えら
れる。 

複数の題材で十分満
足できる活動の状況
が見られた場合，○
を複数付けることも
考えられる。 

観点によって，例えば，思考・判断・
表現は，毎回見取り，主体的態度は，
年間の児童の変容を踏まえて，年度
末にまとめて評価するなど弾力的に
評価することも考えられる。 

〈資料③ 学級活動(3)における評価補助簿の例〉 
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（４）年間を通じて蓄積した評価結果を総括する工夫例 

次の資料は，一人一人の活動の状況を適切に見取り，児童指導要録の評価に学校として一貫性をも

たせるために，学級活動の内容ごとに作成した補助簿の例である。ここでは，学級活動(3)の補助簿

の例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総括して○を付ける際に
は，例えば「観点別の○の数
が３個以上で付ける」など
といった，校内で統一した
考え方を予め設定しておく
ことも考えられる。 

毎回，全ての観点について
全員を見取ることは困難
であることから，本題材で
見取る児童を予め決めて
おくことも考えられる。 

どのような姿を見
取るのかを補助簿
に具体的に示して
おくことも考えら
れる。 

複数の題材で十分満
足できる活動の状況
が見られた場合，○
を複数付けることも
考えられる。 

観点によって，例えば，思考・判断・
表現は，毎回見取り，主体的態度は，
年間の児童の変容を踏まえて，年度
末にまとめて評価するなど弾力的に
評価することも考えられる。 

〈資料③ 学級活動(3)における評価補助簿の例〉 
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学級活動の(1)(2)(3)の評価を総括して児童指導要録に○を付ける工夫例 

児童指導要録には，学級活動(1)(2)(3)のそれぞれの実践をもとにした評価を総合的に判断して，

学級活動として十分に満足できる活動の状況であると判断できる児童に〇を付けることになる。こ

こでは，学級活動(1)及び(2)(3)で使用した補助簿をもとに学級活動全体を総括して評価し，児童指

導要録に〇を付ける方法の例を示す。 

学級活動（１）補助簿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学級活動（２）（３）補助簿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
児童指導要録に○を付ける例 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 （１） （２）（３） 児童指導要録 
 
名前 

   

A 〇 ○ ○○  
B 〇   
C  〇  
D    
E ○  ○○  

Ａ児のように，学級活動(1)及び(2)(3)の

どちらも○となった場合，児童指導要録に

◯を付ける。 

Ｅ児のように，学級活動(2)(3)の補助簿

において総括に◯を付けていない場合で

も，学級活動(1)の活動において，多くの

場面で創意を生かして話し合ったり，友達

と協働し，意欲的に取り組んだりしていた

ことから，児童指導要録に◯を付けること

も考えられる。 

特別活動  事例４ 

キーワード 児童会活動の指導と評価の計画から評価の総括まで 
 

委員会名  内容のまとまり 

保健委員会 
 
 

児童会活動 

 

１ 児童会活動で育成を目指す資質・能力 

○ 児童会やその中に置かれる委員会などの異年齢により構成される自治的組織における活動の

意義について理解するとともに，その活動のために必要なことを理解したり行動の仕方を身に

付けたりするようにする。  

○ 児童会において，学校生活の充実と向上を図るための課題を見いだし，解決するために話し

合い，合意形成を図ったり，意思決定したり，人間関係をよりよく形成したりすることができ

るようにする。 

○ 自治的な集団活動を通して身に付けたことを生かして，多様な他者と互いのよさを生かして

協働し，よりよい学校生活をつくろうとする態度を養う。 

 

２ 児童会活動の評価規準 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 
集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 
主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

楽しく豊かな学校生活をつく

る児童会活動の意義について

理解するとともに，活動の計画

や運営の方法，異年齢集団によ

る交流の仕方などを身に付け

ている。 

児童会の一員として，学校生活

の充実と向上を図るための課

題を見いだし，解決するために

話し合い，合意形成を図った

り，意思決定をしたり，人間関

係をよりよく形成したりして

主体的に実践している。 

楽しく豊かな学校生活をつく

るために，多様な他者と互いの

よさを生かして協働し，児童会

の活動に積極的に取り組もう

としている。 

 

 

３ 指導と評価の計画 

児童会活動は，学校全体の生活を共に楽しく豊かにするために学校の全児童をもって組織する異

年齢集団の児童会による自発的，自治的活動である。教師の適切な指導の下に，児童の発意・発想に

基づき，創意工夫を生かして活動計画を作成し，自主的，実践的な活動が展開できるようにすること

が大切である。 

児童会活動の指導と評価の年間計画は，児童が作成する活動計画の基となる計画として立案する

ものである。具体的には，学習指導要領に示された児童会活動の目標に基づいて，各学校で育成を目

指す資質・能力を明確にし，評価規準を設定するとともに，予想される主な活動内容に即して，指導

上の留意点や各種委員会活動における目指す児童の姿を明確にしておくことが考えられる。 

次の例は，保健委員会の年間指導計画例である。 
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特別活動  事例４ 

キーワード 児童会活動の指導と評価の計画から評価の総括まで 
 

委員会名  内容のまとまり 

保健委員会 
 
 

児童会活動 

 

１ 児童会活動で育成を目指す資質・能力 

○ 児童会やその中に置かれる委員会などの異年齢により構成される自治的組織における活動の

意義について理解するとともに，その活動のために必要なことを理解したり行動の仕方を身に

付けたりするようにする。  

○ 児童会において，学校生活の充実と向上を図るための課題を見いだし，解決するために話し

合い，合意形成を図ったり，意思決定したり，人間関係をよりよく形成したりすることができ

るようにする。 

○ 自治的な集団活動を通して身に付けたことを生かして，多様な他者と互いのよさを生かして

協働し，よりよい学校生活をつくろうとする態度を養う。 

 

２ 児童会活動の評価規準 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 
集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 
主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

楽しく豊かな学校生活をつく

る児童会活動の意義について

理解するとともに，活動の計画

や運営の方法，異年齢集団によ

る交流の仕方などを身に付け

ている。 

児童会の一員として，学校生活

の充実と向上を図るための課

題を見いだし，解決するために

話し合い，合意形成を図った

り，意思決定をしたり，人間関

係をよりよく形成したりして

主体的に実践している。 

楽しく豊かな学校生活をつく

るために，多様な他者と互いの

よさを生かして協働し，児童会

の活動に積極的に取り組もう

としている。 

 

 

３ 指導と評価の計画 

児童会活動は，学校全体の生活を共に楽しく豊かにするために学校の全児童をもって組織する異

年齢集団の児童会による自発的，自治的活動である。教師の適切な指導の下に，児童の発意・発想に

基づき，創意工夫を生かして活動計画を作成し，自主的，実践的な活動が展開できるようにすること

が大切である。 

児童会活動の指導と評価の年間計画は，児童が作成する活動計画の基となる計画として立案する

ものである。具体的には，学習指導要領に示された児童会活動の目標に基づいて，各学校で育成を目

指す資質・能力を明確にし，評価規準を設定するとともに，予想される主な活動内容に即して，指導

上の留意点や各種委員会活動における目指す児童の姿を明確にしておくことが考えられる。 

次の例は，保健委員会の年間指導計画例である。 

 

 

- 65 -

第３編
事例４



１ 保健委員会の年間指導計画例 

 
日常活動 

創意工夫を 

生かした活動 
指導上の留意点 

一 

学 

期 

○保健委員会の計画や

運営 

・活動計画 

・役割分担 

 

○日常の活動内容 

・石鹸の詰め替え 

・トイレットペーパー

の補充 等 

 

 

 

 

◯歯みがきの励行

（放送・集会） 

 

◯歯みがきカレ 

ンダーの作成 

◯手洗い・うがい 

標語・ポスターの

募集等 

 

◯健康かるたの 

作成  

○インフルエンザ予

防集会 

・保健委員会のねらいに基づき，児童が話し合って

活動計画を立てることができるようにする。 

・保健委員会の日常の活動内容について話し合い，

協力して取り組むことができるようにする。 

・計画や運営の仕方を理解して，自分たちで進行で

きるようにすることにより，児童が主体的に保健

委員会の活動に参画できるようにする。 

・健康に関わる学校生活の課題（例：風邪の予防・

むし歯予防・けがの未然防止など）を改善するた

めに，どんな取組が必要か，児童の発意・発想を

生かして話し合うことができるようにする。 

・一部の児童に役割が偏らず，全員で協力して分担

できるようにする。 

二 

学 

期 

・ 

 活動の流れ ◎目指す児童の姿【観点】〈評価方法〉 

準 

備 

○話合い（活動計画の作成） 

・活動のめあて・集会の内容 

・役割分担 

○決定内容の連絡 

○集会の準備，練習 

◎インフルエンザの予防の大切さが伝わる工

夫について話し合い，意見をまとめている。 

【思考・判断・表現】〈観察〉 

 

児 

童 

会 

集 

会 

活 

動 

インフルエンザ予防集会 

１ はじめの言葉 

２ 保健委員のあいさつ 

３ 咳エチケット・手洗いの劇 

４ インフルエンザ予防クイズ 

５ 終わりの言葉 

◎協力して劇やクイズに取り組もうとしてい

る。        【主体的態度】〈観察〉 

 

 

 

 

 協力してクイズに取り組む児童 

振

り

返 

り 

○活動の成果や課題の確認 

 ・がんばったこと 

 ・友達のよさやがんばり 

 ・次への課題 

◎集会活動における自分の役割や参加の仕方

などを振り返り，成果や課題を次回の活動に

生かそうとしている。 

【主体的態度】〈集会活動がんばりカード〉 

三 

学 

期 

とこたし価評互相・価評己自，り返り振を動活・ るすをり返り振の間年１○

を次の活動に生かせるように助言する。 

・児童の活動のよさやがんばりを称賛し，次の活

動の意欲付けをする。 

 

２ 児童が作成する児童会活動の年間活動計画例（保健委員会の例） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 評価方法の工夫  

（１）実際の児童の姿からの評価例 

 

 

 

 

 

                 話合いをしている様子 

 

 

 

 

 

              石けん補充や掃除をしている児童 

【思考・判断・表現】 

みんなの生活のことを考え，歯

磨きの大切さを伝えるための方法

を話し合い，合意形成を図ろうと

する様子から，十分満足できる活

動の状況であると考えられる。 

   【思考・判断・表現】 

みんなの生活のことを考え，自分

の役割について意思決定し，活動を

継続している様子から，十分満足で

きる活動の状況であると考えられ

る。 

「私は，歯みがきを全校児

童にもっとわかってもらう

ためには歯みがきの劇をや

ってみたらいいと思いま

す。」 

「それだと歯みがきの仕方

をわからない人もいると思

うので各学級を回って歯み

がきの仕方の説明をしたほ

うがいいと思います。」 

〈留意事項〉 

○教師は，児童自身が委員会の活動を行うために，創意工夫をしたり，協力して役割分担した

りするなど、進んで参画できるような指導に努める。 

○委員会活動の内容は，児童会活動の目標を達成するためにふさわしいものとなるように指導

するとともに，児童の負担過重にならないよう配慮する。 

○児童の手で実践できない活動など，児童の自治的な活動として任せることのできない条件を

明確にして指導に当たる必要がある。 
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２ 児童が作成する児童会活動の年間活動計画例（保健委員会の例） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 評価方法の工夫  

（１）実際の児童の姿からの評価例 

 

 

 

 

 

                 話合いをしている様子 

 

 

 

 

 

              石けん補充や掃除をしている児童 

【思考・判断・表現】 

みんなの生活のことを考え，歯

磨きの大切さを伝えるための方法

を話し合い，合意形成を図ろうと

する様子から，十分満足できる活

動の状況であると考えられる。 

   【思考・判断・表現】 

みんなの生活のことを考え，自分

の役割について意思決定し，活動を

継続している様子から，十分満足で

きる活動の状況であると考えられ

る。 

「私は，歯みがきを全校児

童にもっとわかってもらう

ためには歯みがきの劇をや

ってみたらいいと思いま

す。」 

「それだと歯みがきの仕方

をわからない人もいると思

うので各学級を回って歯み

がきの仕方の説明をしたほ

うがいいと思います。」 

〈留意事項〉 

○教師は，児童自身が委員会の活動を行うために，創意工夫をしたり，協力して役割分担した

りするなど、進んで参画できるような指導に努める。 

○委員会活動の内容は，児童会活動の目標を達成するためにふさわしいものとなるように指導

するとともに，児童の負担過重にならないよう配慮する。 

○児童の手で実践できない活動など，児童の自治的な活動として任せることのできない条件を

明確にして指導に当たる必要がある。 
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（３）振り返りカードで評価する例 

各種委員会活動においては，常時活動だけではなく，児童の発意・発想を生かした活動を展開する

ことが大切である。その際，創意工夫された様々な活動の中から重点化を図り，資料②のような振り

返りカードを活用して評価する工夫も考えられる。 

 
〈資料② 児童集会活動 振り返りカード〉 

           

 

 

 

 

 

 

 

【主体的態度】 

インフルエンザ予

防集会の取組を振り

返るとともに，今後

の活動に向けての意

欲が書かれているこ

とから，十分満足で

きる活動の状況であ

ると考えられる。 

（２）児童の委員会活動カードを参考にして評価する例 

委員会活動における常時活動においては，担当教師の目の届かない場面での活動も考えられる。そ

こで，次のような児童が記入するカード〈資料①・②〉などを活用することも考えられる。 

 〈資料① 児童の委員会活動カード及び学級担任に評価結果を伝える資料〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断・表現】 

歯みがきに楽しく取

り組んでもらうための

活動を考えている様子

から，十分満足できる

活動の状況であると考

えられる。 

【主体的態度】 

自他の取組や実践

を振り返り，工夫し

て活動に取り組んだ

り,役割や責任を果

たして取り組んだり

している様子から，

十分満足できる活動

の状況であると考え

られる。 

月ごとだけで
なく，学期ごと
に振り返ること
も考えられる。 

学級担任は委員会
の担当教師の評価を
確認後，活動カード
から切り離し，活動
カードのみを児童に
返却する。 

（自己評価） 

委員会活動につい

て自己評価をするこ

とで，児童自身の自

己評価の力を高める。 

6 年 1 組 名前 ○○ ○○ 

○ （ 保 健 ） 委員会 

月に一度の話合いでは,全校児童の健康に

関する提案を進んで発表していた。石けんの補

充を忘れることなく,ていねいに取り組んでいた。 

○を付けた根拠
を簡潔に記入し，
学級担任に伝える
ことができるよう
にする。 

　積極的に委員会のみんなに声をかけ

ながら活動できました。毎週、忘れずに

石けん補充をしていました。委員長とし

て、責任をもって取リ組む姿勢は、大変

立派でした。

（４）教師の補助簿で評価する例 

次の資料③は，委員会活動の児童の活動状況を見取るための補助簿例である。これは，学校におけ

る児童会活動の評価体制が確立されていることが前提であり，担当教師間で協力して取り組むこと

が大切である。 

各種委員会の担当教師が，年度末に「十分満足できる活動の状況」について評価し担任に伝える。

担任は，委員会活動，児童集会，代表委員会等の評価を総括し指導要録に記載することが考えられる。

また，委員会活動における様子を必要に応じてメモ欄に記載しておくことで，指導要録の総合所見欄

に転記することも考えられる。 

〈資料③ 委員会担当が評価する際に使用する補助簿〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（５）児童会集会活動について補助簿を活用し評価する例 

委員会の活動をしていない学年の場合，児童会活動の評価は全校児童集会の参加の状況から担任

が観察・記録して評価することが考えられる。資料④は，２年生の補助簿例である。 

〈資料④ ２年生における児童会集会活動を評価する際に使用する補助簿〉 

  １年生を 
迎える会 

なかよし 
集会 

６年生を 
送る会 メモ 総括 

            

 

 

 

 

知 

・ 

技 

思 

判 

表 

主
体
的 

知 

・ 

技 

思 

判 

表 

主
体
的 

知 

・ 

技 

思 

判 

表 

主
体
的 

1 A ○  ○ ○   ○ ○  
4/14 １年生を迎える会では、
前列でダンスをしたり、メッセ
ージを言ったりして活躍した。  

2 B ○  
2/27 6年生を送る会では，協

  

3 C ○  ○ ○  ○ ○ ○  
9/17 なかよし集会では、かざ
り係として休み時間を使って
作成し、意欲的に活動できた。 ○ 

 

 

○の数がいく
つで「十分満足
できる活動の状
況」とするなど，
校内で統一した
考え方を明確に
して年間の評価
の欄に○印を付
ける。この○印
を総括的な児童
会活動の評価と
する。 

各児童会集会の活動の状況に対して○印を付ける。○印の数がいくつで「十分満足できる活動の状況」

とするなど，校内で統一した考え方を明確にして年間の評価の欄に○印を付ける。この○印を総括的な
児童会活動の評価とする。また，必要に応じて，活動の状況の所見をメモしておくとよい。 

【知・技】 
児童会活動の意義や自分の役割について理解している。 

【思・判・表】 
児童会活動における自分の役割などについて考え，学年や学級が異なる児童と仲よく助け合って実践している。 

【主体的態度】 
児童会活動に見通しをもったり振り返ったりしながら取り組もうとしている。 

どのような姿を
見取るのかを補助
簿に具体的に示し
ておくことも考え
られる。 

委員会活動に

おける特記事項

を記入する。 

力してプレゼントづくりに取
り組んだ。
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（４）教師の補助簿で評価する例 

次の資料③は，委員会活動の児童の活動状況を見取るための補助簿例である。これは，学校におけ

る児童会活動の評価体制が確立されていることが前提であり，担当教師間で協力して取り組むこと

が大切である。 

各種委員会の担当教師が，年度末に「十分満足できる活動の状況」について評価し担任に伝える。

担任は，委員会活動，児童集会，代表委員会等の評価を総括し指導要録に記載することが考えられる。

また，委員会活動における様子を必要に応じてメモ欄に記載しておくことで，指導要録の総合所見欄

に転記することも考えられる。 

〈資料③ 委員会担当が評価する際に使用する補助簿〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（５）児童会集会活動について補助簿を活用し評価する例 

委員会の活動をしていない学年の場合，児童会活動の評価は全校児童集会の参加の状況から担任

が観察・記録して評価することが考えられる。資料④は，２年生の補助簿例である。 

〈資料④ ２年生における児童会集会活動を評価する際に使用する補助簿〉 

  １年生を 
迎える会 

なかよし 
集会 

６年生を 
送る会 メモ 総括 

            

 

 

 

 

知 

・ 

技 

思 

判 

表 

主
体
的 

知 

・ 

技 

思 

判 

表 

主
体
的 

知 

・ 

技 

思 

判 

表 

主
体
的 

1 A ○  ○ ○   ○ ○  
4/14 １年生を迎える会では、
前列でダンスをしたり、メッセ
ージを言ったりして活躍した。  

2 B ○  
2/27 6年生を送る会では，協

  

3 C ○  ○ ○  ○ ○ ○  
9/17 なかよし集会では、かざ
り係として休み時間を使って
作成し、意欲的に活動できた。 ○ 

 

 

○の数がいく
つで「十分満足
できる活動の状
況」とするなど，
校内で統一した
考え方を明確に
して年間の評価
の欄に○印を付
ける。この○印
を総括的な児童
会活動の評価と
する。 

各児童会集会の活動の状況に対して○印を付ける。○印の数がいくつで「十分満足できる活動の状況」

とするなど，校内で統一した考え方を明確にして年間の評価の欄に○印を付ける。この○印を総括的な
児童会活動の評価とする。また，必要に応じて，活動の状況の所見をメモしておくとよい。 

【知・技】 
児童会活動の意義や自分の役割について理解している。 

【思・判・表】 
児童会活動における自分の役割などについて考え，学年や学級が異なる児童と仲よく助け合って実践している。 

【主体的態度】 
児童会活動に見通しをもったり振り返ったりしながら取り組もうとしている。 

どのような姿を
見取るのかを補助
簿に具体的に示し
ておくことも考え
られる。 

委員会活動に

おける特記事項

を記入する。 

力してプレゼントづくりに取
り組んだ。
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特別活動  事例５ 

キーワード クラブ活動の指導と評価の計画から評価の総括まで 

 

クラブ名  内容のまとまり 

ダンスクラブ 
 
 

クラブ活動 

 

１ クラブ活動で育成を目指す資質・能力 

○ 同好の仲間で行う集団活動を通して興味・関心を追求することのよさや意義について理解す

るとともに，活動に必要なことを理解し活動の仕方を身に付けるようにする。 

○ 共通の興味・関心を追求する活動を楽しく豊かにするための課題を見いだし，解決するために

話し合い，合意形成を図ったり，意思決定したり，人間関係をよりよく形成したりすることがで

きるようにする。 

○ クラブ活動を通して身に付けたことを生かして，協力して目標を達成しようとしたり，現在や

将来の生活に自分のよさや可能性を生かそうとしたりする態度を養う。  

 

２ クラブ活動の評価規準 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 
集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 
主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

同好の仲間で行う集団活動を通

して興味・関心を追求することの

よさや意義について理解すると

ともに，活動を計画する方法や創

意工夫を生かした活動の進め方

などを身に付けている。 

クラブの一員として，よりよいク

ラブ活動にするために，諸問題を

見いだしたり，解決するために話

し合い，合意形成を図ったり，意

思決定したり，人間関係をよりよ

く形成したりしながら実践して

いる。 

共通の興味関心を追求するため

に，他者と協働し，自分のよさを

生かしてクラブの活動に積極的

に取り組んでいる。 

 

３ 指導と評価の計画 

クラブ活動は，主として第４学年以上の児童で組織される学年や学級が異なる同好の児童の集団

によって行われる活動である。 

教師が作成した指導計画に基づき，各クラブの児童が自分たちの共通の興味・関心を追求するため

の内容や方法などについて話し合い，年間や学期，月ごとなどに具体的な活動計画を立てたり，役割

を分担しクラブの一員としての役割を果たして協力して実践したりできるように指導する必要があ

る。 

クラブ活動の指導と評価の年間計画は，児童が作成する活動計画の基となる計画として立案する

ものである。具体的には，学習指導要領に示されたクラブ活動の目標に基づいて，育成を目指す資質・

能力を明確にして，評価規準を設定するとともに，予想される主な活動内容に即して，指導上の留意

点や各種クラブ活動における目指す児童の姿を明確にしておくことが考えられる。 

次の例は，ダンスクラブの年間指導計画例である。 

 

 

１ ダンスクラブの年間指導計画例 

 

 点意留の上導指 動活な主るれさ想予 

一 

学 

期 

 

 

二 

学 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三

学 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○クラブの計画や運営 

・年間活動計画，組織づくり 

・異年齢を基本にしたグル

ープ編成 

○クラブを楽しむ活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○クラブの成果の発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○クラブ見学 

 

○楽しい雰囲気の中で，同好の集団としての意識を高め，クラブ

への意欲を高めるようにする。 

○リーダーシップやフォロワーシップを意識させ，異年齢集団に

よる自発的，自治的な活動が効果的に展開できるようにする。 

○一人一人の思いや願いを大切にし，全員が意欲的に取り組める

活動を考えられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○一人一人の思いや願いを大切にし，全員が意欲的に発表を行え

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○来年度のクラブ活動への見通しをもって取り組むよう事前に声

掛けをする。 

 

 

付
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１ ダンスクラブの年間指導計画例 

 

 点意留の上導指 動活な主るれさ想予 

一 

学 

期 

 

 

二 

学 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三

学 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○クラブの計画や運営 

・年間活動計画，組織づくり 

・異年齢を基本にしたグル

ープ編成 

○クラブを楽しむ活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○クラブの成果の発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○クラブ見学 

 

○楽しい雰囲気の中で，同好の集団としての意識を高め，クラブ

への意欲を高めるようにする。 

○リーダーシップやフォロワーシップを意識させ，異年齢集団に

よる自発的，自治的な活動が効果的に展開できるようにする。 

○一人一人の思いや願いを大切にし，全員が意欲的に取り組める

活動を考えられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○一人一人の思いや願いを大切にし，全員が意欲的に発表を行え

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○来年度のクラブ活動への見通しをもって取り組むよう事前に声

掛けをする。 

 

 

付
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２ 児童が作成するクラブ活動の年間活動計画例（ダンスクラブの例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 評価方法の工夫例  

（１）児童の活動記録を参考にして評価する例 

クラブ活動ノート（資料①）を作成し，児童が毎時間の振り返り 

を記録しておく。各クラブの担当は，年度末に「十分満足できる活

動の状況」であったかどうかを評価し，学級担任に伝える。その評

価を基に学級担任が児童指導要録記載の参考にすることも考えられる。 

  

〈留意事項〉 

○ 教師は，児童自身がクラブ活動を楽しむために，創意工夫をしたり，協力して役割分担し

たりするなど，楽しいクラブづくりに進んで参画できるような組織的な指導に努める。 

○ クラブ活動の内容は，クラブ活動の目標を達成するためにふさわしいものとなるように指

導するとともに，児童の負担過重にならないよう配慮する。 

○ 物品の購入や施設の利用の変更など児童の自治的な活動として任せることのできない条件

を明確にして指導に当たる必要がある。 

クラブ活動ノートを書く様子 

〈資料① 児童の活動記録及び学級担任に評価結果を伝える資料〉 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【思考・判断・表現】 

みんなで振り付け

を話し合って考え，

決めていることか

ら，十分満足できる

活動の状況であると

考えられる。 

【知識・技能】 

１年間を振り返

り，他の学年の人と

協力し，興味・関心

を追求するよさを理

解して，計画的に話

し合ったり創意工夫

を生かした活動の進

め方をしたりしてい

ることから，十分満

足できる活動の状況

であると考えられる。 

り，話合いでたくさんのアイデアを出し

たりして，すばらしかったです。６年生

になっても，この経験を生かして，がん

ばってください。応援しています。

学年リーダー

 

クラブの担当教

師がコメントと指

導要録における

「〇」の有無を記

入した上で，学級

担任に「クラブ活

動ノート」を渡

す。 
学級担任はクラ

ブの担当教師の評

価を確認した後，

切り離して活動ノ

ートのみを児童に

返却するという方

法も考えられる。 

クラブ長や，グループリー

ダーなどの役割を担当してい

る場合は，それを記述するこ

とも考えられる。 

【主体的態度】 

発表会に向け，休み時間等を利用

し，同じグループの仲間と協力して

積極的に取り組んでいる様子から，

十分満足できる活動の状況であると

考えられる。 
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〈資料① 児童の活動記録及び学級担任に評価結果を伝える資料〉 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【思考・判断・表現】 

みんなで振り付け

を話し合って考え，

決めていることか

ら，十分満足できる

活動の状況であると

考えられる。 

【知識・技能】 

１年間を振り返

り，他の学年の人と

協力し，興味・関心

を追求するよさを理

解して，計画的に話

し合ったり創意工夫

を生かした活動の進

め方をしたりしてい

ることから，十分満

足できる活動の状況

であると考えられる。 

り，話合いでたくさんのアイデアを出し

たりして，すばらしかったです。６年生

になっても，この経験を生かして，がん

ばってください。応援しています。

学年リーダー

 

クラブの担当教

師がコメントと指

導要録における

「〇」の有無を記

入した上で，学級

担任に「クラブ活

動ノート」を渡

す。 
学級担任はクラ

ブの担当教師の評

価を確認した後，

切り離して活動ノ

ートのみを児童に

返却するという方

法も考えられる。 

クラブ長や，グループリー

ダーなどの役割を担当してい

る場合は，それを記述するこ

とも考えられる。 

【主体的態度】 

発表会に向け，休み時間等を利用

し，同じグループの仲間と協力して

積極的に取り組んでいる様子から，

十分満足できる活動の状況であると

考えられる。 
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（２）教師の補助簿で評価する例 

資料②は，クラブ活動の評価のための補助簿である。これは，各クラブの担当教師が記入するもの

である。評価をする際は，毎時間に全員の児童を見取ることは困難であることから，時間毎に見取る

児童をしぼって評価するなどの工夫が考えられる。 

学級担任へ評価を伝える方法として，年度末に，担当教師が評価を記載した補助簿をコピーして渡

すことが考えられる。一人一人の児童の活用状況について，担当教師との間で情報共有を密にし，指

導に生かすなど評価体制の確立を図ることが大切である。 

 〈資料② クラブ活動担当が評価する際に使用する補助簿〉 

 
 

 

 

（３）クラブ発表会振り返りカードから評価する例 

クラブ発表会カードの例である。こうしたカードを活用して評価を行うことも考えられる。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

【主体的態度】 

発表会に向けて取り組んで

きた過程を振り返り，他者と

協働して主体的に活動しよう

としていたことを見取ること

ができることから，十分満足

できる活動の状況であると考

えられる。 

【知識・技能】 

チームの仲間と協働して取

り組むことの価値に気付いて

いることから，十分満足でき

る活動の状況であると考えら

れる。 

○の数がいくつで「十分満足できる活動の状況」と
するのかについて，校内で判断基準を明確にして年間
の評価の欄に○印を付け，この○印を総括的なクラブ
活動の評価とすることも考えられる。 

できばえや上手さだけで評価すること

のないように留意する。 

笑顔で踊って，ダンスの楽しさを伝える。

特別活動  事例６ 

キーワード 学校行事の指導と評価の計画から評価の総括まで 

 

学校行事  内容のまとまり 

第５学年 宿泊学習 
 
 学校行事(4)遠足・集団宿泊的行事 

 

１ 遠足・集団宿泊的行事で育成を目指す資質・能力 

○ 遠足・集団宿泊的行事の意義や校外における集団生活の在り方，公衆道徳などについて理解

し，必要な行動の仕方を身に付ける。  

○ 平素とは異なる生活環境の中での集団生活の在り方やよりよい人間関係の形成について考え，

自然や文化などに触れる体験において活用したり応用したりすることができるようにする。  

○ 日常とは異なる環境や集団生活において，自然や文化などに関心をもち，積極的に取り組も

うとする態度を養う。 

 

２ 遠足・集団宿泊的行事の評価規準 

よりよい生活を 
築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 
思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 
よりよくしようとする態度 

遠足・集団宿泊的行事の意義や
校外における集団生活の在り
方,公衆道徳などについて理解
し,必要な行動の仕方を身に付
けている。 
 

学校や学年の一員として,より
よい集団活動にするために,平
素とは異なる生活環境の中での
集団生活の在り方ついて考えた
り,共に協力し合ったりしなが
ら実践している。 

日常とは異なる環境や集団生活
において,自然や文化などに関
心をもち,見通しをもったり振
り返ったりしながら，遠足・集団
宿泊的行事に積極的に取り組も
うとしている。 

 

３ 指導と評価の計画 

 学校行事は，学校又は学年を単位とする大きな集団で児童が協力して行う活動であり，仲間と一緒

に感動した体験が学校生活を豊かにし，児童が学校や学級への所属感や連帯感を実感できるもので

ある。教師は，児童一人一人が学校行事の意義を理解し，目標をもって取り組むことができるように

意図的，計画的に指導する必要がある。 

 評価については，各学校において五つの内容ごとに設定した評価規準に基づき観察を中心として

評価を行うが，学習カードを活用した方法も考えられる。また，評価の参考資料として自己評価や相

互評価を活用することも考えられる。 

  

 次頁に示すのは，学校行事における年間指導計画例及び，遠足・集団宿泊的行事（宿泊学習）の指

導計画例である。 

遠足・集団宿泊的行事については，校外の豊かな自然や文化に触れる体験を通して，学校における

学習活動を充実，発展できるようにすることをねらいとしている。また，校外における集団活動を通

して，日ごろとは異なる環境の中で，教師と児童，児童相互の人間的な触れ合いを深め，楽しい思い

出をつくることができるようにする。 
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特別活動  事例６ 

キーワード 学校行事の指導と評価の計画から評価の総括まで 

 

学校行事  内容のまとまり 

第５学年 宿泊学習 
 
 学校行事(4)遠足・集団宿泊的行事 

 

１ 遠足・集団宿泊的行事で育成を目指す資質・能力 

○ 遠足・集団宿泊的行事の意義や校外における集団生活の在り方，公衆道徳などについて理解

し，必要な行動の仕方を身に付ける。  

○ 平素とは異なる生活環境の中での集団生活の在り方やよりよい人間関係の形成について考え，

自然や文化などに触れる体験において活用したり応用したりすることができるようにする。  

○ 日常とは異なる環境や集団生活において，自然や文化などに関心をもち，積極的に取り組も

うとする態度を養う。 

 

２ 遠足・集団宿泊的行事の評価規準 

よりよい生活を 
築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 
思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 
よりよくしようとする態度 

遠足・集団宿泊的行事の意義や
校外における集団生活の在り
方,公衆道徳などについて理解
し,必要な行動の仕方を身に付
けている。 
 

学校や学年の一員として,より
よい集団活動にするために,平
素とは異なる生活環境の中での
集団生活の在り方ついて考えた
り,共に協力し合ったりしなが
ら実践している。 

日常とは異なる環境や集団生活
において,自然や文化などに関
心をもち,見通しをもったり振
り返ったりしながら，遠足・集団
宿泊的行事に積極的に取り組も
うとしている。 

 

３ 指導と評価の計画 

 学校行事は，学校又は学年を単位とする大きな集団で児童が協力して行う活動であり，仲間と一緒

に感動した体験が学校生活を豊かにし，児童が学校や学級への所属感や連帯感を実感できるもので

ある。教師は，児童一人一人が学校行事の意義を理解し，目標をもって取り組むことができるように

意図的，計画的に指導する必要がある。 

 評価については，各学校において五つの内容ごとに設定した評価規準に基づき観察を中心として

評価を行うが，学習カードを活用した方法も考えられる。また，評価の参考資料として自己評価や相

互評価を活用することも考えられる。 

  

 次頁に示すのは，学校行事における年間指導計画例及び，遠足・集団宿泊的行事（宿泊学習）の指

導計画例である。 

遠足・集団宿泊的行事については，校外の豊かな自然や文化に触れる体験を通して，学校における

学習活動を充実，発展できるようにすることをねらいとしている。また，校外における集団活動を通

して，日ごろとは異なる環境の中で，教師と児童，児童相互の人間的な触れ合いを深め，楽しい思い

出をつくることができるようにする。 
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（１）学校行事の年間指導計画例  

※五つの種類の学校行事を，全ての学年で取り組むことができるようにする。 

種類 儀式的行事 文化的行事 
健康安全・ 
体育的行事 

遠足・ 
集団宿泊的行事 

勤労生産・ 
奉仕的行事 

他の教育活動
との関連 

ね
ら
い

月

 

生活に変化や折
り目を付け,厳
粛で清新な気分
を味わい,新し
い生活への動機
付けとすること 

学習活動の成果
を発表し，より
よい自分をめざ
したり，文化や
芸術に親しんだ
りすること 

健康で安全な生
活のための行動
を身に付けて,
運動に親しみ,
責任感や連帯感
を伸ばし，体力
向上を目指すこ
と 

いつもと異なる
環境で見聞を深
め,自然や文化
に親しむととも
に，よりよい人
間関係を築くた
めの体験を積む
こと 

勤労の尊さや,
ボランティアの
精神を養う体験
をすること 

 

４ 

始業式 
(全)[0.5]  
・進級の喜びを
感じ，これから
の生活への意
欲をもつ。 

入学式 
(1,6年)[１]  
・清新な気持ち
を味わい小学
生になった自
覚をもつ。 

・最高学年とし
て新入生を温
かく受け入れ
る。 

離任式 
(2〜6年)[１]  
・お世話になっ
た方への感謝
の気持ちを伝
える。 

 避難訓練 
(全)[0.5]  
・地震時の安全
な行動様式を
身に付ける。 

引き渡し訓練 
(全)[１]  
・保護者への引
き渡しの手順
を確認し，確実
な引き渡しが
できるように
する。 

健康診断 
(全)[１]  
・自分の健康に
関心をもつ。 

遠足 
(1，2年)[５]  
・公共の場での
行動の仕方を
身に付ける。 

・友達と仲よく
行動する。 

 ・道徳科（希

望と勇気,

努力と強い

意志，感謝，

友情・信頼,

規 則 の 尊

重） 

・学級活動

（２）ウ 

・体育科保健

領域（けが

の防止） 

５ 

 芸術鑑賞教室 

（全）[１] 

・管弦楽団の演

奏を聴き，音楽

の楽しさを味わ

う。 

交通安全教室 

１，２年[１]  

・安全な道路歩

行の方法を学

び，行動でき

自転転車安全教室 

（３,４年）[１] 

・安全な自転車

の乗り方を身に

付ける。 

宿泊学習 

（５年）[24] 
・生活を共に

し，時間を守

り，自主的に行

動することがで

きるようにする。 

・自然の中での

体験活動を通し

て，自然に親し

み，協力の大切

さを学ぶ。 

地域清掃活動 

（全）[２] 

・自分たちの生活

する町を自分た

ちの手できれい

にする価値を知

る。 

・理科(生命・

地球） 

・音楽（鑑賞） 

・道徳科（勤

労・公共の

精神） 

・総合的な学

習の時間 

 

３ 

卒業式 
(５,６年)[２]  
・６年間の成長
を実感し，中学
への希望をも
つ。 

修了式 
(1〜5年) 

[0.5]  

・1 年間の成長

を実感し，次学

年への希望を

もつ。 

クラブ発表会 
(全)[１]  
・１年間の成果
を発表し合い，
自らの成長を
確かめると共
に，次年度への
意欲をもつ。 

避難訓練(休み
時間，予告なし) 
（全）[0.5] 
・休み時間に発
生した火災時
の安全な行動
を，自主的に判
断し避難する。 

 校内美化活動 
(全)[１]  
・役割を分担し
て，協力しなが
ら，自分たちの
学校をきれい
にすることの
価値を知る。  

・クラブ活動 

・道徳科（よ

りよい学校

生活，集団

( )は参加する学年  
[ ]は時数を表している 

るようになる。 

生活の充実） 

（２）遠足・集団宿泊的行事（宿泊学習）の指導計画例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

，はていおに事行校学 すべての児童の活動の状況について直接
，りたっあで難困がとこる取見 学級担任以外の教師が評価したり

，めたるあもとこるす 学校行事における児童の姿を学級担任以外
。るす夫工にうよるきで価評に切適り図を解理通共もと師教の そ
るすとうよし画参に的体主，解理の義意の事行校学種各，際たの
り振を動活が童児，ていつにどな況状の践実や夫工意創，度態
れらえ考がとこる取み読らか）①図（ドーカ習学ためとまてっ返

る。 
＜資料① 各種学校行事に共通に活用できる「学習カード」の例＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 ○年度 第５学年 宿泊学習（遠足・集団宿泊的行事）の指導計画 

１ ねらい 

・校外における集団活動を通して，教師と児童，児童相互の人間的な触れ合いを深め,楽しさを味わ
い,学校生活の充実を図る。 

・集団活動を通して，基本的な生活習慣や公衆道徳などについて体験を積み，互いに思いやり，共
に協力し合う人間関係を築く態度を育てる。 

２ 評価規準 

よりよい生活を 
築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 
思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 
よりよくしようとする態度 

遠足・集団宿泊的行事の意義や
校外における集団生活の在り方,
公衆道徳などについて理解し,必
要な行動の仕方を身に付けてい
る。 
 

学校や学年の一員として，より
よい集団活動にするために，平
素とは異なる生活環境の中で
の集団生活の在り方ついて考
えたり，共に協力し合ったりし
ながら実践している。 

日常とは異なる環境や集団生
活において，自然や文化などに
関心をもち，見通しをもったり
振り返ったりしながら，遠足・
集団宿泊的行事に積極的に取
り組もうとしている。 

３ 実施計画 
 （１）期日 令和○年○月○日（ ）〜○日（ ）３泊４日 

４ 指導計画 

 活動の流れ 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿  

【観点】〈評価方法〉 

事

前 

オリエンテーション 
・自分のめあての決定 
・選択活動の決定 
・係分担の決定 
・グルーピング 

・ねらいや活動内容，日程につ
いて理解を深め，一人一人が
めあてをもつことができる
ようにする。 

・係を分担し，全員で準備をす
る。 

・事前の説明会で保護者に生活
習慣や健康管理，食事などに
ついて説明し，共通理解を事
前の説明会で図っておく。 

 

◎見通しをもち，宿泊学習に
参加しようとしている。 

◎自分の役割について，進ん
で準備しようとしている。 

【主体的態度】〈観察〉 
◎宿泊学習の意義を理解して
いる。 

◎集団生活を送る上でどのよ
うに行動したらよいか理解
している。 

【知識・技能】 
〈観察・学習カード〉 

宿
泊
学
習 

１日目 
・学校集合 
・「出発の会」学校出発 
・バスでのレクリエーショ
ン 

・自然の家着「入所の集い」 
・野外活動① 
 ・オリエンテーリング 
（２時間） 
・キャンプファイヤー 
 

 
 
２日目 

 
・健康観察を十分に行う。 
・係を中心に自主的に運営でき
るようにする。 

・全員で楽しめる内容を事前に
準備し，児童が運営をする。 

・オリエンテーリング（ポイン
トの場所でクイズに答えな
がら進む）の説明をする。 

・時間，安全面を配慮し，児童
が計画・運営する。 

・１日目の活動を反省し，次の
日の活動予定を確認する。 

 
◎めあてに向かって，自分の
役割に取り組んでいる。 

◎自然環境の中で，集団生活
の在り方について考えた
り，共に協力し合ったりし
ながら活動している。 
【思考・判断・表現】〈観察〉 

事

後 

・学級で個人ごとにめあて
について振り返る。 

・係ごとに振り返りを行う。 
 
 
 
 
 
 
振り返りを記入する児童 

・学習カードを利用して，学級
と個人の両方の視点から振
り返ることができるように
する。 

・児童が次の学校行事や日常生
活に生かすことができるよ
うにするために成果と課題
を明らかにする。 

◎宿泊学習を振り返り，自分
の役割や望ましい参加の仕
方，成果や課題についてまと
めている。 

◎成果や課題からこれからの
学校生活に生かせそうなこ
とを考え，まとめようとして
いる。 

【主体的態度】 
〈観察・学習カード〉 

事前にバスでのレクリエー
ションやキャンプファイヤー
の出し物などを学級会で話し
合い，児童の発意・発想を生か
すことも考えられる。 
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（２）遠足・集団宿泊的行事（宿泊学習）の指導計画例 
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り振を動活が童児，ていつにどな況状の践実や夫工意創，度態
れらえ考がとこる取み読らか）①図（ドーカ習学ためとまてっ返

る。 
＜資料① 各種学校行事に共通に活用できる「学習カード」の例＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 ○年度 第５学年 宿泊学習（遠足・集団宿泊的行事）の指導計画 
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思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 
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４ 指導計画 

 活動の流れ 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿  

【観点】〈評価方法〉 

事

前 

オリエンテーション 
・自分のめあての決定 
・選択活動の決定 
・係分担の決定 
・グルーピング 

・ねらいや活動内容，日程につ
いて理解を深め，一人一人が
めあてをもつことができる
ようにする。 

・係を分担し，全員で準備をす
る。 

・事前の説明会で保護者に生活
習慣や健康管理，食事などに
ついて説明し，共通理解を事
前の説明会で図っておく。 

 

◎見通しをもち，宿泊学習に
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◎自分の役割について，進ん
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【主体的態度】〈観察〉 
◎宿泊学習の意義を理解して
いる。 

◎集団生活を送る上でどのよ
うに行動したらよいか理解
している。 

【知識・技能】 
〈観察・学習カード〉 

宿
泊
学
習 

１日目 
・学校集合 
・「出発の会」学校出発 
・バスでのレクリエーショ
ン 

・自然の家着「入所の集い」 
・野外活動① 
 ・オリエンテーリング 
（２時間） 
・キャンプファイヤー 
 

 
 
２日目 

 
・健康観察を十分に行う。 
・係を中心に自主的に運営でき
るようにする。 

・全員で楽しめる内容を事前に
準備し，児童が運営をする。 

・オリエンテーリング（ポイン
トの場所でクイズに答えな
がら進む）の説明をする。 

・時間，安全面を配慮し，児童
が計画・運営する。 

・１日目の活動を反省し，次の
日の活動予定を確認する。 

 
◎めあてに向かって，自分の
役割に取り組んでいる。 

◎自然環境の中で，集団生活
の在り方について考えた
り，共に協力し合ったりし
ながら活動している。 
【思考・判断・表現】〈観察〉 

事

後 

・学級で個人ごとにめあて
について振り返る。 

・係ごとに振り返りを行う。 
 
 
 
 
 
 
振り返りを記入する児童 

・学習カードを利用して，学級
と個人の両方の視点から振
り返ることができるように
する。 

・児童が次の学校行事や日常生
活に生かすことができるよ
うにするために成果と課題
を明らかにする。 

◎宿泊学習を振り返り，自分
の役割や望ましい参加の仕
方，成果や課題についてまと
めている。 

◎成果や課題からこれからの
学校生活に生かせそうなこ
とを考え，まとめようとして
いる。 

【主体的態度】 
〈観察・学習カード〉 

事前にバスでのレクリエー
ションやキャンプファイヤー
の出し物などを学級会で話し
合い，児童の発意・発想を生か
すことも考えられる。 

- 77 -

第３編
事例６



（３）宿泊学習がんばりカードを参考にして評価する例 

次の資料は，児童の宿泊学習への取組を評価する際に，「宿泊学習がんばりカード」の児童の記述

内容を参考にした例である。 

学校行事の評価を行う際に，目指す児童の姿を設定し，全教職員と共通理解を図ることが大切であ

る。評価の際には，文章表現の巧拙に左右されず，日頃の学校行事への活動の取組の様子なども踏ま

え，積極的に児童のよさや可能性を見取ることが重要である。 

また，学習指導要領に「体験活動を通して気付いたことなどを振り返り，まとめたり，発表し合っ

たりするなどの活動を充実する」と示されたことを踏まえ，活動の途中や事後に，オリエンテーショ

ン等で確認した学校行事の意義や自分で考えた目標に沿って考え，自分の成長を残すことができる

ように振り返ることができるように指導することが大切である。 

 

＜資料① 宿泊学習がんばりカード＞  

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【思考・判断・表現】 

感想の中で「めあてに向か

って自分の役割に取り組んで

いること」や「共に協力しな

がら取り組んでいること」な

どの視点で記述していること

から，十分満足できる活動の

状況であると考えらえる。 

【知識・技能】 

学校行事の意義を理解して

いるかを見取る。この児童の

場合，話し合い，合意形成し

たことを生かし「集団生活の

在り方」について自分のめあ

てを立てていることから十分

満足できる活動の状況である

と考えられる。 

【主体的態度】 

学校行事の意義を考え，成

果や課題からこれからの学校

生活に生かせることを考え,ま

とめていることから十分満足

できる活動の状況であると考

えられる。 

 

このがんばりカードを
「キャリア・パスポート」
とすることも考えられる。 

書くことができない児童には，学校行事に取り組んでい
る様子の写真や動画を用いて一連の活動を想起できるよう
にする。また，記述する前に感想をお互いに伝え合う相互
評価場面を設定した後に記述することも考えられる。 
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さらに，学校行事の評価において全ての学校行事を評価するのではなく，例えば＜資料②＞のように，５

年生で運動会，自然の教室，学習発表会に重点を置いて評価することも考えられる。次に示したのは，児童

の宿泊学習への取組状況を評価する際に，各学校行事に共通して活用できる「学習カード」の児童の記述

内容を参考にした例である。 
＜資料② ３つの学校行事に重点を置いた第５学年での評価補助簿の例＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

○の数がいくつで「十分満足できる活動の状況」とするな
ど，校内で判断基準を明確にして年間の評価の欄に○印
を付ける。この○印を総括的な学校行事の評価とする。 

学校行事の年間の評価を主に３つの行
事（この例では，運動会，宿泊学習，学習
発表会）で見取ることを校内で共通理解を
図った例である。その際，評価規準から目
指す児童の姿を明確にする。 

C 児のように特に顕著な場合
は，総括的な評価に反映させる
ことも考えられる。 

学級担任は，メモを児童指導要録「総合所見
及び指導上参考となる諸事項」の欄に簡潔に記
述することで，評価の根拠を記録に残すことが
できる。記載する際の参考にできる。 
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資料(参考) 
 

学級活動年間指導計画例 
学級活動の目標に掲げた資質・能力の育成を目指し、全教職員が共通理解を図って計画的に指導す

るために、学校として第１学年から第６学年までを見通した、各学年の学級活動の年間指導計画を作

成する。その際，学級活動(1)(2)(3)のすべての内容が、各学年で必ず取り扱われるようにする。ま

た，学級活動(1)については、発達の段階別に学期ごとに予想される議題例を示す。学級活動(2)(3)

については毎月の題材を示し，系統的な指導となるようにする。 

次の例は第４学年の学級活動の年間指導計画例である。 
 

【学級活動 第４学年 年間指導計画】 

〈学級活動の目標〉 
 

学級や学校での生活をよりよくするための課題を見いだし,解決するために話し合い,合意形成し,

役割を分担して協力して実践したり,学級での話合いを生かして自己の課題の解決及び将来の生き

方を描くために意思決定して実践したりすることに,自主的,実践的に取り組むことを通して,第 1

の目標に掲げる資質・能力を育成することを目指す。 
 

 

〈育成を目指す資質・能力〉 

○ 学級における集団活動に進んで参画することや意識的に健康で安全な生活を送ろうとすること

の意義について理解するとともに，そのために必要となることを理解し身に付けるようにする。 

○ 学級や自己の生活，人間関係をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し合い，

合意形成を図ったり，意思決定したりすることができるようにする。 

○ 学級における集団活動を通して身に付けたことを生かして，人間関係をよりよく形成し，他者と

協働して集団や自己の課題を解決するとともに，将来の生き方を描き，その実現に向けて，日常生

活の向上を図ろうとする態度を養う。 
 

学級活

動の内

容 

(1)学級や学校における生活づくり

への参画【24時間】 

(2)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安

全 

(3)一人一人のキャリア形成と自己実現 
【（２）・（３）は合わせて 11 時間】 

児童会活動 

学校行事等の

予定 
 予想される議題例 指導上の留意点 題 材 ◯指導上のねらい ・留意点 

 

４ 
〈１学期の議題例〉

・「どうぞよろ

しくの会」

をしよう 

・係を決めよ

う 

・学級の歌を

決めよう 

・学級のボー

ルの使い方

のきまりを

決めよう。 

・願いごと集

会をしよう  

・「１学期まと

めの会」を

しよう     

等 

学級会の指導 ○４年生になって 

(3)ア 

※(2)イ と 

関連を図る 

◯４年生の学習や生活を知り，個人

のめあてを設定し，生活への希望

がもてるようにする。 

・４年生の学習内容や行事等を示

し，具体的なめあてが立てられる

ようにする。 

・入学式 

・始業式 

・離任式 

・１年生を迎 

 える会 

・避難訓練 

・交通安全 

教室 

・運動会 

・プール清掃 

・全校遠足 

・地域清掃 

・終業式 

計

画 
・オリエンテーシ

ョンを実施し，

学級会の意義

や進め方，計画

委員会の役割

等について理

解できるよう

丁寧に指導す

る。  

・適切な議題を自

分たちで選び，

提案できるよ

う視点を示す。 

・計画委員が自主

的に準備でき

るよう活動計

画作成の手順

を具体的に示

す。   

 

５ 

○地震に備えて 

(2)ウ 
◯地震が発生したときの安全な避

難方法について理解できるよう

にする。 

・危険を予測し，事前に備えるなど，

日常生活を安全に保とうとする

態度を育てる。 

 

６ 

○気持ちのよい 

あいさつ 

 (2)ア 

 

◯進んであいさつをしようとする

態度を育てる。 

・ロールプレイを通して，気持ちの

よいあいさつについて理解でき

るようにする。 

 

７ 

○家庭学習の進

め方 

 (3)ウ 

◯自主的に家庭学習に取り組もう

とする意欲を育てる。 

・意欲を継続させるため，1 週間程

話

合

い 

・教科等の発表と

同様に理由を

明確にして，自

分の考えが発

表できるよう

日々の学習か

ら繰り返し指

導をする。  

・友達の異なる意 

 見も受け入れ 

 て，楽しい学級

生活をつくる

ために合意形 

 成ができるよ

うにする。 

・実態に応じて，

教師は積極的

に助言を行い，

時間内に決定

できるように

する。 

度、励ましの言葉を書いてもらう

など，家庭に協力を依頼する。 
 

９ ・係活動発表

会をしよう 

・夏休み発表

会をしよう 

・読書集会を

しよう 

・室内オリン

ピックをし

よう 

・グループ新

聞コンクー

ルをしよう 

・みんなのコ

ーナーの使

い方を考え

よう  

・２学期まと

めの会をし

よう 等 

○見直そうゲー

ムの時間 (2)

ア  

◯ゲーム依存の問題点を知り，

けじめをつけて利用すること

ができるようにする。 

・経験をもとにした集団思考を通し

て，具体的な解決方法が考えられ

るようにする。 

・始業式 

・避難訓練 

・学習発表会 

・演劇鑑賞会 

・飼育栽培活

動 

 

 

 

・高齢者施設

訪問 

・なかよし集

会 

・終業式 

 

10 

○友達と仲よく

(2)イ 
◯互いのよさを知り，協力して生活

しようとする態度を育てる。 

・日常の場面を想起する機会を設

け，友情の大切さを実感できるよ

うにする。 

 

11 
 

 

 

 

12  

○進んで働くこと 

(3)イ 

 

  

◯学校生活における自分の役割を

自覚し，進んで取り組もうとする

態度を育てる。 

・家庭での役割について励ましの言

葉を書いてもらう等，家庭との連

携を図る。 

○感染症の予防

(2)ウ 

養護教諭との TT 

◯健康への関心をもち，進んで予防

しようとする態度を育てる。 

・具体的な予防方法が考えられるよ

う経験を基にした話合いを取り

入れる。 

実

践 
・決定したことを

学級全員が理

解し，協働して

実践できるよ

うにする。 

１ ○５年生に向けて

(3)ア 

 

◯高学年に向けてめあてや希望を

もって生活しようとする態度を

育てる。 

・期待や不安を共有することで，今

後の生活に向けた具体的なめあ

てが立てられるようにする。 

〈係活動への指導〉 

組

織 
・学級生活が充

実・向上する係

が組織できる

よう当番との

違いを丁寧に

指導する。 

 

２ 

〈３学期の議題例〉

〈２学期の議題例〉

・豆まき集会

をしよう 

・思い出カル

タをつくろ

う 

・卒業を祝う

会の出し物

を決めよう 

・縄跳び集会

をしよう 

・クラス文集

をつくろう  

・４年生がん

ばったね集

会をしよう 

等 

○バランスのよ

い食事 

(2)エ 

栄養教諭との TT 

◯偏食をなくし，バランスよく食べ

ようとする態度を育てる。 

・給食の場面を振り返り，具体的な

めあてが立てられるようにする。 

・始業式 

・地域交流 

活動 

・避難訓練 

交流活動 

・通学班編成 

・大掃除 

・６年生を送

る会 

・卒業式 

・修了式 

 
計

画 
・創意工夫を生か

した活動計画

が立てられる

よう具体例を

示す。   

 

３ 

◯１年間の振り返り 

(3)ア 

 

 

◯５年生への学習や生活への見通

しをもち，自分に合っためあてを

立てられるようにする。 

・１年間の学習や生活を振り返る時

間を設定し，自分のがんばりや成

長に気付けるようにする。 

実

践 
・全員で協働して

取り組めるよ

う活動する機

会を定期的に

設ける。 

・係同士が連携し

たり，要望や願

いが出し合え

たりするよう

相互交流の場

を工夫する。 

※    の題材においては「キャリア・パスポート」を活用することも考えられる。 

※学級活動の目標とともに評価規準を年間指導計画に記載することも考えられる。 
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話

合

い 

・教科等の発表と

同様に理由を

明確にして，自

分の考えが発

表できるよう

日々の学習か

ら繰り返し指

導をする。  

・友達の異なる意 

 見も受け入れ 

 て，楽しい学級

生活をつくる

ために合意形 

 成ができるよ

うにする。 

・実態に応じて，

教師は積極的

に助言を行い，

時間内に決定

できるように

する。 

度、励ましの言葉を書いてもらう

など，家庭に協力を依頼する。 
 

９ ・係活動発表

会をしよう 

・夏休み発表

会をしよう 

・読書集会を

しよう 

・室内オリン

ピックをし

よう 

・グループ新

聞コンクー

ルをしよう 

・みんなのコ

ーナーの使

い方を考え

よう  

・２学期まと

めの会をし

よう 等 

○見直そうゲー

ムの時間 (2)

ア  

◯ゲーム依存の問題点を知り，

けじめをつけて利用すること

ができるようにする。 

・経験をもとにした集団思考を通し

て，具体的な解決方法が考えられ

るようにする。 

・始業式 

・避難訓練 

・学習発表会 

・演劇鑑賞会 

・飼育栽培活

動 

 

 

 

・高齢者施設

訪問 

・なかよし集

会 

・終業式 

 

10 

○友達と仲よく

(2)イ 
◯互いのよさを知り，協力して生活

しようとする態度を育てる。 

・日常の場面を想起する機会を設

け，友情の大切さを実感できるよ

うにする。 

 

11 
 

 

 

 

12  

○進んで働くこと 

(3)イ 

 

  

◯学校生活における自分の役割を

自覚し，進んで取り組もうとする

態度を育てる。 

・家庭での役割について励ましの言

葉を書いてもらう等，家庭との連

携を図る。 

○感染症の予防

(2)ウ 

養護教諭との TT 

◯健康への関心をもち，進んで予防

しようとする態度を育てる。 

・具体的な予防方法が考えられるよ

う経験を基にした話合いを取り

入れる。 

実

践 
・決定したことを

学級全員が理

解し，協働して

実践できるよ

うにする。 

１ ○５年生に向けて

(3)ア 

 

◯高学年に向けてめあてや希望を

もって生活しようとする態度を

育てる。 

・期待や不安を共有することで，今

後の生活に向けた具体的なめあ

てが立てられるようにする。 

〈係活動への指導〉 

組

織 
・学級生活が充

実・向上する係

が組織できる

よう当番との

違いを丁寧に

指導する。 

 

２ 

〈３学期の議題例〉

〈２学期の議題例〉

・豆まき集会

をしよう 

・思い出カル

タをつくろ

う 

・卒業を祝う

会の出し物

を決めよう 

・縄跳び集会

をしよう 

・クラス文集

をつくろう  

・４年生がん

ばったね集

会をしよう 

等 

○バランスのよ

い食事 

(2)エ 

栄養教諭との TT 

◯偏食をなくし，バランスよく食べ

ようとする態度を育てる。 

・給食の場面を振り返り，具体的な

めあてが立てられるようにする。 

・始業式 

・地域交流 

活動 

・避難訓練 

交流活動 

・通学班編成 

・大掃除 

・６年生を送

る会 

・卒業式 

・修了式 

 
計

画 
・創意工夫を生か

した活動計画

が立てられる

よう具体例を

示す。   

 

３ 

◯１年間の振り返り 

(3)ア 

 

 

◯５年生への学習や生活への見通

しをもち，自分に合っためあてを

立てられるようにする。 

・１年間の学習や生活を振り返る時

間を設定し，自分のがんばりや成

長に気付けるようにする。 

実

践 
・全員で協働して

取り組めるよ

う活動する機

会を定期的に

設ける。 

・係同士が連携し

たり，要望や願

いが出し合え

たりするよう

相互交流の場

を工夫する。 

※    の題材においては「キャリア・パスポート」を活用することも考えられる。 

※学級活動の目標とともに評価規準を年間指導計画に記載することも考えられる。 
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◇学級活動の各活動の特質の違いから、次の例のように学級活動(1)と学級活動(2)(3)に分けて年間

指導計画を作成することも考えられる。 

 

【学級活動 第４学年 年間指導計画】  
 
〈学級活動の目標〉 

学級や学校での生活をよりよくするための課題を見いだし,解決するために話し合い,合意形成し,

役割を分担して協力して実践したり,学級での話合いを生かして自己の課題の解決及び将来の生き

方を描くために意思決定して実践したりすることに,自主的,実践的に取り組むことを通して,第 1

の目標に掲げる資質・能力を育成することを目指す。 

 

〈育成を目指す資質・能力〉 

○ 学級における集団活動に進んで参画することや意識的に健康で安全な生活を送ろうとすることの意

義について理解するとともに，そのために必要となることを理解し身に付けるようにする。 
○ 学級や自己の生活，人間関係をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し合い，合意

形成を図ったり，意思決定したりすることができるようにする。 

○ 学級における集団活動を通して身に付けたことを生かして，人間関係をよりよく形成し，他者と協働

して集団や自己の課題を解決するとともに，将来の生き方を描き，その実現に向けて，日常生活の向上

を図ろうとする態度を養う。 

 
〈学級活動「(1)学級や学校における生活づくりへの参画」の評価規準〉 

第３学年及び第４学年の評価規準 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

みんなで楽しい学級生活をつく

るために他者と協働して取り組

むことの意義を理解している。 

意見の比べ方やまとめ方を理解

し，活動の方法を身に付けてい

る。 

楽しい学級生活をつくるため

に，問題を発見し，解決方法に

ついて理由などを比べ合いな

がら合意形成を図り，協力し合

って実践している。 

楽しい学級生活をつくるため

に，見通しをもったり振り返っ

たりしながら，自己の考えを生

かし，役割を果たして集団活動

に取り組もうとしている。 

 
第４学年 学級活動「(1)学級や学校における生活づくりへの参画」（24 時間） 

予想される議題例 指導上の留意点 目指す児童の姿 

 

〈１学期の議題例〉 

・「どうぞよろしくの

会」をしよう 

・係を決めよう 

・学級の歌を決めよう 

・学級のボールの使い

方のきまりを決めよ

う。 

・願いごと集会をしよ

う  

・１学期まとめの会を

しよう      

等 

 

 

 

計 

 

画 

・オリエンテーションを実

施し，学級会の意義や進

め方，計画委員会の役割

等について理解できるよ

う丁寧に指導する。  

・適切な議題を自分たちで

選び，提案できるよう視

点を示す。 

・計画委員が自主的に準備

できるよう活動計画作成

の手順を具体的に示す。 

【知識・技能】 

・学級会の意義や計画委員会の役割，計画的

な進め方などを理解し，話合いの方法を

身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

・議題について自分の考えをもち，話合いに

見通しをもちながら考え，表現している。 

【主体的態度】 

・楽しい学級生活をつくるために，見通しを

もったり振り返ったりしながら計画委員

会の活動や話合いの準備に取り組もうと

している。 

 

 

・教科等の発表と同様に理

由を明確にして，自分の

【知識・技能】 

・意見の比べ方やまとめ方を理解している。 

〈２学期の議題例〉 

・係活動発表会をしよう 

・夏休み発表会をしよう 

・読書集会をしよう 

・室内オリンピックをし

よう 

・グループ新聞コンク

ールをしよう 

・みんなのコーナーの

使い方を考えよう  

・２学期まとめの会を

しよう 

        等 

  

 

話

合

い 

考えが発表できるよう

日々の学習から繰り返し

指導をする。 

 

 

・友達の異なる意見も受け

入れて，楽しい学級生活

をつくるために合意形成

ができるようにする。 

・実態に応じて，教師は積極

的に助言を行い，時間内

に決定できるようにす

る。 

・話合い活動の方法を身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

・解決方法について理由などを比べ合いな

がら合意形成を図っている。 

 

【主体的態度】 

・自己の考えを生かし，見通しをもったり振

り返ったりしながら意欲的に学級会に参

加しようとしている。 

 

 

実 

 

践 

・決定したことを学級全員

が理解し，協働して実践

できるようにする。 

 

・役割分担して準備したり，

計画を立てたりして活動

できるようにする。 

【知識・技能】 

・みんなで楽しい学級生活をつくることの

意義を理解している。 

・決めたことを実践し，振り返るために必要

な方法を身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

・合意形成したことについて，協力し合って

実践している。 

【主体的態度】 

・合意形成したことについて，見通しをもっ

たり振り返ったりしながら自己の考えを

生かし，役割を果たして取り組もうとし

ている。 

 

〈３学期の議題例〉 

・豆まき集会をしよう 

・思い出カルタをつく

ろう 

・卒業を祝う会の出し

物を決めよう 

・縄跳び集会をしよう 

・クラス文集をつくろう 

・４年生がんばったね

集会をしよう  

等 
 

 

 

係

活

動 

・学級生活が充実・向上す

る係が組織できるよう

当番との違いを丁寧に

指導する。 

・全員で協働して取り組め

るよう活動する機会を

定期的に設ける。 

・係同士が連携したり，要

望や願いを出し合えた

りするよう相互交流の

場を工夫する。 

【知識・技能】 

・当番活動との違いなど，みんなで楽しい学

級をつくるために他者と協働して係活動

に取り組む意義を理解している。 

【思考・判断・表現】 

・創意工夫を生かした活動に必要な方法を

身に付けている。 

・学級生活の向上に役立つ活動を考え，協力

し合って実践している。 

【主体的態度】 

・自分たちが学級のためにできる活動を見

付け，見通しをもったり振り返ったりし

ながら取り組もうとしている。 

 

 

集

会

活

動 

・ねらいを明確にして， 

創意工夫を加え，より 

多様な集会活動に取り 

組むことができるよう 

にする。 

・計画や運営，準備などに

おける役割を分担し，協

力し合って楽しい集会

活動をつくることがで

きるようにする。 

【知識・技能】 

・集会活動の進め方や役割分担の方法に

ついて理解している。 

・計画や運営，準備など活動に必要な方法

を身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

・集会の計画や運営について，協力し合っ

て実践している。 

【主体的態度】 

・楽しい集会活動にするために，見通しを

もったり振り返ったりしながら取り組

もうとしている。 
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〈２学期の議題例〉 

・係活動発表会をしよう 

・夏休み発表会をしよう 

・読書集会をしよう 

・室内オリンピックをし

よう 

・グループ新聞コンク

ールをしよう 

・みんなのコーナーの

使い方を考えよう  

・２学期まとめの会を

しよう 

        等 

  

 

話

合

い 

考えが発表できるよう

日々の学習から繰り返し

指導をする。 

 

 

・友達の異なる意見も受け

入れて，楽しい学級生活

をつくるために合意形成

ができるようにする。 

・実態に応じて，教師は積極

的に助言を行い，時間内

に決定できるようにす

る。 

・話合い活動の方法を身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

・解決方法について理由などを比べ合いな

がら合意形成を図っている。 

 

【主体的態度】 

・自己の考えを生かし，見通しをもったり振

り返ったりしながら意欲的に学級会に参

加しようとしている。 

 

 

実 

 

践 

・決定したことを学級全員

が理解し，協働して実践

できるようにする。 

 

・役割分担して準備したり，

計画を立てたりして活動

できるようにする。 

【知識・技能】 

・みんなで楽しい学級生活をつくることの

意義を理解している。 

・決めたことを実践し，振り返るために必要

な方法を身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

・合意形成したことについて，協力し合って

実践している。 

【主体的態度】 

・合意形成したことについて，見通しをもっ

たり振り返ったりしながら自己の考えを

生かし，役割を果たして取り組もうとし

ている。 

 

〈３学期の議題例〉 

・豆まき集会をしよう 

・思い出カルタをつく

ろう 

・卒業を祝う会の出し

物を決めよう 

・縄跳び集会をしよう 

・クラス文集をつくろう 

・４年生がんばったね

集会をしよう  

等 
 

 

 

係

活

動 

・学級生活が充実・向上す

る係が組織できるよう

当番との違いを丁寧に

指導する。 

・全員で協働して取り組め

るよう活動する機会を

定期的に設ける。 

・係同士が連携したり，要

望や願いを出し合えた

りするよう相互交流の

場を工夫する。 

【知識・技能】 

・当番活動との違いなど，みんなで楽しい学

級をつくるために他者と協働して係活動

に取り組む意義を理解している。 

【思考・判断・表現】 

・創意工夫を生かした活動に必要な方法を

身に付けている。 

・学級生活の向上に役立つ活動を考え，協力

し合って実践している。 

【主体的態度】 

・自分たちが学級のためにできる活動を見

付け，見通しをもったり振り返ったりし

ながら取り組もうとしている。 

 

 

集

会

活

動 

・ねらいを明確にして， 

創意工夫を加え，より 

多様な集会活動に取り 

組むことができるよう 

にする。 

・計画や運営，準備などに

おける役割を分担し，協

力し合って楽しい集会

活動をつくることがで

きるようにする。 

【知識・技能】 

・集会活動の進め方や役割分担の方法に

ついて理解している。 

・計画や運営，準備など活動に必要な方法

を身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

・集会の計画や運営について，協力し合っ

て実践している。 

【主体的態度】 

・楽しい集会活動にするために，見通しを

もったり振り返ったりしながら取り組

もうとしている。 
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〈学級活動「(2)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」の評価規準〉 

第３学年及び第４学年の評価規準 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

日常生活への自己の適応に関

する諸課題の改善に向けて取

り組むことの意義を理解し，よ

りよい生活を送るための知識

や行動の仕方を身に付けてい

る。 

日常生活への自己の適応に関

する諸課題に気付き，解決方法

などについて話し合い，自分に

合ったよりよい解決方法を意

思決定して実践している。 

自己の生活をよりよくするた

めに，見通しをもったり振り返

ったりしながら，意欲的に課題

解決に取り組み，他者と協力し

合ってよりよい人間関係を形

成しようとしている。 

〈学級活動「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」の評価規準〉 

第３学年及び第４学年の評価規準 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

希望や目標をもつこと，働くこ

とや学ぶことの意義を理解し,

将来への見通しをもち, 自己

実現を図るために必要な知識

や行動の仕方を身に付けてい

る。 

希望や目標をもつこと，働くこ

とや学ぶことについて,よりよ

く生活するための課題に気付

き，解決方法などについて話し

合い，自分に合った解決方法を

意思決定して実践している。 

現在及び将来にわたってより

よく生きるために，見通しをも

ったり振り返ったりしながら，

自己のよさを生かし，他者と協

働して，自己実現に向けて意欲

的に行動しようとしている。 

 
第４学年 学級活動「(2)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」 

学級活動「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」【(2)・(3)は合わせて11時間】 

※本年間指導計画では指導のねらいに即して，目指す児童の姿を重点化して示している 

 題材 指導のねらい 指導上の留意点 目指す児童の姿 

４ 

○４年生になって 

(3)ア  

※(2)イ と関連

を図る 

◯４年生の学習や生

活を知り，個人のめ

あてを設定し，生活

への希望がもてる

ようにする。 

・４年生の学習内容や

行事等を示し，具体的

なめあてが立てられ

るようにする。 

【思考・判断・表現】 

なりたい４年生に向け

て，自分に必要なこと

を適切に判断し，自分

のめあてを意思決定し

ている。 

５ 

○地震に備えて 

(2)ウ 

◯地震が発生したと

きの安全な避難方

法について理解で

きるようにする。 

・危険を予測し事前に

備えるなど,日常生活

を安全に保とうとす

る態度を育てる。 

【知識・技能】 

地震が発生した際の身

の守り方や安全な避難

の仕方を理解してい

る。 

６ 

○気持ちのよい 

あいさつ 

(2)ア 

 

◯進んであいさつを

しようとする態度

を育てる。 

・ロールプレイを通し

て，気持ちのよいあい

さつについて理解で

きるようにする。 

【思考・判断・表現】 

気持ちのよいあいさつ

について考え，自分の

めあてを決めている。 

７ 

○家庭学習の進め 

方  

(3)ウ 

◯自主的に家庭学習

に取り組もうとす

る意欲を育てる。 

 

・意欲が継続できるよ

うにするため，１週間

程度，励ましの言葉を

書いてもらうなど，家

庭に協力を依頼する。 

【主体的態度】 

これまでの学習を振り

返り，学校生活に生か

そうとしている。 

 

９ 

○見直そうゲーム 

の時間 

(2)ア  

◯ゲーム依存の問題

点を知り，けじめを

つけて利用するこ

とができるように

する。 

・経験をもとにした集

団思考を通して，具体

的な解決方法が考え

られるようにする。 

【思考・判断・表現】 

ゲームの問題点につい

て話し合い，自分の課

題に合った具体的な目

標を決めている。 

10 

○友達と仲よく 

(2)イ 

 

◯互いのよさを知り，

協力して生活しよ

うする態度を育て

る。 

・日常の場面を想起す

る機会を設け，友情

の大切さを実感でき

るようにする。 

【主体的態度】 

いろいろな友達に関心

をもち、進んでよいと

ころを見つけようとし

ている。 

11 

○進んで働くこと 

(3)イ 

 

◯学校生活における

自分の役割を自覚

し，進んで取り組も

うとする態度を育て

る。 

・家庭での役割につい

て励ましの言葉を書

いてもらう等，家庭

との連携を図る。 

【主体的態度】 

これまでの取組を振り

返り，意欲的に当番に

取り組もうとしている。 

12 

○感染症の予防 

(2)ウ 

養護教諭との TT 

◯健康への関心をも

ち，進んで予防しよ

うとする態度を育て

る。 

・具体的な予防方法が

考えられるよう経験

を基にした話合いを

取り入れる。 

【思考・判断・表現】 

感染症を予防するため

に，自分に合った解決

方法を意思決定してい

る。 

１ 

○５年生に向けて 

(3)ア 

 

◯高学年に向けてめ

あてや希望をもっ

て生活しようとす

る態度を育てる。 

 

・期待や不安を共有す

ることで，今後の生

活に向けた具体的な

めあてが立てられる

ようにする。 

【思考・判断・表現】 

なりたい５年生の姿を

明確にし，そのために

必要なことについて考

え，前向きに話し合っ

ている。 

２ 

○バランスのよい

食事 

(2)エ 

栄養教諭との TT 

◯偏食をなくし，バラ

ンスよく食べよう

とする態度を育て

る。 

 

・給食の場面を振り返

り，具体的なめあて

が立てられるように

する。 

【知識・技能】 

健康を維持するために

はバランスよく食事を

することが大切である

ことを理解している。 

３ 

◯４年生を振り返って 

(3)ア 

 

◯４年生を振り返り，

１年間の成長をま

とめるとともに，５

年生への見通しを

もちめあてを立て

られるようにする。 

・１年間の学習や生活

を振り返る時間を設

定し，自分のがんば

りや成長に気付くこ

とができるようにす

【主体的態度】 

１年間を振り返り，自

分の成長を実感し，５

年生へ希望をもって生

活しようとしている。 

※    の題材においては「キャリア・パスポート」を活用することが考えられる。 

 

※ 本年間指導計画では指導のねらいに即して，目指す児童の姿を重点化して示しているが，授業に

おいて，重点化した観点以外に十分満足できる活動の状況であると判断できる場合には，積極的

に評価することも考えられる。 
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10 

○友達と仲よく 

(2)イ 

 

◯互いのよさを知り，

協力して生活しよ

うする態度を育て

る。 

・日常の場面を想起す

る機会を設け，友情

の大切さを実感でき

るようにする。 

【主体的態度】 

いろいろな友達に関心

をもち、進んでよいと

ころを見つけようとし

ている。 

11 

○進んで働くこと 

(3)イ 

 

◯学校生活における

自分の役割を自覚

し，進んで取り組も

うとする態度を育て

る。 

・家庭での役割につい

て励ましの言葉を書

いてもらう等，家庭

との連携を図る。 

【主体的態度】 

これまでの取組を振り

返り，意欲的に当番に

取り組もうとしている。 

12 

○感染症の予防 

(2)ウ 

養護教諭との TT 

◯健康への関心をも

ち，進んで予防しよ

うとする態度を育て

る。 

・具体的な予防方法が

考えられるよう経験

を基にした話合いを

取り入れる。 

【思考・判断・表現】 

感染症を予防するため

に，自分に合った解決

方法を意思決定してい

る。 

１ 

○５年生に向けて 

(3)ア 

 

◯高学年に向けてめ

あてや希望をもっ

て生活しようとす

る態度を育てる。 

 

・期待や不安を共有す

ることで，今後の生

活に向けた具体的な

めあてが立てられる

ようにする。 

【思考・判断・表現】 

なりたい５年生の姿を

明確にし，そのために

必要なことについて考

え，前向きに話し合っ

ている。 

２ 

○バランスのよい

食事 

(2)エ 

栄養教諭との TT 

◯偏食をなくし，バラ

ンスよく食べよう

とする態度を育て

る。 

 

・給食の場面を振り返

り，具体的なめあて

が立てられるように

する。 

【知識・技能】 

健康を維持するために

はバランスよく食事を

することが大切である

ことを理解している。 

３ 

◯４年生を振り返って 

(3)ア 

 

◯４年生を振り返り，

１年間の成長をま

とめるとともに，５

年生への見通しを

もちめあてを立て

られるようにする。 

・１年間の学習や生活

を振り返る時間を設

定し，自分のがんば

りや成長に気付くこ

とができるようにす

【主体的態度】 

１年間を振り返り，自

分の成長を実感し，５

年生へ希望をもって生

活しようとしている。 

※    の題材においては「キャリア・パスポート」を活用することが考えられる。 

 

※ 本年間指導計画では指導のねらいに即して，目指す児童の姿を重点化して示しているが，授業に

おいて，重点化した観点以外に十分満足できる活動の状況であると判断できる場合には，積極的

に評価することも考えられる。 
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係活動の評価の工夫例  

係活動は，学級活動の時間だけでなく，朝の時間や帰りの時間，休み時間等を利用して活動する

ものであることから，評価の機会や方法を工夫することが重要である。そして，指導の工夫改善に

生かすことや学級活動の評価に生かしていくことができるようにする。 

係活動を評価する際，実践の様子に重点を置き，創意工夫を生かして活動する姿や協力しながら

取り組む姿などを積極的に評価することが大切である。そのためには，児童の創意工夫を生かして

活動できるような機会を設けたり，環境を整備したりすることが重要である。例えば「係活動コー

ナー」を設置し，係ごとの情報発信，係同士の交流の場として活用できる工夫も考えられる。次に

示したのは，日常的な係活動の様子や作品等から評価する例である。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

〈係活動紹介ポスター〉 

【思考・判断・表現】 

みんなで楽しい学級生活をつくるために発意・発想

を生かしたポスターを作成していたり，具体的な活動

計画を立てていたりすることや取組の様子から，十分

満足できる活動の状況であると考えられる。 

 

 
 

 
 

 
 

係活動コーナーを活用した評価の工夫 

係活動コーナーを作成し，係活動紹介ポス

ターや係新聞や〇月の取組，ありがとうカー

ド，アドバイスカード等を掲示する。更新で

きるようにファイリングしたり，ホワイトボ

ードに書き込んだりできるよう工夫するこ

とも考えられる。係活動では観察が中心とな

るが，係ごとに作成したポスターや新聞を評

価の参考とすることも考えられる。 

協力して係活動紹介

ポスターの作成に 

取り組む児童 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈係からのお知らせ〉 

【思考・判断・表現】 

創意工夫しながら活動したり自己の考えを生かした

りしながら，役割を果たして主体的に取り組もうとし

ている様子から，十分満足できる活動の状況であると

考えられる。 

 

係活動においては，月ごとや学期ごとな

どに，活動のめあてに合わせて活動を振り

返るようにすることが望ましい。係活動ポ

スターなどに合わせて掲示することも考え

られる。 

〈係活動振り返りカード〉 

【主体的態度】 

友達と協働したことの達成感を感じたことや

次の活動への見通しをもつことができているこ

とから，十分満足できる活動の状況であると考

えられる。 

〈係への提案カード・ありがとうカード〉 

【主体的態度】 

他の係にアドバイスしたり，互いの係のがんばりに気

付いたりすることで，協働しながら学級生活をよりよく

しようとしていることから，十分満足できる活動の状況

であると考えられる。 

- 86 -

第３編
資　料
（参考）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈係からのお知らせ〉 

【思考・判断・表現】 

創意工夫しながら活動したり自己の考えを生かした

りしながら，役割を果たして主体的に取り組もうとし

ている様子から，十分満足できる活動の状況であると

考えられる。 

 

係活動においては，月ごとや学期ごとな

どに，活動のめあてに合わせて活動を振り

返るようにすることが望ましい。係活動ポ

スターなどに合わせて掲示することも考え

られる。 

〈係活動振り返りカード〉 

【主体的態度】 

友達と協働したことの達成感を感じたことや

次の活動への見通しをもつことができているこ

とから，十分満足できる活動の状況であると考

えられる。 

〈係への提案カード・ありがとうカード〉 

【主体的態度】 

他の係にアドバイスしたり，互いの係のがんばりに気

付いたりすることで，協働しながら学級生活をよりよく

しようとしていることから，十分満足できる活動の状況

であると考えられる。 
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学級活動(1)における発達の段階に即した活動形態別の評価規準例 

 学級活動(1)は，児童の自発的，自治的な集団活動の計画や運営に関わるものであり，その活動形

態として「話合い活動（学級会）」，「係活動」，「集会活動」の三つがある。これらの活動が，発達の

段階に即した教師の適切な指導の下に行われるようにすることが重要である。そのために，学校とし

て次のような「活動形態別の評価規準」を低・中・高学年の発達の段階に即して設定しておくことが

考えられる。 

 

活動 
形態 

学
年 

指導のねらい 

発達の段階に即した活動形態別の評価規準 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の 

形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や 

人間関係をよりよく 

しようとする態度 

話
合
い
活
動（
学
級
会）

 

問
題
の
発
見
・
確
認（

事
前
の
活
動）

 

低
学
年 

○教師の適切な指導の下
で，学級生活を楽しく
する議題を選定できる
ようにする。 

○教師の助けを得なが
ら，話合い活動の準備
ができるようにする。 

○学級会ノートに記入す
るなど見通しをもち，
取り組むことができる
ようにする。 

・学級会の役割,
基本的な進め
方を理解し，
話合いの仕方
を身に付けて
いる。 

・議題について
自分の考えを
もち，話合いの
手順などに沿
って考え，表現
している。 

 

・学級生活を楽
しくするため
に，見通しを
もったり振り
返ったりしな
がら話合いの
準備に取り組
もうとしてい
る。 

中
学
年 

○教師の助言を受けなが
ら，楽しい学級生活をつ
くるための議題を選定
できるようにする。 

○教師の適切な指導の下
に児童が活動計画を作
成し，進行を分担して行
い，話合い活動の準備が
できるようにする。 

○提案理由を踏まえて考
えを学級会ノートに記
入するなど，話合いに見
通しをもち，取り組むこ
とができるようにする。 

・学級会の意義
や計画委員会
の役割，計画
的な進め方な
どを理解し，
話合いの方法
を身に付けて
いる。 

 
 

・議題について
自分の考えを
もち，話合いに
見通しをもち
ながら考え，表
現している。 

 

・楽しい学級生
活をつくるた
めに，見通しを
もったり振り
返ったりしな
がら計画委員
会の活動や話
合いの準備に
取り組もうと
している。 

高
学
年 

○教師の助言を受けなが
ら，楽しく豊かな学級や
学校生活をつくるため
の議題を選定できるよ
うにする。 

○教師の助言を受けなが
ら，児童自身が活動計画
を作成し，進行を分担し
て行い，話合い活動の準
備ができるようにする。 

○学級全体のことを考え
提案理由を踏まえて考
えを学級会ノートに記
入するなど，話合いに見
通しをもち，取り組むこ
とができるようにする。 

 

・学級会の意義
や計画委員会
の役割や合意
形成の手順な
ど，効率的な
進め方を理解
し，身に付け
ている。 

 

・議題について
自分の考えを
もち，合意形成
の手順を見通
して考え，表現
している。 

・楽しく豊かな
学級や学校の
生活をつくる
ために，見通
しをもったり
振り返ったり
しながら計画
委員会の活動
や話合いの準
備などに取り
組もうとして
いる。 

話
合
い〜

合
意
形
成（

本
時
の
活
動）

 

低
学
年 

○教師が司会の役割を受
け持つことから始め，少
しずつ児童がその役割
を担うことができるよ
うにしていく。 

○話合いの約束に沿って
友達の意見をよく聞い
たり，自分の意見を言え
るようにしたりして，合
意形成を図ることがで
きるようにする。 

・話合いの進め
方に沿った，
自分の意見の
言い方や他者
の意見の聞き
方を理解して
いる。 

・話合いの仕方
を身に付けて
いる。 

 

・解決方法につ
いて話合いの
進め方に沿っ
て合意形成を
図っている。 

 

・自己の考えを
もち，見通し
をもったり振
り返ったりし
ながら進んで
学級会に取り
組もうとして
いる。 

中
学
年 

○進行等の役割を輪番で受
け持ち，司会等の役割を
果たすことができるよう
にする。 

○理由を明確にして意見
を言えるようにした
り，異なる意見も受け
入れたりして，楽しい
学級生活をつくるため
に合意形成を図ること
ができるようにする。 

・意見の比べ方
やまとめ方を
理 解 し て い
る。 

・話合い活動の
方法を身に付
けている。 

・解決方法につ
いて理由など
を比べ合いな
がら合意形成
を 図 っ て い
る。 

 

・自己の考えを
生かし，見通
しをもったり
振り返ったり
しながら意欲
的に学級会に
参加しようと
している。 

高
学
年 

○話合い活動を効率的，
効果的に運営すること
ができるようにする。 

○学級のみならず学校生活
にまで目を向け，自分の言
葉で建設的な意見を述べ
合えるようにし，多様な意
見のよさを生かして楽し
い学級や学校の生活をつ
くるためによりよい合意
形成を図るようにする。 

・合意形成の手
順や深まりの
ある話合いの
進め方を理解
している。 

・話合い活動に
必要な方法を
身に付けてい
る。 

・解決方法につ
いて多様な意
見のよさを生
かして合意形
成を図ってい
る。 

・自己のよさを
発揮し，見通
しをもったり
振り返ったり
しながら自主
的に学級会に
参画しようと
している。 

低
学
年 

○合意形成したことにつ
いて仲よく実践するこ
とができるようにする。 

○教師と一緒に準備をし
たり，計画を立てたりし
て活動できるようにす
る。 

・みんなで学級
生活を楽しく
することの意
義を理解して
いる。 

・決めたことを
実践するため
に必要な方法
を身に付けて
いる。 

・合意形成した
こ と に つ い
て，仲よく助
け合って実践
している。 

・合意形成した
こ と に つ い
て，見通しを
もったり振り
返ったりしな
がら集団活動
に取り組もう
としている。 

中
学
年 

○合意形成したことにつ
いて協力し合って実践
することができるよう
にする。 

○役割分担して準備した
り，計画を立てたりして
活動できるようにする。 

・みんなで楽し
い学級生活を
つくることの
意義を理解し
ている。 

・決めたことを
実践し，振り
返るために必
要な方法を身
に 付 け て い
る。 

・合意形成した
こ と に つ い
て，協力し合
って実践して
いる。 

・合意形成した
こ と に つ い
て，見通しを
もったり振り
返ったりしな
がら自己の考
えを生かし，
役割を果たし
て取り組もう
としている。 

実
践
～
振
り
返
り
（
事
後
の
活
動
）
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話
合
い〜

合
意
形
成（

本
時
の
活
動）

 

低
学
年 

○教師が司会の役割を受
け持つことから始め，少
しずつ児童がその役割
を担うことができるよ
うにしていく。 

○話合いの約束に沿って
友達の意見をよく聞い
たり，自分の意見を言え
るようにしたりして，合
意形成を図ることがで
きるようにする。 

・話合いの進め
方に沿った，
自分の意見の
言い方や他者
の意見の聞き
方を理解して
いる。 

・話合いの仕方
を身に付けて
いる。 

 

・解決方法につ
いて話合いの
進め方に沿っ
て合意形成を
図っている。 

 

・自己の考えを
もち，見通し
をもったり振
り返ったりし
ながら進んで
学級会に取り
組もうとして
いる。 

中
学
年 

○進行等の役割を輪番で受
け持ち，司会等の役割を
果たすことができるよう
にする。 

○理由を明確にして意見
を言えるようにした
り，異なる意見も受け
入れたりして，楽しい
学級生活をつくるため
に合意形成を図ること
ができるようにする。 

・意見の比べ方
やまとめ方を
理 解 し て い
る。 

・話合い活動の
方法を身に付
けている。 

・解決方法につ
いて理由など
を比べ合いな
がら合意形成
を 図 っ て い
る。 

 

・自己の考えを
生かし，見通
しをもったり
振り返ったり
しながら意欲
的に学級会に
参加しようと
している。 

高
学
年 

○話合い活動を効率的，
効果的に運営すること
ができるようにする。 

○学級のみならず学校生活
にまで目を向け，自分の言
葉で建設的な意見を述べ
合えるようにし，多様な意
見のよさを生かして楽し
い学級や学校の生活をつ
くるためによりよい合意
形成を図るようにする。 

・合意形成の手
順や深まりの
ある話合いの
進め方を理解
している。 

・話合い活動に
必要な方法を
身に付けてい
る。 

・解決方法につ
いて多様な意
見のよさを生
かして合意形
成を図ってい
る。 

・自己のよさを
発揮し，見通
しをもったり
振り返ったり
しながら自主
的に学級会に
参画しようと
している。 

低
学
年 

○合意形成したことにつ
いて仲よく実践するこ
とができるようにする。 

○教師と一緒に準備をし
たり，計画を立てたりし
て活動できるようにす
る。 

・みんなで学級
生活を楽しく
することの意
義を理解して
いる。 

・決めたことを
実践するため
に必要な方法
を身に付けて
いる。 

・合意形成した
こ と に つ い
て，仲よく助
け合って実践
している。 

・合意形成した
こ と に つ い
て，見通しを
もったり振り
返ったりしな
がら集団活動
に取り組もう
としている。 

中
学
年 

○合意形成したことにつ
いて協力し合って実践
することができるよう
にする。 

○役割分担して準備した
り，計画を立てたりして
活動できるようにする。 

・みんなで楽し
い学級生活を
つくることの
意義を理解し
ている。 

・決めたことを
実践し，振り
返るために必
要な方法を身
に 付 け て い
る。 

・合意形成した
こ と に つ い
て，協力し合
って実践して
いる。 

・合意形成した
こ と に つ い
て，見通しを
もったり振り
返ったりしな
がら自己の考
えを生かし，
役割を果たし
て取り組もう
としている。 

実
践
～
振
り
返
り
（
事
後
の
活
動
）
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高
学
年 

○合意形成したことにつ
いて自主的に取り組み，
信頼し合って実践する
ことができるようにす
る。 

○創意工夫しながら準備
をしたり，計画を立てた
りして活動できるよう
にする。 

・みんなで楽し
く豊かな学級
や学校の生活
をつくる意義
を理解してい
る。 

・決めたことを
実践し振り返
るために必要
な方法を身に
付けている。 

・合意形成した
ことについて，
信頼し支え合
って実践して
いる。 

・合意形成した
こ と に つ い
て，見通しを
もったり振り
返ったりしな
がら自己のよ
さを発揮し，
役割や責任を
果たして取り
組もうとして
いる。 

係
活
動 

低
学
年 

○当番的な活動から始
め，自分から進んで取り
組めるようにする。 

○少人数で構成された係
で仲よく助け合って活
動し，学級生活を楽しく
することができるよう
にする。 

・みんなで学級
を楽しくする
ために係活動
に取り組むこ
との意義を理
解している。 

・活動をするた
めに必要な方
法を身に付け
ている。 

 

・みんなのため
になる活動を
考えて，仲よ
く助け合って
実 践 し て い
る。 

・自分がやりた
いことを見付
け，見通しを
もったり振り
返ったりしな
がら係活動に
取り組もうと
している。 

中
学
年 

○朝や帰りの会の時間な
どを生かして，積極的に
取り組むことができる
ようにする。 

○創意工夫が生かせるよ
うな係活動をし，協力し
合って楽しい学級生活
をつくることができる
ようにする。 

・当番活動との
違いなど，み
んなで楽しい
学級をつくる
ために他者と
協働して係活
動に取り組む
意義を理解し
ている。 

・創意工夫を生
かした活動に
必要な方法を
身に付けてい
る。 

 

・学級生活の向
上に役立つ活
動を考え，協
力し合って実
践している。 

・自分たちが学
級のためにで
きる活動を見
付け，見通し
をもったり振
り返ったりし
ながら取り組
もうとしてい
る。 

高
学
年 

○自主的，実践的に係活
動を進めたり，自分のよ
さを活かせる係に所属
したりして，継続的に活
動できるようにする。 

○創意工夫のできる活動
に重点化するなどして，
信頼し支え合って，楽し
く豊かな学級や学校の
生活をつくるようにす
る。 

・みんなで楽し
く豊かな学級
や学校の生活
をつくるため
に係活動に取
り組むことの
意義を理解し
ている。 

・創意工夫を生
かした活動に
必要な方法を
身に付けてい
る。 

 

・見通しをもっ
て活動計画を
立て，信頼し
支え合って実
践している。 

・自分のよさを
生かす活動を
見付け，見通
しをもったり
振り返ったり
しながら取り
組もうとして
いる。 

集
会
活
動 

低
学
年 

○入門期には，教師が主
導の中で合意形成した
集会活動を多く経験し，
楽しさを実感できるよ
うにする。 

○児童が集会の内容を選
択し，簡単な役割や準備
をみんなで分担して，誰
とでも仲よく集会活動
を楽しむことができる
ようにする。 

・集会活動の楽
しさを知り，
自分の役割に
ついて理解し
ている。 

・簡単な役割分
担や準備の仕
方を身に付け
ている。 

・集会の内容や
準備などにつ
いて考え，仲
よく助け合っ
て実践してい
る。 

・集会活動を楽
しみにし，見
通しをもった
り振り返った
りしながら取
り組もうとし
ている。 

中
学
年 

○ねらいを明確にして，
創意工夫を加え，より多
様な集会活動に取り組
むことができるように
する。 

○計画や運営，準備など
における役割を分担し，
協力し合って楽しい集
会活動をつくることが
できるようにする。 

・集会活動の進
め方や役割分
担の方法につ
いて理解して
いる。 

・計画や運営，準
備など活動に
必要な方法を
身に付けてい
る。 

・集会の計画や
運 営 に つ い
て，協力し合
って実践して
いる。 

・楽しい集会活
動にするため
に，見通しを
もったり振り
返ったりしな
がら取り組も
う と し て い
る。 

高
学
年 

○児童会活動やクラブ活
動の経験を生かして，学
級生活をより楽しくす
るための活動に取り組
めるようにする。 

○話合い活動によって，
互いのよさを生かした
り，反省を生かしたりし
て，信頼し支え合って創
意工夫のある集会活動
をつくることができる
ようにする。 

・集会活動の意
義や運営方法
について理解
している。 

・計画や運営，準
備など活動に
必要な方法を
身に付けてい
る。 

・集会の計画や
運 営 に つ い
て，見通しを
もって活動計
画を立てるな
ど，信頼し支
え合って実践
している。 

・楽しく豊かな
集会活動にす
るために，見
通しをもった
り振り返った
りしながら取
り組もうとし
ている。 
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集
会
活
動 

低
学
年 

○入門期には，教師が主
導の中で合意形成した
集会活動を多く経験し，
楽しさを実感できるよ
うにする。 

○児童が集会の内容を選
択し，簡単な役割や準備
をみんなで分担して，誰
とでも仲よく集会活動
を楽しむことができる
ようにする。 

・集会活動の楽
しさを知り，
自分の役割に
ついて理解し
ている。 

・簡単な役割分
担や準備の仕
方を身に付け
ている。 

・集会の内容や
準備などにつ
いて考え，仲
よく助け合っ
て実践してい
る。 

・集会活動を楽
しみにし，見
通しをもった
り振り返った
りしながら取
り組もうとし
ている。 

中
学
年 

○ねらいを明確にして，
創意工夫を加え，より多
様な集会活動に取り組
むことができるように
する。 

○計画や運営，準備など
における役割を分担し，
協力し合って楽しい集
会活動をつくることが
できるようにする。 

・集会活動の進
め方や役割分
担の方法につ
いて理解して
いる。 

・計画や運営，準
備など活動に
必要な方法を
身に付けてい
る。 

・集会の計画や
運 営 に つ い
て，協力し合
って実践して
いる。 

・楽しい集会活
動にするため
に，見通しを
もったり振り
返ったりしな
がら取り組も
う と し て い
る。 

高
学
年 

○児童会活動やクラブ活
動の経験を生かして，学
級生活をより楽しくす
るための活動に取り組
めるようにする。 

○話合い活動によって，
互いのよさを生かした
り，反省を生かしたりし
て，信頼し支え合って創
意工夫のある集会活動
をつくることができる
ようにする。 

・集会活動の意
義や運営方法
について理解
している。 

・計画や運営，準
備など活動に
必要な方法を
身に付けてい
る。 

・集会の計画や
運 営 に つ い
て，見通しを
もって活動計
画を立てるな
ど，信頼し支
え合って実践
している。 

・楽しく豊かな
集会活動にす
るために，見
通しをもった
り振り返った
りしながら取
り組もうとし
ている。 
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学習過程の活動に即して評価の観点を重点化した例 

学級活動の一連の学習過程のすべての段階において，【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的

態度】の三つの観点を評価することは困難であることから，学習過程の活動に即して評価の観点を重

点化し，効果的で効率的な評価となるようにしたい。 

事前の活動や事後の活動においては，見通しと振り返りを大切にすることから，課題の発見・確認

の活動や実践・振り返りの活動で【主体的態度】の観点について重点的に評価することができる。本

時の活動においては，児童同士の話合いを大切にしていることから，【思考・判断・表現】の観点に

ついて重点的に評価することができる。また，議題や題材の内容に即し，よりよい活動場面において

【知識・技能】の観点について評価することができる。学級活動⑵の題材によっては，【知識・技能】

の評価に重点をおくことも考えられる。 

ここでは，学習過程の活動に即して評価の観点を重点化した例を下に示す。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題の発見・確認 

 学級活動⑴ 

問題の発見 

議題の選定 

議題の決定 

活動計画の作成 

問題意識を高める 

学級活動⑵⑶ 

題材の設定 

問題の確認 

共通の課題の設定 

問題意識を高める 

事

前

の

活

動 

話合い～合意形成   話合い～意思決定 

 

 
学級活動⑴ 

提案理由の理解 

解決方法等の話合い 

合意形成 

 

学級活動⑵⑶ 

課題の把握 

原因の追求 

解決方法等の話合い 

個人目標の意思決定 

本

時

の

活

動 

主体的態度 

ゲームに関する自

己の生活を進んで振

り返ろうとしている。

 

〈学習カード〉 

主体的態度 

今後の生活におけ

るゲームの使い方へ

の見通しをもち，課

題を改善しようとし

ている。 
〈観察・学習カード〉 

思考・判断・表現 

自分の課題に合っ

た具体的な目標を決

めている。 
〈観察・学習カード〉 

実践～振り返り 

 

 
学級活動⑴⑵⑶ 

決めたことの実践 

振り返り 

次の課題解決へ 

事

後

の

活

動 

学級活動の学習過程 
重点化する評価の例 

学活⑵「見直そう　ゲームの時間」 

知識・技能 

ゲームのやり過ぎ

における問題につい

て理解している。 

〈学習カード〉 
※内容において適切

な場面で評価する。 

指導に生かす評価 

評価については，第１章総則第３の２の(1)で「学習の過程や成果を評価し，指導の改善や学習意

欲の向上を図り，資質・能力の育成に生かすようにすること」と示していることから，指導の改善に

生かすという視点が重要である。評価を通して教師が指導の過程や方法について振り返り，より効果

的な指導が行えるような工夫や改善を図っていくことが求められる。 

 

１ 教師が自己の指導を評価し，指導の改善に生かした例 

新学習指導要領で重視している「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善を通して資質・

能力を確実に育成する上で教師が自己の指導を評価し，指導の改善に生かすことが大切である。 

例えば『特別活動指導資料 みんなで，よりよい学級・学校生活をつくる特別活動【小学校編】』

（H30.12 国立教育政策研究所）の「指導を振り返ってみましょう」(p.70，p.82，p.101，p.106，p.116)

を用いて自己の指導を振り返り，今後の指導に生かすことも考えらえる。 

次に学級活動(1)の自己の指導を評価し改善に生かす例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html） 

また，「教師の指導を振り返ってみましょう」を用いて，学校全体で共通の視点をもって授業観察

等をすることも考えられる。研究協議においても「折り合いをつけながら話し合うことの大切さやそ

の方法を確認する」「何のために活動するのかわかりやすく確認し、提案理由を理解できるようにす

る」「意見の言い方や聞き方，話合いの進め方の話型等の手立てとなる資料を活用する」などの項目

を用いて共通の視点で授業について協議することができる。 

 同様に，『特別活動指導資料 みんなで，よりよい学級・学校生活をつくる特別活動【小学校編】』

(H30.12 国立教育政策研究所）には，学級活動(2)(3)「指導を振り返ってみましょう」（p.82），児童

会活動「児童会活動のチェックリストの例」（p.101），クラブ活動「クラブ活動のチェックリストの

例」（p.106）学校行事「学校行事のチェックリストの例」(p.116)が示されている。これらのように

教師が自己の指導を振り返り，確実に児童の資質・能力が育成されるよう，指導の改善に生かすこと

も重要である。 

＜指導の改善例＞ 

児童が話し合う上での条件（日

時，時間，場所，プログラム等）を

理解し，それに合った話合いをする

ために「決まっていること」を事前

に掲示し，話合いの際に確認する。

 

＜指導の改善例＞ 

集まった議題案から計画委員会で

議題を選定する際に，「全員で話し

合うべき議題かどうか」「自分たち

で解決できる問題かどうか」などの

視点で整理することができるよう助

言を行う。 
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指導に生かす評価 

評価については，第１章総則第３の２の(1)で「学習の過程や成果を評価し，指導の改善や学習意

欲の向上を図り，資質・能力の育成に生かすようにすること」と示していることから，指導の改善に

生かすという視点が重要である。評価を通して教師が指導の過程や方法について振り返り，より効果

的な指導が行えるような工夫や改善を図っていくことが求められる。 

 

１ 教師が自己の指導を評価し，指導の改善に生かした例 

新学習指導要領で重視している「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善を通して資質・

能力を確実に育成する上で教師が自己の指導を評価し，指導の改善に生かすことが大切である。 

例えば『特別活動指導資料 みんなで，よりよい学級・学校生活をつくる特別活動【小学校編】』

（H30.12 国立教育政策研究所）の「指導を振り返ってみましょう」(p.70，p.82，p.101，p.106，p.116)

を用いて自己の指導を振り返り，今後の指導に生かすことも考えらえる。 

次に学級活動(1)の自己の指導を評価し改善に生かす例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html） 

また，「教師の指導を振り返ってみましょう」を用いて，学校全体で共通の視点をもって授業観察

等をすることも考えられる。研究協議においても「折り合いをつけながら話し合うことの大切さやそ

の方法を確認する」「何のために活動するのかわかりやすく確認し、提案理由を理解できるようにす

る」「意見の言い方や聞き方，話合いの進め方の話型等の手立てとなる資料を活用する」などの項目

を用いて共通の視点で授業について協議することができる。 

 同様に，『特別活動指導資料 みんなで，よりよい学級・学校生活をつくる特別活動【小学校編】』

(H30.12 国立教育政策研究所）には，学級活動(2)(3)「指導を振り返ってみましょう」（p.82），児童

会活動「児童会活動のチェックリストの例」（p.101），クラブ活動「クラブ活動のチェックリストの

例」（p.106）学校行事「学校行事のチェックリストの例」(p.116)が示されている。これらのように

教師が自己の指導を振り返り，確実に児童の資質・能力が育成されるよう，指導の改善に生かすこと

も重要である。 

＜指導の改善例＞ 

児童が話し合う上での条件（日

時，時間，場所，プログラム等）を

理解し，それに合った話合いをする

ために「決まっていること」を事前

に掲示し，話合いの際に確認する。

 

＜指導の改善例＞ 

集まった議題案から計画委員会で

議題を選定する際に，「全員で話し

合うべき議題かどうか」「自分たち

で解決できる問題かどうか」などの

視点で整理することができるよう助

言を行う。 
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キャリア教育の充実を図る特別活動の実践 

  

１「特別活動で育成を目指す資質・能力」と「基礎的・汎用的能力」 

キャリア教育については，学習指導要領第１章総則の第４の１の(3)に次のように示されている。  

 

 

 

 

これまで特別活動は，全教育活動を通して行ってきた人間形成の統合的な時間として教育課程に

位置付けられてきた。また，身近な社会である学校において各教科等で育成した資質・能力について，

実践的な活動を通し，社会生活に生きて働く汎用的な力として育成する教育活動としての役割も注

目されてきた。（「小学校学習指導要領解説特別活動編」より） 

つまり，自発的，自治的活動を固有の役割としてきた特別活動は，これまでもキャリア教育が求め

る基礎的・汎用的な能力の育成に強く関わってきたものであり，そのことを確認，強調する意味で「特

別活動を要としつつ」と表現されたものである。 

「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」（中央教育審議会答申 Ｈ23年

１月）では，キャリア教育を「一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能力や態度

を育てることを通して，キャリア発達を促す教育」として定義づけた。さらに，その能力や態度を「基

礎的・汎用的能力」として，「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応

能力」「キャリア・プランニング能力」の４つの内容が示された。また，「基礎的・汎用的能力」とは

「社会人・職業人に必要とされる基礎的な能力と

現在学校教育で育成している能力との接点を確

認」することを通して具体化されるものであると

している。 

キャリア教育の要として位置付けられた特別

活動において育成を目指す資質・能力の視点とし

て示された「人間関係形成」「社会参画」「自己実

現」は，「基礎的・汎用的能力」と重なる点が多

い。  

つまり，「特別活動の目標」の実現を目指して，

教師の指導や児童の活動を積み重ねること

が，社会的・職業的自立に必要不可欠な資質・

能力を育成することになる。 

 

２「キャリア教育の要」としての特別活動 

学習指導要領の改訂により小学校学級活動に「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」が新設さ

れ，このことにより小・中・高等学校の学習内容が系統的につながったことである。ここで留意すべ

きは，学級活動(3)の充実が特別活動としての要の役割と安易に捉えないようにすることである。前

〈資料➀ 「特別活動で育成を目指す資質・能力」と 
「社会人・職業人に必要とされる基礎的な能力」の関連
イメージ 中教審答申資料（H28）より〉 

児童が，学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら，社会的・職業的自立に向けて

必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよう，特別活動を要としつつ各教

科等の特質に応じて，キャリア教育の充実を図ること。（※下線は本参考資料による加筆） 

項で述べたように，あくまで，キャリア教育が育

成を目指す資質・能力と，特別活動が育成を目指

す資質・能力とが重なっていることが要の理由で

ある。つまり，社会的・職業的自立に必要な資質・

能力を育成するためには，特別活動が固有の役割

としている児童の自発的，自治的な活動の充実も

重要であることを認識しておきたい。 

その上で，学級活動(3)の指導の充実を図るこ

とが求められる。例えば，年度当初において行わ

れる「○年生になって」や，節目などに行われる

「○年生に向けて」などの題材は，その中心的な

内容になる。児童は，学校だけでなく家庭や地域

社会の中で生きており，各教科等の授業だけで

なく，学校生活や家庭生活の中で様々なことを

学んだり役割を担ったりしている。したがって，学級活動(3)の授業では，これらの学びを横につな

いだり，将来とつないだりしながら自己の生き方について考えを深めることができるようにする必

要がある。 

 

３「キャリア・パスポート」の活用 

学級活動(3)の指導に当たっては，

小学校学習指導要領第６章特別活動

第２の３に「学校，家庭及び地域にお

ける学習や生活の見通しを立て，学

んだことを振り返りながら，新たな

学習や生活への意欲につなげたり，

将来の生き方を考えたりする活動を

行うこと。その際，児童が活動を記録

し蓄積する教材等を活用すること。」

と示されていることに留意し，小学

校から高等学校まで蓄積していく

『キャリア・パスポート』を効果的に活用できるようにする必要がある。学級活動(3)の授業の際に

意思決定したことを書き込むカードなどについて，実践を振り返り，努力の状況や成果と課題などを

一体にして記録できるようにし，そのまま「キャリア・パスポート」として蓄積できるようにするこ

とも考えられる。また,「キャリア・パスポート」の児童の記述から，取組の過程や状況を見取り，

児童理解を深めたり，学習評価の参考にしたりすることも考えられる。 

なお，「キャリア・パスポート」は児童の学習活動（自己評価や相互評価）であり，それをそのま

ま学習評価とすることは適切でないが，学習評価の参考資料として適切に活用することにより，児童

の学習意欲の向上につなげることもできる。 

〈資料②キャリア教育の要としての特別活動

のイメージ（特別活動指導資料 p.94 H30.12 国

立教育政策研究所より）〉 

〈資料③題材「５年生に向けて」（第４学年）における学習

過程の例（特別活動指導資料 p.94 H30.12 国立教育政策

研究所より）〉 
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意思決定したことを書き込むカードなどについて，実践を振り返り，努力の状況や成果と課題などを

一体にして記録できるようにし，そのまま「キャリア・パスポート」として蓄積できるようにするこ

とも考えられる。また,「キャリア・パスポート」の児童の記述から，取組の過程や状況を見取り，

児童理解を深めたり，学習評価の参考にしたりすることも考えられる。 

なお，「キャリア・パスポート」は児童の学習活動（自己評価や相互評価）であり，それをそのま

ま学習評価とすることは適切でないが，学習評価の参考資料として適切に活用することにより，児童

の学習意欲の向上につなげることもできる。 

〈資料②キャリア教育の要としての特別活動

のイメージ（特別活動指導資料 p.94 H30.12 国

立教育政策研究所より）〉 

〈資料③題材「５年生に向けて」（第４学年）における学習

過程の例（特別活動指導資料 p.94 H30.12 国立教育政策
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究について

 

平成 31 年 ２ 月 ４ 日 国立教育政策研究所長裁定

      平成 31 年 ４ 月 12 日 一 部 改 正

 

 

１ 趣 旨 

  学習評価については，中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会において「児童

生徒の学習評価の在り方について」（平成 31 年１月 21 日）の報告がまとめられ，新しい

学習指導要領に対応した，各教科等の評価の観点及び評価の観点に関する考え方が示され

たところである。 

  これを踏まえ，各小学校，中学校及び高等学校における児童生徒の学習の効果的，効率

的な評価に資するため，教科等ごとに，評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研

究を行う。 

 

 

２ 調査研究事項 

（１）評価規準及び当該規準を用いた評価方法に関する参考資料の作成 

（２）学校における学習評価に関する取組についての情報収集 

（３）上記（１）及び（２）に関連する事項 

 

 

３ 実施方法 

  調査研究に当たっては，教科等ごとに教育委員会関係者，教師及び学識経験者等を協力

者として委嘱し，２の事項について調査研究を行う。 

 

 

４ 庶 務 

  この調査研究にかかる庶務は，教育課程研究センターにおいて処理する。 

 

 

５ 実施期間 

平成 31 年４月 19 日～令和２年３月 31 日 
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究協力者（五十音順） 

（職名は平成 31 年４月現在） 

 

 

 

 
青木 洋俊 川崎市立上作延小学校総括教諭 

 

 
我那覇ゆり子 沖縄県那覇市立松川小学校教諭 

 

 
佐野 正樹 北海道北広島市立大曲小学校教諭 

 

 
杉田  洋 國學院大學教授 

 

 
添野 圭介 埼玉県立総合教育センター担当課長 

 

 
東   豊 兵庫県赤穂市立赤穂小学校教諭 

   

 

 

国立教育政策研究所においては，次の関係官が担当した。 

 

 

 
安部 恭子 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

   

 

 

この他，本書編集の全般にわたり，国立教育政策研究所において以下の者が担当した。 

 

 

 

笹井 弘之 国立教育政策研究所教育課程研究センター長 

 

 

清水 正樹 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部副部長 

 

 

髙井  修 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課長 

 

 

高橋 友之 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係長 

 

 

奥田 正幸 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係専門職 

 

 

森  孝博 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究協力者（五十音順） 

（職名は平成 31 年４月現在） 

 

 

 

 
青木 洋俊 川崎市立上作延小学校総括教諭 

 

 
我那覇ゆり子 沖縄県那覇市立松川小学校教諭 

 

 
佐野 正樹 北海道北広島市立大曲小学校教諭 

 

 
杉田  洋 國學院大學教授 

 

 
添野 圭介 埼玉県立総合教育センター担当課長 

 

 
東   豊 兵庫県赤穂市立赤穂小学校教諭 

   

 

 

国立教育政策研究所においては，次の関係官が担当した。 

 

 

 
安部 恭子 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

   

 

 

この他，本書編集の全般にわたり，国立教育政策研究所において以下の者が担当した。 

 

 

 

笹井 弘之 国立教育政策研究所教育課程研究センター長 

 

 

清水 正樹 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部副部長 

 

 

髙井  修 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課長 

 

 

高橋 友之 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係長 

 

 

奥田 正幸 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係専門職 

 

 

森  孝博 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

 

 

学学習習指指導導要要領領等等関関係係資資料料ににつついいてて  

 学習指導要領等の関係資料は以下のとおりです。いずれも，文部科学省や国立教育政策研究所のウェブサイ

トから閲覧が可能です。スマートフォンなどで閲覧する際は，以下の二次元コードを読み取って，資料に直接ア

クセスする事が可能です。本書と合わせて是非ご覧ください。 

  ①①            ②②      ③③  

  ④④            ⑤⑤      ⑥⑥  

  ⑦⑦            ⑧⑧      ⑨⑨  

①① 学習指導要領、学習指導要領解説 等

②② 中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要

領等の改善及び必要な方策等について」（平成 28年12月21日）

③③ 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会報告「児童生徒の学習評価の在り方につ

いて」（平成31年1月21日）

④④ 小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録

の改善等について（平成31年3月29日30文科初第1845号初等中等教育局長通知）

※各教科等の評価の観点等及びその趣旨や指導要録（参考様式）は，同通知に掲載。 

⑤⑤ 学習評価の在り方ハンドブック(小・中学校編) (令和元年6 月)

⑥⑥ 学習評価の在り方ハンドブック(高等学校編) (令和元年6 月)

⑦⑦ 平成29 年改訂の小・中学校学習指導要領に関する Q&A

⑧⑧ 平成30 年改訂の高等学校学習指導要領に関する Q&A

⑨⑨ 平成29・30 年改訂の学習指導要領下における学習評価に関する Q&A
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